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      議会だより
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北川村の人口・世帯数北川村の人口・世帯数
令和4年1月31日現在　（　）は前月比

人　口 1,220人 （－2）
　男 583人 （－2）
　女 637人 （＋0）
世帯数 604戸 （－1）
昨年同期の総人口 1,243人  世帯数605戸



　　　本年度も婦人会の方が１・2年生を対象に本の読み聞かせに来てくださっています。こどもたちは毎回い
ろいろな本に触れることができ、地域の方との交流も楽しんでいます。

学 校 通 信 School communication

1 読み聞かせ

　　　１月２０日（木）、４年生が高知県立あき総合病院の助産師（久保美樹さん）から「いのちの授業」を
受けました。久保さんからは、いのちの始まりと成長について、自分も周りの人も大切にすることやこれから
起こる体と心の変化などをリモートでお話していただきました。また、妊婦エプロンをつけたり、赤ちゃん人形を
抱いたりすることで妊婦さんの大変さや命の尊さを感じることができました。

4 命の教育

　　　1月13日（木）、１・2年生が地域の高齢者の方と昔遊びをとおして交流しました。コマ回しやお手玉、おはじ
き、たこあげ等のコツを高齢者の方から教わり、何度も挑戦して楽しむ姿が見られました。お手玉をたくさん作って
いただき、ありがとうございました。

2 昔遊び体験

　　　１月１４日（金）、小中合同で地震・津波避難訓練を行い
ました。緊急地震速報後に一次避難し、その後、津波を想定して遺
族会館下まで二次避難を行いました。６年生は１年生の手をひき、
サポートをしながら避難できていました。役場の防災担当の山嶋さ
んから、家庭内で待ち合わせ場所を決めておくことや、災害に向け
た備えをしておくこと、地域での訓練等に積極的に参加することな
ど、具体的なお話を聞くことができました。今後も家族や地域の方
と一緒に命を守るための取り組みを行っていきたいと思います。

3 小中合同地震・津波避難訓練

　　　１月１９日（水）、３年生が高知県立あき総合病院の助産師から「いのちの教室」のオンライン授業を受け
ました。自分や他者を思いやる心を持ち命を大切にすること、体の発達について振り返り、自覚と責任を持った
行動をとることの重要性について考える時間となりました。

5 いのちの教室

　　　２月２日（水）、保健体育委員会が中心となり、3年生との最後のスポーツ行事であるお別れスポーツ
大会が催されました。縦割り４チームの総当たり戦が行われ、白熱した試合がくり広げられました。それぞれのチーム
に声援を送る声にも力が入り、大いに盛り上がりました。あっという間に楽しい２時間が過ぎ、委員会の運営とみん
なの協力で、3年生にとって心に残る思い出の１つになりました。

6 お別れスポーツ大会

○人は個人差があって、成長の早さも違うと聞いて、ぼくは不安だったけど、少し自信がつきました。寝る時は、何ができたか
なと思い返して自分をほめてあげようかなと思います。
○これからは、自分の体を大事にしようと思いました。また、自分が命のバトンをつなぎたいと思いました。お母さんにとて
も感謝しています。
○自分が産まれるためには、いろいろなことが関わっていて感謝しないといけないなと思いました。自分の命は何よりも大
切。ちょっとしたことでもほめたいです。

児童の感想

〇「いのちの教育」の授業を受けて改めて、この世の中に生まれてきたことへの感謝を感じることができた。食べて
眠って遊んでいる今の生活は、周りの人に助けてもらっているからできていることで、そんな大切な生命を無駄にし
てはいけないと思った。楽しいこともつらいこともあるけれど、この世に生まれてきたことを感謝して生きていきた
い。生活するなかで、意見のすれ違うこともあると思うけれど、しっかり話し合ったり、歩み寄ったりして、相手の気
持ちを理解していくことが大切だと感じた。

〇「いのちの教室」を通して、人は一人で生まれてきたのではなく、代々のご先祖や母親の力などたくさんの人の力や
思いと、自分も生まれたいという意志から生まれてくることができると改めて感じた。大人になるにつれて体や
気持ちなど様々な変化があって、他の人と違うこともたくさんあるが自分のペースで自分の個性を大切にした
い。
〇この授業を受けるまで、自分の誕生について今まであまり気にしたことはなかったが、いのちについて考える機会
となった。この世に生まれてくることができない赤ちゃんや生まれた後亡くなってしまう赤ちゃんがたくさんいる。
自分が今まで健康に生きてこられたことを改めて感じ、両親や自分の成長に関わってきてくれた人たちへ感謝の気
持ちがより強くなった。今の自分たちは思春期で、悩みながら成長している。何か悩み事があるときは一人で悩ま
ず、周りの信頼できる人に相談したいと思います。

３年生の感想より

★●■！

ご冥福をお祈りします
氏　名　　　年齢　  　地区　 　死亡月日

髙橋　克成　　81歳　　久府付 　1月10日

井津　高之　　74歳　　野友上 　1月13日

★●■！
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中岡慎太郎先生顕彰会だより
特定非営利活動法人　中岡慎太郎先生顕彰会　☎38－2413

モネ
の

からの
お知らせ

〔休〕6月～10月の第1水曜日、12月～2月末日

北川村「モネの庭」マルモッタン
〒781－6441
高知県安芸郡北川村野友甲1100番地
☎0887－32－1233   　 0887－32－1243
https://www.kjmonet.jp/

【お問い合わせ・ご予約】

FAX

　園内でクリスマスローズが見頃です。
モネの庭のクリスマスローズの多くは
徳島県在住の山添さんから譲ってい
ただいたものです。春の開園に合わせ
て山添さんが育てた苗の即売会を開
催します。

今年も春の開園を迎えました。
2022年も「モネの庭」をどうぞよろしくお願いいたします。

　令和３年度の最終月を迎えました。
　今年度も引き続き新型コロナウイルスの感染拡大によりさまざまな活動が制約されましたが、【慎太郎塾】を継続
して開催することができ、店舗「中岡家／慎太郎食堂」も通常営業でお客様をお迎えすることができた一年でした。
　今月は【慎太郎塾】「学び」のメインプログラムである「慎太郎学習会」最終回の開催を予定しています。また、
会場の「中岡慎太郎館」では企画展『北川村あの日あの時』を開催中です。懐かしい北川村を写真でお楽しみいた
だける好評の企画展と慎太郎学習会に併せてお訪ねいただけると嬉しく思います。

【第16回土佐の町家ひな祭り】開催中止のお知らせ
　毎年、北川村を含む高知県東部地区7市町村が合同で開催している「土佐の町家ひな祭り」。北川村は慎太郎生家
を会場にひな祭り展示を行ってきました。本年は3月3日（木）～6日（日）に開催を予定しておりましたが、新型コ
ロナウイルス感染拡大による影響を鑑み開催中止となりました。

第6回慎太郎学習会（最終回）
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お待たせしました。3月1日（火）春の開園!!

新春オープンイベント

「チューリップ，
      チューリップ」

山添さんのクリスマスローズ即売会

■開催期間
　2022年3月1日（火）～4月10日（日）

■開催期間　2022年3月1日(火)～6日（日）
■会　　場　モネの庭　駐車場内

2月8日（火）、小雨の降る肌寒い日でしたが、モネの庭の睡蓮鉢の植替え作業に参
加してきました。鉢の睡蓮や泥を取り出し、良い状態の根茎を３つ取り出します。鉢の
泥を入れ替えて撹拌した新鮮な土壌にその３つを植えていきます。水の中の植物の
育て方は独特で泥の中に優しく沈めて浮き上がらないようにしなければなりません。
庭のスタッフの丁寧な指導で新しい３鉢ができました。この睡蓮は温帯性ですので
5月ごろに美しい花を咲かせてくれます。熱帯性の睡蓮ですとやり方が違うようです。
約200の鉢それぞれに植替える睡蓮の色や種類が決まっていて、全てはモネの絵
の世界からイメージします。開花とともにどのような絵の世界が生まれるか、創造力
を持たなければならないモネの睡蓮の植替えは大変奥深い作業でした。

1月24日（月）、アドベンチャーツーリズムのモニターツ
アーが行われました。アドベンチャーツーリズムとは観光中

心の短期旅行ではなく、アクティビティ（身体的体験）、自然とのふれあい、
異文化体験の3つの要素のうち2つ以上で構成される長期滞在の「体験型
旅行」です。今回は「森林鉄道からゆずロードへ」というタイトルで中芸地区
でのモニターツアーが組まれました。ツアーに詳しい方（北海道から2名、
熊本から1名）が北川村の田舎寿司を体験しました。ゆずしぼり体験からス
タートして田舎寿司に関する説明を行ったあと、講師と一緒にいざ田舎寿司作りに挑戦。アドバイスを受けな
がら自分たちで作った田舎寿司を各自お皿に盛りつけて出来上がり。初めての田舎寿司を皆さんおいしい
と言いながら食べていました。
地元の人たちとふれあいながら長期滞在を見据えたアドベンチャーツアー。ツアーガイドの人材育成など様々な課
題も見えましたが、1人でも多くの人に魅力的な北川村を知ってもらい、訪れてもらうきっかけになるかもしれません。

年１回の睡蓮鉢の植替え作業に参加しました

NEWS北川村観光協会 ニュース北川村観光協会 ニュース北川村観光協会 ニュース

NEWS
1

NEWS
2

北川村観光協会　080－8638－6211（スタッフ直通：福井、橋本、山脇）

※3月1日（火）～13日（日）にご入園された方にチューリップのポストカードプレゼント!!

　カフェ「モネの家」は2022年3月1日より「モネの庭」の休園日の
ほか、毎週火曜日と金曜日を定休日（祝日の場合は営業）といた
します。何卒ご了承の程お願いいたします。

カフェ「モネの家」定休日のお知らせ

　手づくりパン工房前におしゃれなカフェテラスが完成しました。
ほっと一息できるスペースとなっています。工房ではメニューを
一新！バゲットサンドやキッシュ、季節のスープが新登場します。

手づくりパン工房前「カフェテラス」リニューアル!!

※カフェテラスイメージ

※手づくりパン工房（カフェテラスを含む）とショップ・フラワーショップは休園日以外は
　営業いたします。

開催日時：令和4年3月20日（日）
　　　　　 午後1時30分～午後2時30分
テ ー マ：『久坂玄瑞・高杉晋作』
講　　師：中岡慎太郎館　豊田満広学芸員
場　　所：中岡慎太郎館　2階
受　　付：中岡慎太郎先生顕彰会事務所
　　　　  ※火曜定休日
参 加 料：無　料（事前ご予約不要）

桃の節句慎太郎茶会
桃の節句を祝い、慎太郎生家で
「慎太郎茶会」を開催します。
開催日時：令和4年3月6日（日）
　　　　 午前10時～午後3時
会　　場：慎太郎生家
体 験 料：一服３００円（茶菓子付き）
亭　　主：中村武志

アドベンチャーツーリズムの受け入れを行いました
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【お問い合わせ・ご予約】
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　園内でクリスマスローズが見頃です。
モネの庭のクリスマスローズの多くは
徳島県在住の山添さんから譲ってい
ただいたものです。春の開園に合わせ
て山添さんが育てた苗の即売会を開
催します。

今年も春の開園を迎えました。
2022年も「モネの庭」をどうぞよろしくお願いいたします。

　令和３年度の最終月を迎えました。
　今年度も引き続き新型コロナウイルスの感染拡大によりさまざまな活動が制約されましたが、【慎太郎塾】を継続
して開催することができ、店舗「中岡家／慎太郎食堂」も通常営業でお客様をお迎えすることができた一年でした。
　今月は【慎太郎塾】「学び」のメインプログラムである「慎太郎学習会」最終回の開催を予定しています。また、
会場の「中岡慎太郎館」では企画展『北川村あの日あの時』を開催中です。懐かしい北川村を写真でお楽しみいた
だける好評の企画展と慎太郎学習会に併せてお訪ねいただけると嬉しく思います。

【第16回土佐の町家ひな祭り】開催中止のお知らせ
　毎年、北川村を含む高知県東部地区7市町村が合同で開催している「土佐の町家ひな祭り」。北川村は慎太郎生家
を会場にひな祭り展示を行ってきました。本年は3月3日（木）～6日（日）に開催を予定しておりましたが、新型コ
ロナウイルス感染拡大による影響を鑑み開催中止となりました。

第6回慎太郎学習会（最終回）
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お待たせしました。3月1日（火）春の開園!!

新春オープンイベント

「チューリップ，
      チューリップ」

山添さんのクリスマスローズ即売会

■開催期間
　2022年3月1日（火）～4月10日（日）

■開催期間　2022年3月1日(火)～6日（日）
■会　　場　モネの庭　駐車場内

2月8日（火）、小雨の降る肌寒い日でしたが、モネの庭の睡蓮鉢の植替え作業に参
加してきました。鉢の睡蓮や泥を取り出し、良い状態の根茎を３つ取り出します。鉢の
泥を入れ替えて撹拌した新鮮な土壌にその３つを植えていきます。水の中の植物の
育て方は独特で泥の中に優しく沈めて浮き上がらないようにしなければなりません。
庭のスタッフの丁寧な指導で新しい３鉢ができました。この睡蓮は温帯性ですので
5月ごろに美しい花を咲かせてくれます。熱帯性の睡蓮ですとやり方が違うようです。
約200の鉢それぞれに植替える睡蓮の色や種類が決まっていて、全てはモネの絵
の世界からイメージします。開花とともにどのような絵の世界が生まれるか、創造力
を持たなければならないモネの睡蓮の植替えは大変奥深い作業でした。

1月24日（月）、アドベンチャーツーリズムのモニターツ
アーが行われました。アドベンチャーツーリズムとは観光中

心の短期旅行ではなく、アクティビティ（身体的体験）、自然とのふれあい、
異文化体験の3つの要素のうち2つ以上で構成される長期滞在の「体験型
旅行」です。今回は「森林鉄道からゆずロードへ」というタイトルで中芸地区
でのモニターツアーが組まれました。ツアーに詳しい方（北海道から2名、
熊本から1名）が北川村の田舎寿司を体験しました。ゆずしぼり体験からス
タートして田舎寿司に関する説明を行ったあと、講師と一緒にいざ田舎寿司作りに挑戦。アドバイスを受けな
がら自分たちで作った田舎寿司を各自お皿に盛りつけて出来上がり。初めての田舎寿司を皆さんおいしい
と言いながら食べていました。
地元の人たちとふれあいながら長期滞在を見据えたアドベンチャーツアー。ツアーガイドの人材育成など様々な課
題も見えましたが、1人でも多くの人に魅力的な北川村を知ってもらい、訪れてもらうきっかけになるかもしれません。

年１回の睡蓮鉢の植替え作業に参加しました

NEWS北川村観光協会 ニュース北川村観光協会 ニュース北川村観光協会 ニュース

NEWS
1

NEWS
2

北川村観光協会　080－8638－6211（スタッフ直通：福井、橋本、山脇）

※3月1日（火）～13日（日）にご入園された方にチューリップのポストカードプレゼント!!

　カフェ「モネの家」は2022年3月1日より「モネの庭」の休園日の
ほか、毎週火曜日と金曜日を定休日（祝日の場合は営業）といた
します。何卒ご了承の程お願いいたします。

カフェ「モネの家」定休日のお知らせ

　手づくりパン工房前におしゃれなカフェテラスが完成しました。
ほっと一息できるスペースとなっています。工房ではメニューを
一新！バゲットサンドやキッシュ、季節のスープが新登場します。

手づくりパン工房前「カフェテラス」リニューアル!!

※カフェテラスイメージ

※手づくりパン工房（カフェテラスを含む）とショップ・フラワーショップは休園日以外は
　営業いたします。

開催日時：令和4年3月20日（日）
　　　　　 午後1時30分～午後2時30分
テ ー マ：『久坂玄瑞・高杉晋作』
講　　師：中岡慎太郎館　豊田満広学芸員
場　　所：中岡慎太郎館　2階
受　　付：中岡慎太郎先生顕彰会事務所
　　　　  ※火曜定休日
参 加 料：無　料（事前ご予約不要）

桃の節句慎太郎茶会
桃の節句を祝い、慎太郎生家で
「慎太郎茶会」を開催します。
開催日時：令和4年3月6日（日）
　　　　 午前10時～午後3時
会　　場：慎太郎生家
体 験 料：一服３００円（茶菓子付き）
亭　　主：中村武志

アドベンチャーツーリズムの受け入れを行いました
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地域おこし協力隊日記

地域おこし協力隊の長友美智子です。
朝晩はまだまだ冷えますが、最近は蕾が可憐に花開く様を目にする機会も増え、春の

匂いを感じつつあります。
私は昨年の2月に北川村へ移住して1年が経ちました。
ビル群の中で残業しながら日々時間に追われ、徒歩と電車での移動だった大阪での生活から一転、自然に囲まれ、

閑静で緩やかな時間が流れる中で、自分の心に落ち着きを取り戻すことができました。また、自動車の運転も初心者
で大変でしたが、歩くことが激減したのは予想外でした。初対面の人同士が気軽に挨拶できたり、助け合う暮らしがあ
ることも、都会にはない素晴らしいところだなと思いました。地域の人は創意工夫が得意で、自然と上手に付き合いな
がら、昔からの知恵を生活に取り入れていることに驚きました。
北川村の魅力はまだまだ尽きることがありません。2年目も村の素敵なところをもっと知りたいと思います。

①地域交流魅力発信！！
ト ー マ ス・ デー ビ ス

Thomas James Davies

Hello, Everyone!
早春の候、皆さまにおかれましてはますますご清栄のこととお喜び申し上げます。昼が
だんだん伸びて、暖かくなってきましたね。
イギリスの3月にはさまざまな年中行事があります。皆さんはイースターや復活祭と
いうものをご存知かもしれないですが、その前の6週間ぐらいの期間にわたって行わ
れる四旬節は聞いたことがありますか。
イエスは悪魔の誘惑に抵抗しながら、荒野で40日間断食したと言われています。それを

記念するために昔のキリスト教徒は40日間、肉や乳製品のような贅沢な食べ物を控えていました。パンと水だけの食事をす
る人もいました。現在では、キリスト教信者ではない人もチョコレートやお酒やタバコなどをその時期にやめる人が多いです。
四旬節の前日は「マルディグラ」（肥沃・太った火曜日）もあります。イギリスでは、この日を「パンケーキデイ」と呼び
ます。なぜなら、昔のキリスト教徒のイギリス人は断食の前にバター、卵などを使い切るためにパンケーキを作ってい
ました。現在では、宗教的な背景はなく、お祝いとしてパンケーキを作る人も多いです。フライパンに入ったパンケーキ
を裏返しながら走るパンケーキレースも開催しています。
そして、四旬節が終わった後の復活祭は新しい命を表すチョコレートで作られた卵を食べます。庭や公園に隠されたチョコ卵

を探す遊びも伝統的です。毎年イギリスでは、8000万個の復活祭の卵が販売されており、大人でも子ども向きのチョコレート
を楽しみます。今年のパンケーキデイは3月1日（火）、四旬節は3月2日（水）～4月14日（木）、そして復活日は4月17日（日）です。
また、3月1日（火）には他の行事もあります。おそらく、すでにご存じの方もいらっしゃるかもしれないですが、イギ
リスは長い歴史やユーニクな伝統がある四つの国、イングランド、スコットランド、北アイルランドとウェールズで構成
されています。3月1日（火）はウェールズの祝日の聖デイヴィッドの日です。聖デイヴィッドは6世紀にウェールズに生ま
れた聖職者で、12世紀に聖人として認められました。この日はもともと守護聖人の聖デイヴィッドを祝う祭りでした
が、現在は、より一般的なウェールズの伝統文化を楽しむ日になりました。
例えば、昔の洋服を着て登校する子どもたちもいます。そして3月になるとウェールズの国章である水仙とネギの
造花の飾りを胸につける人をよく見かけます。
イギリスのフル・ブレックファストは海外でも有名だと思いますが、ウェールズにも独特の朝ごはんがあります。この昔
ながらの朝ごはんは、ザルガイとラバーブレッド(laverbread)という海藻が特徴です。ラバーブレッドはゆっくりと煮込

んで刻まれた海苔のペーストです。ラバーブレッドはよ
くオートミールと混ぜて炒めます。栄養価が高い海藻
を食べるイギリス人はかなり少ないと思いますが、
ウェールズではこの伝統が昔から受け継がれて、私は
とてもよかったと思います。それでは、また次回に！

みなさんこんにちは、軽部英生です。
北川村に移住してはや２年が経ちました。現在は就農に向けて主に島地区と平鍋地区

で活動しております。植付、剪定、消毒、草刈、収穫や出荷等それぞれの作業をきっちり
やっていくのはもちろん大変なのですが、何を今するべきなのか、優先順位を考えながら
予定を立てることも大変だなぁと感じています。昨年、100本ほどカラタチに接木してみ
ました。今年の春からどれだけ育っていくのか楽しみです。
２月に新たに１名加わり、現在７名の起業家農業研修生が村内で活動しています。今後
もゆず農家を目指す移住者が増えていくことを後押ししていくためにも、移住者でもゆ
ず農家として十分に生計が立てていけるよう、稼いでいかなくてはと思っております。

②農業研修生、ゆず農家を目指して修行中

　　　　　　等号（＝）を考え出した人はウェールズ人のロバート・レコードです。（1557年）
ウェールズには600以上の城があり、城密度は1平方ｋｍ当たり世界最上位です。
エベレスト山はウェールズ人の探検家ジョージ・エベレストにちなんで名付けられました。ちなみに、ジョージ・
エベレストは自分の名前を実際にはイーブレストと発音したそうです。

豆知識！！

　中芸広域連合消防本部の令和３年度高規格救急自動車整備事
業に伴い、高知県農業協同組合（安芸地区本部 川竹壽栄 常務）、
全国共済農業協同組合連合会高知県本部（ＪＡ共済連高知 松岡 
隆民 本部長）から、中芸消防本部に自動体外式除細動器（ＡＥＤ）や
自動式心臓マッサージ器など最新型高度救急搬送用の資機材９点
を寄贈していただき、令和４年１月２７日（木）に受納式が行われま
した。

ＪＡ高知県安芸地区・ＪＡ共済連高知から
中芸消防本部に高度救急資機材を寄贈

１月９日（日）に中芸消防署で令和４年中芸消防
出初め式が開催されました。式典終了後は二十三
士公園対岸から恒例の一斉放水が行われました。

【表彰者】
功績章：田中 彰司
精勤章：田中 周平　大久保 茂栄
功労章：濵渦 　努

令和４年 中芸消防出初め式
お知らせ
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で活動しております。植付、剪定、消毒、草刈、収穫や出荷等それぞれの作業をきっちり
やっていくのはもちろん大変なのですが、何を今するべきなのか、優先順位を考えながら
予定を立てることも大変だなぁと感じています。昨年、100本ほどカラタチに接木してみ
ました。今年の春からどれだけ育っていくのか楽しみです。
２月に新たに１名加わり、現在７名の起業家農業研修生が村内で活動しています。今後
もゆず農家を目指す移住者が増えていくことを後押ししていくためにも、移住者でもゆ
ず農家として十分に生計が立てていけるよう、稼いでいかなくてはと思っております。

②農業研修生、ゆず農家を目指して修行中

　　　　　　等号（＝）を考え出した人はウェールズ人のロバート・レコードです。（1557年）
ウェールズには600以上の城があり、城密度は1平方ｋｍ当たり世界最上位です。
エベレスト山はウェールズ人の探検家ジョージ・エベレストにちなんで名付けられました。ちなみに、ジョージ・
エベレストは自分の名前を実際にはイーブレストと発音したそうです。

豆知識！！

　中芸広域連合消防本部の令和３年度高規格救急自動車整備事
業に伴い、高知県農業協同組合（安芸地区本部 川竹壽栄 常務）、
全国共済農業協同組合連合会高知県本部（ＪＡ共済連高知 松岡 
隆民 本部長）から、中芸消防本部に自動体外式除細動器（ＡＥＤ）や
自動式心臓マッサージ器など最新型高度救急搬送用の資機材９点
を寄贈していただき、令和４年１月２７日（木）に受納式が行われま
した。

ＪＡ高知県安芸地区・ＪＡ共済連高知から
中芸消防本部に高度救急資機材を寄贈

１月９日（日）に中芸消防署で令和４年中芸消防
出初め式が開催されました。式典終了後は二十三
士公園対岸から恒例の一斉放水が行われました。

【表彰者】
功績章：田中 彰司
精勤章：田中 周平　大久保 茂栄
功労章：濵渦 　努

令和４年 中芸消防出初め式
お知らせ

6
き
　  た
　  が
わ

7
き

た   
が   
わ



○
行
政
座
談
会
と
は
、村
か
ら
の
情
報
発
信
も
必

要
だ
と
思
う
が
、主
た
る
目
的
、趣
旨
は
な
に
か
。

 

答

　村
長

　
で
き
る
限
り
地
域
の
声
を
直
接
聞
き
た
い
と

い
っ
た
こ
と
が
根
本
的
に
あ
る
。今
、村
が
で
き

る
限
り
工
夫
し
て
や
っ
て
い
く
た
め
に
は
地
域

の
声
を
聞
き
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
筋

だ
と
考
え
て
い
る
。

○
来
年
度
以
降
も
継
続
開
催
さ
れ
る
と
思
う
が
、

今
年
度
の
反
省
や
課
題
は
ど
の
よ
う
に
改
善

し
て
い
く
の
か
。

 

答

　村
長

　
で
き
る
限
り
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
た

い
の
で
、要
望
や
質
問
に
対
し
て
真
摯
に
受
け
止

め
、村
の
取
り
組
み
に
対
し
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
聞
く
機
会
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
。

　
今
後
も
多
く
の
意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
る

座
談
会
に
し
て
い
き
た
い
。

　
北
川
村
観
光
協
会
の

　
事
業
予
算
に
つ
い
て

9
　
令
和
３
年
度
北
川
村
観
光
協
会
の
今
年
度

事
業
予
算
の
執
行
状
況
全
般
に
つ
い
て
問
う
。

○
今
年
度
事
業
計
画
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
。

　
①
支
出
の
部
　
リ
ー
ス
料

　
②
支
出
の
部
　
印
刷
製
本
費

　
③
支
出
の
部
　
リ
ョ
ー
マ
の
休
日
キ
ャ
ン
ペ
ー

　
　
　
　
　
　
　
ン
連
携
事
業

　
④
ゆ
ず
オ
ー
ナ
ー
制
度

　
令
和
３
年
12
月
定
例
議
会
は
、12
月
９
日
に
開

会
し
承
認
１
件
、土
地
改
良
事
業
の
施
行
地
域
変

更
に
つ
い
て
、村
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て
、ほ

か
条
例
改
正
、一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の

議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
10
日
に
は
、４
氏
が
５
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・ 

　

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
本
村
に
お
い
て
は
、村
民
の
皆
さ
ま
が
マ
ス
ク

の
着
用
や
手
指
消
毒
、室
内
の
換
気
な
ど
の
基
本

的
な
感
染
対
策
を
講
じ
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
こ
と
か
ら
、感
染
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
た
と
考
え
て
い
る
。

■
地
方
創
生
総
合
戦
略

　
村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会
は
、村
内
15
会
場

の
う
ち
11
会
場
で
開
催
し
、第
２
期
の「
北
川
村

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」の
基
本
政

策
で
あ
る
、生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
や
子
育

て
・
教
育
環
境
の
整
備
、生
活
基
盤
の
充
実
と
有

効
活
用
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
行
っ
た
。参
加

者
か
ら
は
、ゆ
ず
園
地
の
確
保
の
あ
り
方
、農
業

研
修
生
へ
の
支
援
、自
然
災
害
へ
の
不
安
や
対
応

方
法
、文
教
施
設
・
子
育
て
環
境
等
基
本
計
画
の

検
討
な
ど
に
関
す
る
意
見
、質
問
な
ど
が
あ
り
、

す
ぐ
に
対
応
で
き
る
こ
と
は
対
応
し
、予
算
措
置

が
必
要
な
事
案
は
来
年
度
の
予
算
編
成
を
通
じ

て
検
討
し
、こ
れ
ら
は
広
報
誌
や
来
年
度
の
座
談

会
で
報
告
す
る
。残
る
４
会
場
は
来
年
１
月
12
日

よ
り
再
開
す
る
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興

○「
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
」策
定
に
向
け
て
研

修
生
や
受
入
農
家
と
協
議
を
重
ね
、新
た
な

ル
ー
ル
の
も
と
研
修
を
実
施
し
、一
部
の
研
修

生
は
一
般
社
団
法
人
北
川
村
振
興
公
社
の
研

修
園
地
か
ら
の
出
荷
を
終
え
、研
修
終
了
後
１

年
目
の
収
入
額
の
参
考
値
を
把
握
で
き
た
こ

と
か
ら
、実
践
的
な
経
営
モ
デ
ル
と
園
地
配
分

モ
デ
ル
を
プ
ラ
ン
に
盛
り
込
む
べ
く
年
度
内

の
作
成
を
進
め
る
。

○「
地
区
存
続
プ
ラ
ン
」は「
北
部
地
区
地
域
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

若
い
担
い
手
に
継
承
さ
れ
た
ゆ
ず
園
地
で
の

収
穫
作
業
や
、ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し

て
苔
玉
の
生
産
を
開
始
。今
後
、ゆ
ず
園
地
の

再
生
、地
区
外
か
ら
の
人
材
受
入
の
継
続
、体

験
型
マ
ル
シ
ェ
の
開
催
な
ど
地
域
再
生
の
拠

点
づ
く
り
を
進
め
る
。

○
移
住
促
進
に
つ
い
て
は
、空
き
家
バ
ン
ク
へ
の

登
録
に
関
す
る
相
談
が
11
軒
あ
り
、５
軒
が
登

録
。改
修
中
の
小
島
の
移
住
促
進
住
宅
は
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
か
ら
使
用
資
材
の
調
達
が
遅
れ
、

来
年
１
月
末
完
成
予
定
。

■
圃
場
整
備

○
第
２
期
北
川
モ
デ
ル
は
、本
年
度
に
事
業
区
域

を
選
定
、来
年
９
月
ま
で
に
事
業
計
画
書
を
作

成
。国
へ
事
業
申
請
を
行
い
、採
択
後
令
和
５

年
度
に
実
施
計
画
を
作
成
、６
年
度
か
ら
の
着

工
に
取
り
組
む
。

○
野
友
地
区
圃
場
整
備
は
、地
元
説
明
会
を
実
施
。

地
権
者
や
耕
作
者
か
ら
意
見
や
質
問
が
あ
り
、

改
め
て
意
思
確
認
と
希
望
区
画
の
把
握
を
行

い
、実
施
設
計
に
反
映
し
て
い
く
。

■
生
活
基
盤
の
整
備

○
共
同
社
員
住
宅
の
造
成
工
事
は
、土
砂
の
搬
入

を
完
了
。住
宅
設
計
は
県
住
宅
供
給
公
社
で
進

め
て
お
り
、３
月
に
完
了
予
定
。

○
村
道
石
ノ
内
線
改
良
工
事
は
、主
な
工
事
を
完

了
。カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
の
安
全
施
設
の
整
備
が

今
月
下
旬
に
完
成
予
定
。

■
防
災
・
地
震
対
策

○
住
宅
の
耐
震
化
は
、耐
震
診
断
３
件
、耐
震
設

計
６
件
、耐
震
工
事
７
件
の
申
請
。

○
老
朽
住
宅
の
除
却
は
、相
談
11
件
、う
ち
申
請

５
件
で
２
件
の
事
業
が
完
了
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

○
特
定
健
診
の
受
診
率
は
、41
・
4
％（
10
月
末
現

在
、前
年
同
月
比
7
・
5
ポ
イ
ン
ト
増
）。

○
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
は
、13
会
場
で
実
施
。80

名
が
参
加
し
、健
康
状
態
の
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
結
果
を
も
と
に
地
域
の
現
状
把
握
に
つ

と
め
、関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、保
健
・
福
祉

事
業
の
拡
充
に
つ
な
げ
る
。

■
観
光
の
振
興

○
モ
ネ
の
庭
の
入
園
者
数
は
、

　
11
月
末
現
在
5
2
、9
9
4
人
。

　（
昨
年
同
期
4
4
、0
2
7
人
、約
＋
20
％
。

　
令
和
元
年
同
期
6
5
、7
2
1
人
、約
▲
19
％
）

○
北
川
村
温
泉
の
利
用
者
数
は
、

　
11
月
末
現
在
1
0
、0
3
5
人
。

　（
昨
年
同
期
8
、3
6
2
人
、約
＋
20
％
。

　
令
和
元
年
同
期
1
2
、5
4
3
人
、約
▲
20
％
）

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金

○
11
月
末
集
計
分
で
の
納
税
実
績
は
、

　
4
、5
1
5
件
、3
3
、5
4
5
千
円
。

　（
昨
年
同
期
4
、0
2
4
件
、3
1
、1
2
0
千
円
）

■
教
育
関
係

○
保
小
中
一
体
化

　
　「
北
川
村
文
教
施
設
・
子
育
て
環
境
等
整
備

事
業
基
本
計
画
検
討
委
員
会
」を
こ
れ
ま
で
５

回
開
催
。

　
　
基
本
計
画
の
策
定
に
お
い
て
は
、子
ど
も
や

教
職
員
、地
域
住
民
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、さ
ら
に
全
村
民
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、図
書
館
や
公
園
整
備

の
意
見
が
多
か
っ
た
他
、健
康
増
進
の
た
め
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
や
子
ど
も
達
が
社
会

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
空
間
整
備
が
必
要

と
の
意
見
が
あ
り
、こ
れ
ら
を
踏
ま
え
検
討
さ

れ
て
い
る
。

　
　
保
育
所
と
小
中
学
校
の
一
体
的
な
組
織
体

制
や
施
設
整
備
で
は
、北
川
村
な
ら
で
は
の
15

年
間
一
貫
し
た
子
育
て
教
育
を
推
進
す
べ
く
、

地
域
と
と
も
に
あ
る
一
体
的
な
施
設
整
備
の

検
討
に
加
え
、教
育
制
度
や
保
育
指
針
を
踏
ま

え
た
義
務
教
育
学
校
や
認
定
こ
ど
も
園
の
導

入
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

○
北
川
学
の
深
化

　
　
地
域
学
と
し
て
の
学
習
活
動
だ
け
で
は
な
く
、

探
究
心
や
想
像
力
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

の
向
上
、キ
ャ
リ
ア
形
成
な
ど
、自
分
の
未
来
を

切
り
開
く
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
を
育
む
た
め

の
礎
と
な
る
よ
う
、北
川
村
な
ら
で
は
の
教
育

環
境
を
構
築
し
て
い
く
。

○
中
岡
慎
太
郎
館
の
入
館
者
数
は
、

　
11
月
末
現
在
3
、1
6
8
人
。

　（
昨
年
同
期
2
、8
0
6
人
、約
＋
13
％
。

　
令
和
元
年
同
期
5
、1
5
0
人
、約
▲
38
％
）

■
中
芸
広
域
連
合
関
係

以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況（
12
月
１
日
時
点
）

工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

・・ 

一
般
質
問 

・・

　
令
和
３
年
度
実
施
の

　
行
政
座
談
会
に
つ
い
て

9
　
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
実
施
さ
れ
た
座
談
会
の

総
括
を
問
う
。

○
各
地
区
の
参
加
人
数
と
参
加
者
よ
り
出
さ
れ
た

意
見
の
な
か
で
検
討
さ
れ
る
も
の
は
あ
っ
た
の
か
。

 

答

　村
長

　
第
２
期
の
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
基
本
政
策
と
な
る「
生
活
で
き
る
産

業
の
構
築
」、「
子
育
て
環
境
、子
育
て
教
育
環
境

の
整
備
」、「
生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
」に

つ
い
て
情
報
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、ゆ
ず
園
地
の
確
保
の
在
り
方

や
、農
業
研
修
生
へ
の
支
援
に
対
す
る
意
見
と
要

望
を
は
じ
め
、自
然
災
害
へ
の
不
安
や
対
応
方
法
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
接
種
の
状
況
、

保
小
中
一
体
化
に
向
け
て
策
定
す
る
文
教
施
設
、

子
育
て
環
境
等
整
備
事
業
基
本
計
画
に
関
す
る

質
問
が
あ
っ
た
。

　
参
加
人
数
は
、15
会
場
の
う
ち
11
会
場
で
開
催

し
た
現
在
、77
名
。大
体
通
年
、人
口
の
１
割
弱
ぐ

ら
い
の
方
が
参
加
。

○
来
年
度
事
業
予
算
に
反
映
さ
れ
る
事
項
は

あ
っ
た
の
か
。出
さ
れ
た
意
見
や
質
問
の
な
か

で
返
答
が
必
要
な
こ
と
は
実
施
さ
れ
た
の
か
。

 

答

　村
長

　
座
談
会
で
出
た
意
見
要
望
に
対
し
、す
ぐ
対
応
で

き
る
も
の
は
対
応
し
、予
算
措
置
が
必
要
な
案
件
は
、

来
年
度
の
予
算
編
成
を
通
じ
て
検
討
し
て
い
く
。

　
具
体
的
な
例
を
挙
げ
る
と
、道
路
整
備
に
関
し

て
、島
地
区
、宗
ノ
上
地
区
で
は
村
道
の
改
修
、水

道
施
設
で
は
、西
谷
水
道
施
設
の
修
復
に
着
手
。

崎
山
集
会
所
の
洋
式
ト
イ
レ
の
改
修
等
は
来
年

度
予
算
で
対
応
を
検
討
。全
地
区
が
終
了
し
た
段

階
で
整
理
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

答

　村
長

　
観
光
協
会
か
ら
の
令
和
３
年
度
の
事
業
目
的

に
沿
っ
た
、要
望
申
請
を
受
け
、村
補
助
金
と
し

て
2
1
、9
2
1
千
円
の
交
付
を
決
定
し
て
い
る
。

　
今
年
度
の
予
算
執
行
状
況
は
、1
0
、3
3
4

千
円
で
執
行
率
47
％
。

○
慎
太
郎
パ
ス
ポ
ー
ト
の
運
用
状
況
と
プ
レ
ゼ

ン
ト
品
に
つ
い
て
。

 

答

　村
長

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、全
国
全
県
下
で
催
し
が
中
止
や
延
期
に
な
る

な
か
、北
川
村
で
も
同
様
の
状
況
と
な
り
、３
月

開
催
の
北
川
村
観
光
び
ら
き
も
中
止
と
な
っ
た
。

一
時
的
に
人
を
集
め
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
で
は

な
く
て
、年
間
を
通
じ
て
村
内
を
周
遊
し
て
い
た

だ
く
施
策
と
し
て
、慎
太
郎
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
が

企
画
さ
れ
た
。

　
作
成
部
数
　
令
和
２
年
度
　
5
0
0
部

　
　
　
　
　
　
令
和
３
年
度
　
5
0
0
部

　
受
付
期
間
　
令
和
３
年
８
月
末

　
発
行
数
　
　
7
5
2
冊

　
応
募
数
　
　
57
件

　
内
シ
ー
ル
10
枚
コ
ー
ス
　
34
件

　（
プ
レ
ゼ
ン
ト
金
額
1
、0
0
0
円
相
当
）

　
シ
ー
ル
13
枚
コ
ー
ス
　
23
件

　（
プ
レ
ゼ
ン
ト
金
額
5
、0
0
0
円
相
当
）

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
内
容
　
　
地
域
産
品

・
慎
太
郎
グ
ッ
ズ

（
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
、ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
）

・
池
田
柚
華
園（
ゆ
ず
ゼ
リ
ー
、ポ
ン
酢
）

・
ゆ
ず
王
国（
ゆ
ず
サ
イ
ダ
ー
）

・
小
島
山
菜
グ
ル
ー
プ（
ゆ
ず
味
噌
）　
等
々

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
商
品
の
調
達
に
つ
い
て
一
部
協

会
の
会
員
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
あ
っ
た
が
、途
中
で

地
域
に
還
元
で
き
る
よ
う
に
変
更
し
た
。ま
た
、

今
後
で
き
る
だ
け
地
域
に
還
元
し
て
い
く
よ
う

指
導
し
て
い
き
た
い
。

○
担
当
職
員
の
雇
用
形
態
と
業
務
内
容
に
つ
い
て
。

 

答

　村
長

　
以
前
は
、観
光
協
会
の
規
定
に
よ
り
雇
用
さ
れ

て
い
た
が
、観
光
協
会
が
任
意
団
体
で
あ
っ
た
た

め
、職
員
の
体
制
や
身
分
を
明
確
に
す
る
意
味
か

ら
、現
在
、（
株
）き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
の
規
定
に

基
づ
き
雇
用
さ
れ
た
職
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

　
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
村
と
し
ま
し
て

は
、そ
の
執
行
に
つ
い
て
指
導
す
る
べ
き
と
考

え
ま
す
。

　
野
友
地
区
競
争
力
強
化

　
農
地
整
備
事
業
に
つ
い
て

9
　
来
年
度
一
部
着
工
に
向
け
て
作
業
を
進
め

て
い
る
こ
と
と
思
う
が
現
在
の
進
捗
状
況
及
び

今
後
の
施
行
予
定
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
野
友
地
区
競
争
力
強
化
農
地
整
備
事
業
は
、事

業
主
体
が
高
知
県
、総
事
業
費
が
約
３
億
９
百
６

十
万
円
ほ
ど
、整
備
農
地
面
積
が
12
・
1
ha
の
計

画
で
、本
年
度
に
実
施
設
計
を
５
工
区
に
分
け
、

来
年
度
か
ら
着
工
、３
年
後
の
令
和
６
年
度
に
工

事
完
了
予
定
。

　
実
施
設
計
着
手
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、先
月
11
月

９
日
に
地
元
説
明
会
を
開
催
し
、事
業
参
加
者

（
地
権
者
及
び
耕
作
者
）30
名
の
う
ち
19
名
が
出

席
。説
明
会
で
は
、堤
防
計
画
自
体
が
一
時
取
り

止
め
に
な
っ
た
こ
と
や
、堤
防
の
延
長
が
上
流
部

ま
で
延
び
た
こ
と
な
ど
か
ら
、説
明
が
後
手
に
な

り
、多
数
の
意
見
や
質
問
が
あ
っ
た
。説
明
会
翌

日
か
ら
再
度
、事
業
参
加
者
に
対
し
戸
別
訪
問
に

よ
り
説
明
を
行
い
、年
度
内
の
実
施
設
計
に
向
け

て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

9
　
こ
の
件
に
関
し
担
当
者
も
交
代
が
あ
っ
て

い
る
が
、引
継
書
、打
ち
合
わ
せ
議
事
録
、交
渉
記

録
等
は
作
成
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

 

答

　村
長

　
議
事
録
は
で
き
て
い
る
も
の
と
、で
き
て
い
な

い
も
の
が
あ
り
、全
て
に
対
応
す
る
こ
と
が
難
し

か
っ
た
の
で
は
と
反
省
し
て
い
る
。

　
こ
の
事
業
は
圃
場
整
備
と
堤
防
計
画
が
連
動

し
て
開
始
さ
れ
て
い
る
。関
係
者
間
で
一
部
す
れ

違
い
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、堤
防
計
画

と
圃
場
整
備
に
つ
い
て
も
う
少
し
認
識
し
た
う

え
で
、対
処
が
必
要
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
堤

防
計
画
は
進
み
始
め
、圃
場
整
備
も
再
度
説
明
を

し
た
。何
と
か
地
域
が
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
な

結
果
に
結
び
つ
く
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

9
　
今
、和
田
地
区
は
整
備
が
進
ん
で
い
る
が
、

順
調
か
。２
期
モ
デ
ル
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
行
っ
て

も
ら
い
た
い
が
対
応
は
ど
う
か
。

 

答

　村
長

　
村
全
般
の
業
務
の
中
で
事
務
改
善
を
や
り
な

が
ら
今
整
理
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、今
後

遺
漏
の
な
い
よ
う
に
進
め
て
い
く
。ま
た
、和
田

の
圃
場
整
備
に
つ
い
て
も
協
議
の
中
で
、意
思
疎

通
を
図
り
な
が
ら
ご
理
解
い
た
だ
く
よ
う
、野
友

地
区
も
含
め
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
中
岡
慎
太
郎
館
の

　
指
定
管
理
に
つ
い
て

9
　
令
和
４
年
度
か
ら
館
の
運
営
をN

P
O

法
人

中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
に
指
定
管
理
す
る
旨

の
こ
と
で
あ
っ
た
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

 

答

　村
長

　
本
年
７
月
の
段
階
で
指
定
管
理
に
移
行
す
る

た
め
、具
体
的
な
プ
ラ
ン
の
策
定
を
指
示
。１
月

下
旬
ま
で
に
プ
ラ
ン
作
成
の
進
捗
状
況
な
ど
を

確
認
す
る
こ
と
で
調
整
。早
け
れ
ば
、令
和
４
年

度
、遅
く
と
も
５
年
度
に
は
、体
制
を
整
え
て
い

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

9
　
１
月
下
旬
を
目
処
に
早
け
れ
ば
令
和
４
年

度
か
ら
指
定
管
理
の
体
制
を
つ
く
る
こ
と
は
厳

し
い
の
で
は
な
い
か
。

 

答

　村
長

　
１
月
下
旬
ま
で
に
プ
ラ
ン
作
成
の
進
捗
状
況

の
確
認
を
し
て
、必
要
な
手
続
等
に
入
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

早
け
れ
ば
４
年
度
だ
が
、４
月
か
ら
移
行
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
。

 

答

　教
育
長

　
慎
太
郎
館
の
体
制
は
、正
職
員（
学
芸
員
）１
名
、

会
計
年
度
任
用
職
員
２
名
で
、日
々
２
人
の
体
制

を
維
持
し
よ
う
と
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で

対
応
し
て
お
り
、館
自
体
の
運
営
、学
芸
員
が
学

芸
業
務
に
集
中
で
き
な
い
よ
う
な
体
制
に
あ
る
。

龍
馬
伝
や
幕
末
維
新
博
な
ど
県
下
的
な
取
り
組

み
が
な
さ
れ
た
と
き
な
ど
に
外
的
要
因
で
情
報

発
信
を
す
る
機
会
が
生
ま
れ
な
い
と
、館
で
企
画

展
を
開
催
す
る
だ
け
で
は
非
常
に
集
客
が
難
し

い
。学
芸
業
務
に
し
て
も
、別
の
庶
務
に
時
間
を

と
ら
れ
、研
究
的
な
部
分
な
ど
が
で
き
る
体
制
に

な
い
と
こ
ろ
が
館
の
弱
さ
で
は
な
い
か
と
思
う
。

こ
れ
ら
の
面
を
補
う
意
味
で
も
、柏
木
を
核
に
し

て
活
動
し
て
る
顕
彰
会
と
ど
う
実
現
に
持
っ
て

い
く
の
か
一
緒
に
考
え
、指
定
管
理
に
移
行
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
現
状
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
る
。限
り
あ
る
職
員
体
制
の
中
で
、現
在

の
慎
太
郎
館
で
は
今
以
上
の
取
り
組
み
は
な
か

な
か
難
し
い
と
い
う
現
状
に
あ
る
。

　
買
い
物
弱
者
対
策
に
つ
い
て

9
　
今
後
、自
動
車
の
運
転
免
許
を
返
納
す
る
人

も
増
え
、来
年
３
月
に
は
野
友
の
Ｊ
Ａ
の
店
舗
が

閉
店
す
る
。日
常
の
買
い
物
が
困
難
と
な
る
人
々

に
対
し
て
の
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

 

答

　村
長

　
現
在
、食
料
品
な
ど
の
買
い
物
が
で
き
る
場
所

は
、役
場
周
辺
に
あ
る
個
人
商
店
が
２
店
舗
、村

民
会
館
近
く
の
Ｊ
Ａ
の
Ａ
コ
ー
プ
を
含
め
る
と

３
店
舗
が
あ
る
が
、Ａ
コ
ー
プ
は
来
年
３
月
で
閉

店
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。Ａ
コ
ー
プ
に
つ

い
て
は
野
友
南
部
の
高
齢
者
の
方
々
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
想
像
で
き
る
と
こ
ろ
。

　
こ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、現
時
点
で
は
把
握
で

き
て
い
な
い
の
で
、社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し

て
い
る
心
配
事
相
談
で
状
況
を
把
握
し
て
い
く
。

　
一
方
、本
村
の
よ
う
な
条
件
不
利
地
域
で
は
、

自
治
体
の
み
で
買
い
物
弱
者
対
策
を
根
本
的
に

解
決
す
る
の
は
非
常
に
困
難
な
状
況
で
あ
る
が
、

現
在
、あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
に
お

い
て
、集
い
や
外
出
支
援
、生
活
支
援
な
ど
総
合

的
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
お
り
、参
加
者
に
対

し
毎
年
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、買
い
物
支
援
を
実

施
し
た
り
、介
護
予
防
事
業「
ゆ
ず
の
木
」で
は
、

職
員
が
買
い
物
を
代
行
す
る
支
援
も
行
っ
て
い

る
。

　
さ
ら
に
、現
在
は
村
営
バ
ス
の
デ
マ
ン
ド
運
行

や
福
祉
的
バ
ス
で
運
行
の
利
便
性
も
向
上
し
て

い
る
の
で
、病
院
の
受
診
つ
い
で
に
買
い
物
を
し

て
い
る
方
も
い
る
。社
会
福
祉
協
議
会
と
も
協
力

を
し
、多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
工

夫
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

9
　
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
通
信
サ
ー
ビ
ス
が
充

実
し
て
い
る
と
思
う
が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

 

答

　村
長

　
国
は
本
年
９
月
に
デ
ジ
タ
ル
庁
を
発
足
し
、行

政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に「
誰
１

人
取
り
残
さ
な
い
、人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
」

を
進
め
て
い
る
。来
る
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
に
備
え
、

今
後
の
国
の
動
向
や
充
当
財
源
の
有
無
な
ど
を

注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
な

か
、村
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
つ
い
て
、

住
民
の
交
流
を
通
し
て
、遊
び
や
世
代
間
交
流
な

ど
で
自
由
に
触
れ
て
も
ら
え
る
よ
う「
ゆ
ず
の

花
」に
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し
て
お
り
、既
に
ネ
ッ

ト
注
文
で
、買
い
物
を
始
め
た
同
施
設
の
利
用
者

も
い
る
。今
後
も
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、継

続
し
て
い
き
た
い
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

物
損
事
故
に
係
る
和
解
及
び
損
害
賠
償
額

の
決
定
の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
1
7
9
条
第
１
項
に
基
づ
き

報
告
し
、承
認
を
求
め
る
も
の

　
社
会
福
祉
法
人
北
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
が

運
転
す
る
送
迎
用
車
両
の
物
損
事
故
に
対
す
る

和
解
と
賠
償
額
の
決
定

　
全
員
賛
成（
承
認
）

土
地
改
良
事
業
の

施
工
地
域
変
更
に
つ
い
て

　
土
地
改
良
法
第
96
条
の
３
第
１
項
の
規
定
に

基
づ
き
、和
田
日
浦
地
区
に
お
け
る
土
地
改
良
事

業
の
施
行
地
域
を
変
更
す
る
も
の

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

村
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

　
道
路
法
第
８
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、小

島
地
区
の
国
道
4
9
3
号
の
移
管
を
県
か
ら
受
け

る
に
あ
た
り
、村
道
と
し
て
認
定
す
る
た
め
の
も
の

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
が
改

正
さ
れ
、個
人
番
号
カ
ー
ド
を
発
行
す
る
主
体
や
、

個
人
カ
ー
ド
の
再
交
付
に
係
る
手
数
料
の
徴
収

の
事
務
が
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の

　
全
員
賛
成（
原
案
同
意
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
に
伴
う

産
科
医
療
保
障
制
度
の
掛
金
の
見
直
し
と
併
せ

て
、出
産
一
時
金
の
額
を
見
直
す
も
の

　
賛
成
多
数（
原
案
同
意
）

令
和
３
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
３
号)

に
つ
い
て

　
第
２
期
北
川
モ
デ
ル
の
計
画
平
面
図
作
成

や
代
１
期
北
川
モ
デ
ル
の
鳥
獣
対
策
に
か
か
る

経
費
な
ど
を
補
正
し
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

2
1
、3
9
7
千
円
増
額
し
、予
算
総
額
を
2
、

4
1
8
、6
1
9
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

令
和
3
年

第
４
回
議
会
定
例
会（

抜
粋
）

 

区
　
分

繰
越
明
許
費

現
年
予
算

総
件
数

1422

発
注
件
数

1417

完
了
件
数

72

発
注
率

100
％

77・
3
％

完
了
率

50・
0
％

9・
1
％

議
会
だ
よ
り

発
行
責
任
者

　 

議
長
　
岩
垣
　
實
男

上村　誠 村長

尾﨑　一マ 議員

・・ 

意
見
書 

・・

保
育
所
等
の
最
低
基
準（
職
員
配
置
・
面
積

基
準
）と
、保
育
士
の
処
遇
の
抜
本
的
な
改

善
を
求
め
る
意
見
書

　
全
員
賛
成（
可
決
）

　
提
出
先
：
内
閣
総
理
大
臣

　
財
務
大
臣

　
厚
生
労
働
大
臣

　
文
部
科
学
大
臣

　
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
少
子
化
対
策
）

　
衆
議
院
議
長

　
参
議
院
議
長

8
き
　  た
　  が
わ

9
き

た   
が   
わ



○
行
政
座
談
会
と
は
、村
か
ら
の
情
報
発
信
も
必

要
だ
と
思
う
が
、主
た
る
目
的
、趣
旨
は
な
に
か
。

 

答

　村
長

　
で
き
る
限
り
地
域
の
声
を
直
接
聞
き
た
い
と

い
っ
た
こ
と
が
根
本
的
に
あ
る
。今
、村
が
で
き

る
限
り
工
夫
し
て
や
っ
て
い
く
た
め
に
は
地
域

の
声
を
聞
き
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
筋

だ
と
考
え
て
い
る
。

○
来
年
度
以
降
も
継
続
開
催
さ
れ
る
と
思
う
が
、

今
年
度
の
反
省
や
課
題
は
ど
の
よ
う
に
改
善

し
て
い
く
の
か
。

 

答

　村
長

　
で
き
る
限
り
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
た

い
の
で
、要
望
や
質
問
に
対
し
て
真
摯
に
受
け
止

め
、村
の
取
り
組
み
に
対
し
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
聞
く
機
会
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
。

　
今
後
も
多
く
の
意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
る

座
談
会
に
し
て
い
き
た
い
。

　
北
川
村
観
光
協
会
の

　
事
業
予
算
に
つ
い
て

9
　
令
和
３
年
度
北
川
村
観
光
協
会
の
今
年
度

事
業
予
算
の
執
行
状
況
全
般
に
つ
い
て
問
う
。

○
今
年
度
事
業
計
画
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
。

　
①
支
出
の
部
　
リ
ー
ス
料

　
②
支
出
の
部
　
印
刷
製
本
費

　
③
支
出
の
部
　
リ
ョ
ー
マ
の
休
日
キ
ャ
ン
ペ
ー

　
　
　
　
　
　
　
ン
連
携
事
業

　
④
ゆ
ず
オ
ー
ナ
ー
制
度

　
令
和
３
年
12
月
定
例
議
会
は
、12
月
９
日
に
開

会
し
承
認
１
件
、土
地
改
良
事
業
の
施
行
地
域
変

更
に
つ
い
て
、村
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て
、ほ

か
条
例
改
正
、一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の

議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
10
日
に
は
、４
氏
が
５
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・ 

　

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
本
村
に
お
い
て
は
、村
民
の
皆
さ
ま
が
マ
ス
ク

の
着
用
や
手
指
消
毒
、室
内
の
換
気
な
ど
の
基
本

的
な
感
染
対
策
を
講
じ
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
こ
と
か
ら
、感
染
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
た
と
考
え
て
い
る
。

■
地
方
創
生
総
合
戦
略

　
村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会
は
、村
内
15
会
場

の
う
ち
11
会
場
で
開
催
し
、第
２
期
の「
北
川
村

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」の
基
本
政

策
で
あ
る
、生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
や
子
育

て
・
教
育
環
境
の
整
備
、生
活
基
盤
の
充
実
と
有

効
活
用
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
行
っ
た
。参
加

者
か
ら
は
、ゆ
ず
園
地
の
確
保
の
あ
り
方
、農
業

研
修
生
へ
の
支
援
、自
然
災
害
へ
の
不
安
や
対
応

方
法
、文
教
施
設
・
子
育
て
環
境
等
基
本
計
画
の

検
討
な
ど
に
関
す
る
意
見
、質
問
な
ど
が
あ
り
、

す
ぐ
に
対
応
で
き
る
こ
と
は
対
応
し
、予
算
措
置

が
必
要
な
事
案
は
来
年
度
の
予
算
編
成
を
通
じ

て
検
討
し
、こ
れ
ら
は
広
報
誌
や
来
年
度
の
座
談

会
で
報
告
す
る
。残
る
４
会
場
は
来
年
１
月
12
日

よ
り
再
開
す
る
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興

○「
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
」策
定
に
向
け
て
研

修
生
や
受
入
農
家
と
協
議
を
重
ね
、新
た
な

ル
ー
ル
の
も
と
研
修
を
実
施
し
、一
部
の
研
修

生
は
一
般
社
団
法
人
北
川
村
振
興
公
社
の
研

修
園
地
か
ら
の
出
荷
を
終
え
、研
修
終
了
後
１

年
目
の
収
入
額
の
参
考
値
を
把
握
で
き
た
こ

と
か
ら
、実
践
的
な
経
営
モ
デ
ル
と
園
地
配
分

モ
デ
ル
を
プ
ラ
ン
に
盛
り
込
む
べ
く
年
度
内

の
作
成
を
進
め
る
。

○「
地
区
存
続
プ
ラ
ン
」は「
北
部
地
区
地
域
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

若
い
担
い
手
に
継
承
さ
れ
た
ゆ
ず
園
地
で
の

収
穫
作
業
や
、ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し

て
苔
玉
の
生
産
を
開
始
。今
後
、ゆ
ず
園
地
の

再
生
、地
区
外
か
ら
の
人
材
受
入
の
継
続
、体

験
型
マ
ル
シ
ェ
の
開
催
な
ど
地
域
再
生
の
拠

点
づ
く
り
を
進
め
る
。

○
移
住
促
進
に
つ
い
て
は
、空
き
家
バ
ン
ク
へ
の

登
録
に
関
す
る
相
談
が
11
軒
あ
り
、５
軒
が
登

録
。改
修
中
の
小
島
の
移
住
促
進
住
宅
は
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
か
ら
使
用
資
材
の
調
達
が
遅
れ
、

来
年
１
月
末
完
成
予
定
。

■
圃
場
整
備

○
第
２
期
北
川
モ
デ
ル
は
、本
年
度
に
事
業
区
域

を
選
定
、来
年
９
月
ま
で
に
事
業
計
画
書
を
作

成
。国
へ
事
業
申
請
を
行
い
、採
択
後
令
和
５

年
度
に
実
施
計
画
を
作
成
、６
年
度
か
ら
の
着

工
に
取
り
組
む
。

○
野
友
地
区
圃
場
整
備
は
、地
元
説
明
会
を
実
施
。

地
権
者
や
耕
作
者
か
ら
意
見
や
質
問
が
あ
り
、

改
め
て
意
思
確
認
と
希
望
区
画
の
把
握
を
行

い
、実
施
設
計
に
反
映
し
て
い
く
。

■
生
活
基
盤
の
整
備

○
共
同
社
員
住
宅
の
造
成
工
事
は
、土
砂
の
搬
入

を
完
了
。住
宅
設
計
は
県
住
宅
供
給
公
社
で
進

め
て
お
り
、３
月
に
完
了
予
定
。

○
村
道
石
ノ
内
線
改
良
工
事
は
、主
な
工
事
を
完

了
。カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
の
安
全
施
設
の
整
備
が

今
月
下
旬
に
完
成
予
定
。

■
防
災
・
地
震
対
策

○
住
宅
の
耐
震
化
は
、耐
震
診
断
３
件
、耐
震
設

計
６
件
、耐
震
工
事
７
件
の
申
請
。

○
老
朽
住
宅
の
除
却
は
、相
談
11
件
、う
ち
申
請

５
件
で
２
件
の
事
業
が
完
了
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

○
特
定
健
診
の
受
診
率
は
、41
・
4
％（
10
月
末
現

在
、前
年
同
月
比
7
・
5
ポ
イ
ン
ト
増
）。

○
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
は
、13
会
場
で
実
施
。80

名
が
参
加
し
、健
康
状
態
の
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
結
果
を
も
と
に
地
域
の
現
状
把
握
に
つ

と
め
、関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、保
健
・
福
祉

事
業
の
拡
充
に
つ
な
げ
る
。

■
観
光
の
振
興

○
モ
ネ
の
庭
の
入
園
者
数
は
、

　
11
月
末
現
在
5
2
、9
9
4
人
。

　（
昨
年
同
期
4
4
、0
2
7
人
、約
＋
20
％
。

　
令
和
元
年
同
期
6
5
、7
2
1
人
、約
▲
19
％
）

○
北
川
村
温
泉
の
利
用
者
数
は
、

　
11
月
末
現
在
1
0
、0
3
5
人
。

　（
昨
年
同
期
8
、3
6
2
人
、約
＋
20
％
。

　
令
和
元
年
同
期
1
2
、5
4
3
人
、約
▲
20
％
）

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金

○
11
月
末
集
計
分
で
の
納
税
実
績
は
、

　
4
、5
1
5
件
、3
3
、5
4
5
千
円
。

　（
昨
年
同
期
4
、0
2
4
件
、3
1
、1
2
0
千
円
）

■
教
育
関
係

○
保
小
中
一
体
化

　
　「
北
川
村
文
教
施
設
・
子
育
て
環
境
等
整
備

事
業
基
本
計
画
検
討
委
員
会
」を
こ
れ
ま
で
５

回
開
催
。

　
　
基
本
計
画
の
策
定
に
お
い
て
は
、子
ど
も
や

教
職
員
、地
域
住
民
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、さ
ら
に
全
村
民
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、図
書
館
や
公
園
整
備

の
意
見
が
多
か
っ
た
他
、健
康
増
進
の
た
め
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
や
子
ど
も
達
が
社
会

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
空
間
整
備
が
必
要

と
の
意
見
が
あ
り
、こ
れ
ら
を
踏
ま
え
検
討
さ

れ
て
い
る
。

　
　
保
育
所
と
小
中
学
校
の
一
体
的
な
組
織
体

制
や
施
設
整
備
で
は
、北
川
村
な
ら
で
は
の
15

年
間
一
貫
し
た
子
育
て
教
育
を
推
進
す
べ
く
、

地
域
と
と
も
に
あ
る
一
体
的
な
施
設
整
備
の

検
討
に
加
え
、教
育
制
度
や
保
育
指
針
を
踏
ま

え
た
義
務
教
育
学
校
や
認
定
こ
ど
も
園
の
導

入
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

○
北
川
学
の
深
化

　
　
地
域
学
と
し
て
の
学
習
活
動
だ
け
で
は
な
く
、

探
究
心
や
想
像
力
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

の
向
上
、キ
ャ
リ
ア
形
成
な
ど
、自
分
の
未
来
を

切
り
開
く
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
を
育
む
た
め

の
礎
と
な
る
よ
う
、北
川
村
な
ら
で
は
の
教
育

環
境
を
構
築
し
て
い
く
。

○
中
岡
慎
太
郎
館
の
入
館
者
数
は
、

　
11
月
末
現
在
3
、1
6
8
人
。

　（
昨
年
同
期
2
、8
0
6
人
、約
＋
13
％
。

　
令
和
元
年
同
期
5
、1
5
0
人
、約
▲
38
％
）

■
中
芸
広
域
連
合
関
係

以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況（
12
月
１
日
時
点
）

工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

・・ 

一
般
質
問 
・・

　
令
和
３
年
度
実
施
の

　
行
政
座
談
会
に
つ
い
て

9
　
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
実
施
さ
れ
た
座
談
会
の

総
括
を
問
う
。

○
各
地
区
の
参
加
人
数
と
参
加
者
よ
り
出
さ
れ
た

意
見
の
な
か
で
検
討
さ
れ
る
も
の
は
あ
っ
た
の
か
。

 

答

　村
長

　
第
２
期
の
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
基
本
政
策
と
な
る「
生
活
で
き
る
産

業
の
構
築
」、「
子
育
て
環
境
、子
育
て
教
育
環
境

の
整
備
」、「
生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
」に

つ
い
て
情
報
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、ゆ
ず
園
地
の
確
保
の
在
り
方

や
、農
業
研
修
生
へ
の
支
援
に
対
す
る
意
見
と
要

望
を
は
じ
め
、自
然
災
害
へ
の
不
安
や
対
応
方
法
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
接
種
の
状
況
、

保
小
中
一
体
化
に
向
け
て
策
定
す
る
文
教
施
設
、

子
育
て
環
境
等
整
備
事
業
基
本
計
画
に
関
す
る

質
問
が
あ
っ
た
。

　
参
加
人
数
は
、15
会
場
の
う
ち
11
会
場
で
開
催

し
た
現
在
、77
名
。大
体
通
年
、人
口
の
１
割
弱
ぐ

ら
い
の
方
が
参
加
。

○
来
年
度
事
業
予
算
に
反
映
さ
れ
る
事
項
は

あ
っ
た
の
か
。出
さ
れ
た
意
見
や
質
問
の
な
か

で
返
答
が
必
要
な
こ
と
は
実
施
さ
れ
た
の
か
。

 

答

　村
長

　
座
談
会
で
出
た
意
見
要
望
に
対
し
、す
ぐ
対
応
で

き
る
も
の
は
対
応
し
、予
算
措
置
が
必
要
な
案
件
は
、

来
年
度
の
予
算
編
成
を
通
じ
て
検
討
し
て
い
く
。

　
具
体
的
な
例
を
挙
げ
る
と
、道
路
整
備
に
関
し

て
、島
地
区
、宗
ノ
上
地
区
で
は
村
道
の
改
修
、水

道
施
設
で
は
、西
谷
水
道
施
設
の
修
復
に
着
手
。

崎
山
集
会
所
の
洋
式
ト
イ
レ
の
改
修
等
は
来
年

度
予
算
で
対
応
を
検
討
。全
地
区
が
終
了
し
た
段

階
で
整
理
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

答

　村
長

　
観
光
協
会
か
ら
の
令
和
３
年
度
の
事
業
目
的

に
沿
っ
た
、要
望
申
請
を
受
け
、村
補
助
金
と
し

て
2
1
、9
2
1
千
円
の
交
付
を
決
定
し
て
い
る
。

　
今
年
度
の
予
算
執
行
状
況
は
、1
0
、3
3
4

千
円
で
執
行
率
47
％
。

○
慎
太
郎
パ
ス
ポ
ー
ト
の
運
用
状
況
と
プ
レ
ゼ

ン
ト
品
に
つ
い
て
。

 

答

　村
長

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、全
国
全
県
下
で
催
し
が
中
止
や
延
期
に
な
る

な
か
、北
川
村
で
も
同
様
の
状
況
と
な
り
、３
月

開
催
の
北
川
村
観
光
び
ら
き
も
中
止
と
な
っ
た
。

一
時
的
に
人
を
集
め
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
で
は

な
く
て
、年
間
を
通
じ
て
村
内
を
周
遊
し
て
い
た

だ
く
施
策
と
し
て
、慎
太
郎
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
が

企
画
さ
れ
た
。

　
作
成
部
数
　
令
和
２
年
度
　
5
0
0
部

　
　
　
　
　
　
令
和
３
年
度
　
5
0
0
部

　
受
付
期
間
　
令
和
３
年
８
月
末

　
発
行
数
　
　
7
5
2
冊

　
応
募
数
　
　
57
件

　
内
シ
ー
ル
10
枚
コ
ー
ス
　
34
件

　（
プ
レ
ゼ
ン
ト
金
額
1
、0
0
0
円
相
当
）

　
シ
ー
ル
13
枚
コ
ー
ス
　
23
件

　（
プ
レ
ゼ
ン
ト
金
額
5
、0
0
0
円
相
当
）

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
内
容
　
　
地
域
産
品

・
慎
太
郎
グ
ッ
ズ

（
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
、ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
）

・
池
田
柚
華
園（
ゆ
ず
ゼ
リ
ー
、ポ
ン
酢
）

・
ゆ
ず
王
国（
ゆ
ず
サ
イ
ダ
ー
）

・
小
島
山
菜
グ
ル
ー
プ（
ゆ
ず
味
噌
）　
等
々

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
商
品
の
調
達
に
つ
い
て
一
部
協

会
の
会
員
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
あ
っ
た
が
、途
中
で

地
域
に
還
元
で
き
る
よ
う
に
変
更
し
た
。ま
た
、

今
後
で
き
る
だ
け
地
域
に
還
元
し
て
い
く
よ
う

指
導
し
て
い
き
た
い
。

○
担
当
職
員
の
雇
用
形
態
と
業
務
内
容
に
つ
い
て
。

 

答

　村
長

　
以
前
は
、観
光
協
会
の
規
定
に
よ
り
雇
用
さ
れ

て
い
た
が
、観
光
協
会
が
任
意
団
体
で
あ
っ
た
た

め
、職
員
の
体
制
や
身
分
を
明
確
に
す
る
意
味
か

ら
、現
在
、（
株
）き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
の
規
定
に

基
づ
き
雇
用
さ
れ
た
職
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

　
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
村
と
し
ま
し
て

は
、そ
の
執
行
に
つ
い
て
指
導
す
る
べ
き
と
考

え
ま
す
。

　
野
友
地
区
競
争
力
強
化

　
農
地
整
備
事
業
に
つ
い
て

9
　
来
年
度
一
部
着
工
に
向
け
て
作
業
を
進
め

て
い
る
こ
と
と
思
う
が
現
在
の
進
捗
状
況
及
び

今
後
の
施
行
予
定
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
野
友
地
区
競
争
力
強
化
農
地
整
備
事
業
は
、事

業
主
体
が
高
知
県
、総
事
業
費
が
約
３
億
９
百
６

十
万
円
ほ
ど
、整
備
農
地
面
積
が
12
・
1
ha
の
計

画
で
、本
年
度
に
実
施
設
計
を
５
工
区
に
分
け
、

来
年
度
か
ら
着
工
、３
年
後
の
令
和
６
年
度
に
工

事
完
了
予
定
。

　
実
施
設
計
着
手
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、先
月
11
月

９
日
に
地
元
説
明
会
を
開
催
し
、事
業
参
加
者

（
地
権
者
及
び
耕
作
者
）30
名
の
う
ち
19
名
が
出

席
。説
明
会
で
は
、堤
防
計
画
自
体
が
一
時
取
り

止
め
に
な
っ
た
こ
と
や
、堤
防
の
延
長
が
上
流
部

ま
で
延
び
た
こ
と
な
ど
か
ら
、説
明
が
後
手
に
な

り
、多
数
の
意
見
や
質
問
が
あ
っ
た
。説
明
会
翌

日
か
ら
再
度
、事
業
参
加
者
に
対
し
戸
別
訪
問
に

よ
り
説
明
を
行
い
、年
度
内
の
実
施
設
計
に
向
け

て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

9
　
こ
の
件
に
関
し
担
当
者
も
交
代
が
あ
っ
て

い
る
が
、引
継
書
、打
ち
合
わ
せ
議
事
録
、交
渉
記

録
等
は
作
成
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

 

答

　村
長

　
議
事
録
は
で
き
て
い
る
も
の
と
、で
き
て
い
な

い
も
の
が
あ
り
、全
て
に
対
応
す
る
こ
と
が
難
し

か
っ
た
の
で
は
と
反
省
し
て
い
る
。

　
こ
の
事
業
は
圃
場
整
備
と
堤
防
計
画
が
連
動

し
て
開
始
さ
れ
て
い
る
。関
係
者
間
で
一
部
す
れ

違
い
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、堤
防
計
画

と
圃
場
整
備
に
つ
い
て
も
う
少
し
認
識
し
た
う

え
で
、対
処
が
必
要
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
堤

防
計
画
は
進
み
始
め
、圃
場
整
備
も
再
度
説
明
を

し
た
。何
と
か
地
域
が
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
な

結
果
に
結
び
つ
く
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

9
　
今
、和
田
地
区
は
整
備
が
進
ん
で
い
る
が
、

順
調
か
。２
期
モ
デ
ル
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
行
っ
て

も
ら
い
た
い
が
対
応
は
ど
う
か
。

 

答

　村
長

　
村
全
般
の
業
務
の
中
で
事
務
改
善
を
や
り
な

が
ら
今
整
理
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、今
後

遺
漏
の
な
い
よ
う
に
進
め
て
い
く
。ま
た
、和
田

の
圃
場
整
備
に
つ
い
て
も
協
議
の
中
で
、意
思
疎

通
を
図
り
な
が
ら
ご
理
解
い
た
だ
く
よ
う
、野
友

地
区
も
含
め
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
中
岡
慎
太
郎
館
の

　
指
定
管
理
に
つ
い
て

9
　
令
和
４
年
度
か
ら
館
の
運
営
をN

P
O

法
人

中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
に
指
定
管
理
す
る
旨

の
こ
と
で
あ
っ
た
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

 

答

　村
長

　
本
年
７
月
の
段
階
で
指
定
管
理
に
移
行
す
る

た
め
、具
体
的
な
プ
ラ
ン
の
策
定
を
指
示
。１
月

下
旬
ま
で
に
プ
ラ
ン
作
成
の
進
捗
状
況
な
ど
を

確
認
す
る
こ
と
で
調
整
。早
け
れ
ば
、令
和
４
年

度
、遅
く
と
も
５
年
度
に
は
、体
制
を
整
え
て
い

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

9
　
１
月
下
旬
を
目
処
に
早
け
れ
ば
令
和
４
年

度
か
ら
指
定
管
理
の
体
制
を
つ
く
る
こ
と
は
厳

し
い
の
で
は
な
い
か
。

 

答

　村
長

　
１
月
下
旬
ま
で
に
プ
ラ
ン
作
成
の
進
捗
状
況

の
確
認
を
し
て
、必
要
な
手
続
等
に
入
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

早
け
れ
ば
４
年
度
だ
が
、４
月
か
ら
移
行
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
。

 

答

　教
育
長

　
慎
太
郎
館
の
体
制
は
、正
職
員（
学
芸
員
）１
名
、

会
計
年
度
任
用
職
員
２
名
で
、日
々
２
人
の
体
制

を
維
持
し
よ
う
と
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で

対
応
し
て
お
り
、館
自
体
の
運
営
、学
芸
員
が
学

芸
業
務
に
集
中
で
き
な
い
よ
う
な
体
制
に
あ
る
。

龍
馬
伝
や
幕
末
維
新
博
な
ど
県
下
的
な
取
り
組

み
が
な
さ
れ
た
と
き
な
ど
に
外
的
要
因
で
情
報

発
信
を
す
る
機
会
が
生
ま
れ
な
い
と
、館
で
企
画

展
を
開
催
す
る
だ
け
で
は
非
常
に
集
客
が
難
し

い
。学
芸
業
務
に
し
て
も
、別
の
庶
務
に
時
間
を

と
ら
れ
、研
究
的
な
部
分
な
ど
が
で
き
る
体
制
に

な
い
と
こ
ろ
が
館
の
弱
さ
で
は
な
い
か
と
思
う
。

こ
れ
ら
の
面
を
補
う
意
味
で
も
、柏
木
を
核
に
し

て
活
動
し
て
る
顕
彰
会
と
ど
う
実
現
に
持
っ
て

い
く
の
か
一
緒
に
考
え
、指
定
管
理
に
移
行
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
現
状
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
る
。限
り
あ
る
職
員
体
制
の
中
で
、現
在

の
慎
太
郎
館
で
は
今
以
上
の
取
り
組
み
は
な
か

な
か
難
し
い
と
い
う
現
状
に
あ
る
。

　
買
い
物
弱
者
対
策
に
つ
い
て

9
　
今
後
、自
動
車
の
運
転
免
許
を
返
納
す
る
人

も
増
え
、来
年
３
月
に
は
野
友
の
Ｊ
Ａ
の
店
舗
が

閉
店
す
る
。日
常
の
買
い
物
が
困
難
と
な
る
人
々

に
対
し
て
の
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

 

答

　村
長

　
現
在
、食
料
品
な
ど
の
買
い
物
が
で
き
る
場
所

は
、役
場
周
辺
に
あ
る
個
人
商
店
が
２
店
舗
、村

民
会
館
近
く
の
Ｊ
Ａ
の
Ａ
コ
ー
プ
を
含
め
る
と

３
店
舗
が
あ
る
が
、Ａ
コ
ー
プ
は
来
年
３
月
で
閉

店
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。Ａ
コ
ー
プ
に
つ

い
て
は
野
友
南
部
の
高
齢
者
の
方
々
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
想
像
で
き
る
と
こ
ろ
。

　
こ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、現
時
点
で
は
把
握
で

き
て
い
な
い
の
で
、社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し

て
い
る
心
配
事
相
談
で
状
況
を
把
握
し
て
い
く
。

　
一
方
、本
村
の
よ
う
な
条
件
不
利
地
域
で
は
、

自
治
体
の
み
で
買
い
物
弱
者
対
策
を
根
本
的
に

解
決
す
る
の
は
非
常
に
困
難
な
状
況
で
あ
る
が
、

現
在
、あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
に
お

い
て
、集
い
や
外
出
支
援
、生
活
支
援
な
ど
総
合

的
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
お
り
、参
加
者
に
対

し
毎
年
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、買
い
物
支
援
を
実

施
し
た
り
、介
護
予
防
事
業「
ゆ
ず
の
木
」で
は
、

職
員
が
買
い
物
を
代
行
す
る
支
援
も
行
っ
て
い

る
。

　
さ
ら
に
、現
在
は
村
営
バ
ス
の
デ
マ
ン
ド
運
行

や
福
祉
的
バ
ス
で
運
行
の
利
便
性
も
向
上
し
て

い
る
の
で
、病
院
の
受
診
つ
い
で
に
買
い
物
を
し

て
い
る
方
も
い
る
。社
会
福
祉
協
議
会
と
も
協
力

を
し
、多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
工

夫
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

9
　
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
通
信
サ
ー
ビ
ス
が
充

実
し
て
い
る
と
思
う
が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

 

答

　村
長

　
国
は
本
年
９
月
に
デ
ジ
タ
ル
庁
を
発
足
し
、行

政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に「
誰
１

人
取
り
残
さ
な
い
、人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
」

を
進
め
て
い
る
。来
る
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
に
備
え
、

今
後
の
国
の
動
向
や
充
当
財
源
の
有
無
な
ど
を

注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
な

か
、村
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
つ
い
て
、

住
民
の
交
流
を
通
し
て
、遊
び
や
世
代
間
交
流
な

ど
で
自
由
に
触
れ
て
も
ら
え
る
よ
う「
ゆ
ず
の

花
」に
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し
て
お
り
、既
に
ネ
ッ

ト
注
文
で
、買
い
物
を
始
め
た
同
施
設
の
利
用
者

も
い
る
。今
後
も
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、継

続
し
て
い
き
た
い
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

物
損
事
故
に
係
る
和
解
及
び
損
害
賠
償
額

の
決
定
の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
1
7
9
条
第
１
項
に
基
づ
き

報
告
し
、承
認
を
求
め
る
も
の

　
社
会
福
祉
法
人
北
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
が

運
転
す
る
送
迎
用
車
両
の
物
損
事
故
に
対
す
る

和
解
と
賠
償
額
の
決
定

　
全
員
賛
成（
承
認
）

土
地
改
良
事
業
の

施
工
地
域
変
更
に
つ
い
て

　
土
地
改
良
法
第
96
条
の
３
第
１
項
の
規
定
に

基
づ
き
、和
田
日
浦
地
区
に
お
け
る
土
地
改
良
事

業
の
施
行
地
域
を
変
更
す
る
も
の

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

村
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

　
道
路
法
第
８
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、小

島
地
区
の
国
道
4
9
3
号
の
移
管
を
県
か
ら
受
け

る
に
あ
た
り
、村
道
と
し
て
認
定
す
る
た
め
の
も
の

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
が
改

正
さ
れ
、個
人
番
号
カ
ー
ド
を
発
行
す
る
主
体
や
、

個
人
カ
ー
ド
の
再
交
付
に
係
る
手
数
料
の
徴
収

の
事
務
が
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の

　
全
員
賛
成（
原
案
同
意
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
に
伴
う

産
科
医
療
保
障
制
度
の
掛
金
の
見
直
し
と
併
せ

て
、出
産
一
時
金
の
額
を
見
直
す
も
の

　
賛
成
多
数（
原
案
同
意
）

令
和
３
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
３
号)

に
つ
い
て

　
第
２
期
北
川
モ
デ
ル
の
計
画
平
面
図
作
成

や
代
１
期
北
川
モ
デ
ル
の
鳥
獣
対
策
に
か
か
る

経
費
な
ど
を
補
正
し
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

2
1
、3
9
7
千
円
増
額
し
、予
算
総
額
を
2
、

4
1
8
、6
1
9
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

令
和
3
年

第
４
回
議
会
定
例
会（

抜
粋
）

 
区
　
分

繰
越
明
許
費

現
年
予
算

総
件
数

1422

発
注
件
数

1417

完
了
件
数

72

発
注
率

100
％

77・
3
％

完
了
率

50・
0
％

9・
1
％

議
会
だ
よ
り

発
行
責
任
者

　 

議
長
　
岩
垣
　
實
男

上村　誠 村長

尾﨑　一マ 議員

・・ 

意
見
書 

・・

保
育
所
等
の
最
低
基
準（
職
員
配
置
・
面
積

基
準
）と
、保
育
士
の
処
遇
の
抜
本
的
な
改

善
を
求
め
る
意
見
書

　
全
員
賛
成（
可
決
）

　
提
出
先
：
内
閣
総
理
大
臣

　
財
務
大
臣

　
厚
生
労
働
大
臣

　
文
部
科
学
大
臣

　
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
少
子
化
対
策
）

　
衆
議
院
議
長

　
参
議
院
議
長

8
き
　  た
　  が
わ

9
き

た   
が   
わ



○
行
政
座
談
会
と
は
、村
か
ら
の
情
報
発
信
も
必

要
だ
と
思
う
が
、主
た
る
目
的
、趣
旨
は
な
に
か
。

 

答

　村
長

　
で
き
る
限
り
地
域
の
声
を
直
接
聞
き
た
い
と

い
っ
た
こ
と
が
根
本
的
に
あ
る
。今
、村
が
で
き

る
限
り
工
夫
し
て
や
っ
て
い
く
た
め
に
は
地
域

の
声
を
聞
き
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
筋

だ
と
考
え
て
い
る
。

○
来
年
度
以
降
も
継
続
開
催
さ
れ
る
と
思
う
が
、

今
年
度
の
反
省
や
課
題
は
ど
の
よ
う
に
改
善

し
て
い
く
の
か
。

 

答

　村
長

　
で
き
る
限
り
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
た

い
の
で
、要
望
や
質
問
に
対
し
て
真
摯
に
受
け
止

め
、村
の
取
り
組
み
に
対
し
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
聞
く
機
会
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
。

　
今
後
も
多
く
の
意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
る

座
談
会
に
し
て
い
き
た
い
。

　
北
川
村
観
光
協
会
の

　
事
業
予
算
に
つ
い
て

9
　
令
和
３
年
度
北
川
村
観
光
協
会
の
今
年
度

事
業
予
算
の
執
行
状
況
全
般
に
つ
い
て
問
う
。

○
今
年
度
事
業
計
画
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
。

　
①
支
出
の
部
　
リ
ー
ス
料

　
②
支
出
の
部
　
印
刷
製
本
費

　
③
支
出
の
部
　
リ
ョ
ー
マ
の
休
日
キ
ャ
ン
ペ
ー

　
　
　
　
　
　
　
ン
連
携
事
業

　
④
ゆ
ず
オ
ー
ナ
ー
制
度

　
令
和
３
年
12
月
定
例
議
会
は
、12
月
９
日
に
開

会
し
承
認
１
件
、土
地
改
良
事
業
の
施
行
地
域
変

更
に
つ
い
て
、村
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て
、ほ

か
条
例
改
正
、一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の

議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
10
日
に
は
、４
氏
が
５
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・ 

　

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
本
村
に
お
い
て
は
、村
民
の
皆
さ
ま
が
マ
ス
ク

の
着
用
や
手
指
消
毒
、室
内
の
換
気
な
ど
の
基
本

的
な
感
染
対
策
を
講
じ
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
こ
と
か
ら
、感
染
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
た
と
考
え
て
い
る
。

■
地
方
創
生
総
合
戦
略

　
村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会
は
、村
内
15
会
場

の
う
ち
11
会
場
で
開
催
し
、第
２
期
の「
北
川
村

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」の
基
本
政

策
で
あ
る
、生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
や
子
育

て
・
教
育
環
境
の
整
備
、生
活
基
盤
の
充
実
と
有

効
活
用
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
行
っ
た
。参
加

者
か
ら
は
、ゆ
ず
園
地
の
確
保
の
あ
り
方
、農
業

研
修
生
へ
の
支
援
、自
然
災
害
へ
の
不
安
や
対
応

方
法
、文
教
施
設
・
子
育
て
環
境
等
基
本
計
画
の

検
討
な
ど
に
関
す
る
意
見
、質
問
な
ど
が
あ
り
、

す
ぐ
に
対
応
で
き
る
こ
と
は
対
応
し
、予
算
措
置

が
必
要
な
事
案
は
来
年
度
の
予
算
編
成
を
通
じ

て
検
討
し
、こ
れ
ら
は
広
報
誌
や
来
年
度
の
座
談

会
で
報
告
す
る
。残
る
４
会
場
は
来
年
１
月
12
日

よ
り
再
開
す
る
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興

○「
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
」策
定
に
向
け
て
研

修
生
や
受
入
農
家
と
協
議
を
重
ね
、新
た
な

ル
ー
ル
の
も
と
研
修
を
実
施
し
、一
部
の
研
修

生
は
一
般
社
団
法
人
北
川
村
振
興
公
社
の
研

修
園
地
か
ら
の
出
荷
を
終
え
、研
修
終
了
後
１

年
目
の
収
入
額
の
参
考
値
を
把
握
で
き
た
こ

と
か
ら
、実
践
的
な
経
営
モ
デ
ル
と
園
地
配
分

モ
デ
ル
を
プ
ラ
ン
に
盛
り
込
む
べ
く
年
度
内

の
作
成
を
進
め
る
。

○「
地
区
存
続
プ
ラ
ン
」は「
北
部
地
区
地
域
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

若
い
担
い
手
に
継
承
さ
れ
た
ゆ
ず
園
地
で
の

収
穫
作
業
や
、ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し

て
苔
玉
の
生
産
を
開
始
。今
後
、ゆ
ず
園
地
の

再
生
、地
区
外
か
ら
の
人
材
受
入
の
継
続
、体

験
型
マ
ル
シ
ェ
の
開
催
な
ど
地
域
再
生
の
拠

点
づ
く
り
を
進
め
る
。

○
移
住
促
進
に
つ
い
て
は
、空
き
家
バ
ン
ク
へ
の

登
録
に
関
す
る
相
談
が
11
軒
あ
り
、５
軒
が
登

録
。改
修
中
の
小
島
の
移
住
促
進
住
宅
は
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
か
ら
使
用
資
材
の
調
達
が
遅
れ
、

来
年
１
月
末
完
成
予
定
。

■
圃
場
整
備

○
第
２
期
北
川
モ
デ
ル
は
、本
年
度
に
事
業
区
域

を
選
定
、来
年
９
月
ま
で
に
事
業
計
画
書
を
作

成
。国
へ
事
業
申
請
を
行
い
、採
択
後
令
和
５

年
度
に
実
施
計
画
を
作
成
、６
年
度
か
ら
の
着

工
に
取
り
組
む
。

○
野
友
地
区
圃
場
整
備
は
、地
元
説
明
会
を
実
施
。

地
権
者
や
耕
作
者
か
ら
意
見
や
質
問
が
あ
り
、

改
め
て
意
思
確
認
と
希
望
区
画
の
把
握
を
行

い
、実
施
設
計
に
反
映
し
て
い
く
。

■
生
活
基
盤
の
整
備

○
共
同
社
員
住
宅
の
造
成
工
事
は
、土
砂
の
搬
入

を
完
了
。住
宅
設
計
は
県
住
宅
供
給
公
社
で
進

め
て
お
り
、３
月
に
完
了
予
定
。

○
村
道
石
ノ
内
線
改
良
工
事
は
、主
な
工
事
を
完

了
。カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
の
安
全
施
設
の
整
備
が

今
月
下
旬
に
完
成
予
定
。

■
防
災
・
地
震
対
策

○
住
宅
の
耐
震
化
は
、耐
震
診
断
３
件
、耐
震
設

計
６
件
、耐
震
工
事
７
件
の
申
請
。

○
老
朽
住
宅
の
除
却
は
、相
談
11
件
、う
ち
申
請

５
件
で
２
件
の
事
業
が
完
了
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

○
特
定
健
診
の
受
診
率
は
、41
・
4
％（
10
月
末
現

在
、前
年
同
月
比
7
・
5
ポ
イ
ン
ト
増
）。

○
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
は
、13
会
場
で
実
施
。80

名
が
参
加
し
、健
康
状
態
の
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
結
果
を
も
と
に
地
域
の
現
状
把
握
に
つ

と
め
、関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、保
健
・
福
祉

事
業
の
拡
充
に
つ
な
げ
る
。

■
観
光
の
振
興

○
モ
ネ
の
庭
の
入
園
者
数
は
、

　
11
月
末
現
在
5
2
、9
9
4
人
。

　（
昨
年
同
期
4
4
、0
2
7
人
、約
＋
20
％
。

　
令
和
元
年
同
期
6
5
、7
2
1
人
、約
▲
19
％
）

○
北
川
村
温
泉
の
利
用
者
数
は
、

　
11
月
末
現
在
1
0
、0
3
5
人
。

　（
昨
年
同
期
8
、3
6
2
人
、約
＋
20
％
。

　
令
和
元
年
同
期
1
2
、5
4
3
人
、約
▲
20
％
）

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金

○
11
月
末
集
計
分
で
の
納
税
実
績
は
、

　
4
、5
1
5
件
、3
3
、5
4
5
千
円
。

　（
昨
年
同
期
4
、0
2
4
件
、3
1
、1
2
0
千
円
）

■
教
育
関
係

○
保
小
中
一
体
化

　
　「
北
川
村
文
教
施
設
・
子
育
て
環
境
等
整
備

事
業
基
本
計
画
検
討
委
員
会
」を
こ
れ
ま
で
５

回
開
催
。

　
　
基
本
計
画
の
策
定
に
お
い
て
は
、子
ど
も
や

教
職
員
、地
域
住
民
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、さ
ら
に
全
村
民
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、図
書
館
や
公
園
整
備

の
意
見
が
多
か
っ
た
他
、健
康
増
進
の
た
め
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
や
子
ど
も
達
が
社
会

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
空
間
整
備
が
必
要

と
の
意
見
が
あ
り
、こ
れ
ら
を
踏
ま
え
検
討
さ

れ
て
い
る
。

　
　
保
育
所
と
小
中
学
校
の
一
体
的
な
組
織
体

制
や
施
設
整
備
で
は
、北
川
村
な
ら
で
は
の
15

年
間
一
貫
し
た
子
育
て
教
育
を
推
進
す
べ
く
、

地
域
と
と
も
に
あ
る
一
体
的
な
施
設
整
備
の

検
討
に
加
え
、教
育
制
度
や
保
育
指
針
を
踏
ま

え
た
義
務
教
育
学
校
や
認
定
こ
ど
も
園
の
導

入
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

○
北
川
学
の
深
化

　
　
地
域
学
と
し
て
の
学
習
活
動
だ
け
で
は
な
く
、

探
究
心
や
想
像
力
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

の
向
上
、キ
ャ
リ
ア
形
成
な
ど
、自
分
の
未
来
を

切
り
開
く
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
を
育
む
た
め

の
礎
と
な
る
よ
う
、北
川
村
な
ら
で
は
の
教
育

環
境
を
構
築
し
て
い
く
。

○
中
岡
慎
太
郎
館
の
入
館
者
数
は
、

　
11
月
末
現
在
3
、1
6
8
人
。

　（
昨
年
同
期
2
、8
0
6
人
、約
＋
13
％
。

　
令
和
元
年
同
期
5
、1
5
0
人
、約
▲
38
％
）

■
中
芸
広
域
連
合
関
係

以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況（
12
月
１
日
時
点
）

工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

・・ 

一
般
質
問 

・・

　
令
和
３
年
度
実
施
の

　
行
政
座
談
会
に
つ
い
て

9
　
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
実
施
さ
れ
た
座
談
会
の

総
括
を
問
う
。

○
各
地
区
の
参
加
人
数
と
参
加
者
よ
り
出
さ
れ
た

意
見
の
な
か
で
検
討
さ
れ
る
も
の
は
あ
っ
た
の
か
。

 

答

　村
長

　
第
２
期
の
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
基
本
政
策
と
な
る「
生
活
で
き
る
産

業
の
構
築
」、「
子
育
て
環
境
、子
育
て
教
育
環
境

の
整
備
」、「
生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
」に

つ
い
て
情
報
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、ゆ
ず
園
地
の
確
保
の
在
り
方

や
、農
業
研
修
生
へ
の
支
援
に
対
す
る
意
見
と
要

望
を
は
じ
め
、自
然
災
害
へ
の
不
安
や
対
応
方
法
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
接
種
の
状
況
、

保
小
中
一
体
化
に
向
け
て
策
定
す
る
文
教
施
設
、

子
育
て
環
境
等
整
備
事
業
基
本
計
画
に
関
す
る

質
問
が
あ
っ
た
。

　
参
加
人
数
は
、15
会
場
の
う
ち
11
会
場
で
開
催

し
た
現
在
、77
名
。大
体
通
年
、人
口
の
１
割
弱
ぐ

ら
い
の
方
が
参
加
。

○
来
年
度
事
業
予
算
に
反
映
さ
れ
る
事
項
は

あ
っ
た
の
か
。出
さ
れ
た
意
見
や
質
問
の
な
か

で
返
答
が
必
要
な
こ
と
は
実
施
さ
れ
た
の
か
。

 

答

　村
長

　
座
談
会
で
出
た
意
見
要
望
に
対
し
、す
ぐ
対
応
で

き
る
も
の
は
対
応
し
、予
算
措
置
が
必
要
な
案
件
は
、

来
年
度
の
予
算
編
成
を
通
じ
て
検
討
し
て
い
く
。

　
具
体
的
な
例
を
挙
げ
る
と
、道
路
整
備
に
関
し

て
、島
地
区
、宗
ノ
上
地
区
で
は
村
道
の
改
修
、水

道
施
設
で
は
、西
谷
水
道
施
設
の
修
復
に
着
手
。

崎
山
集
会
所
の
洋
式
ト
イ
レ
の
改
修
等
は
来
年

度
予
算
で
対
応
を
検
討
。全
地
区
が
終
了
し
た
段

階
で
整
理
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 
答

　村
長

　
観
光
協
会
か
ら
の
令
和
３
年
度
の
事
業
目
的

に
沿
っ
た
、要
望
申
請
を
受
け
、村
補
助
金
と
し

て
2
1
、9
2
1
千
円
の
交
付
を
決
定
し
て
い
る
。

　
今
年
度
の
予
算
執
行
状
況
は
、1
0
、3
3
4

千
円
で
執
行
率
47
％
。

○
慎
太
郎
パ
ス
ポ
ー
ト
の
運
用
状
況
と
プ
レ
ゼ

ン
ト
品
に
つ
い
て
。

 

答

　村
長

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、全
国
全
県
下
で
催
し
が
中
止
や
延
期
に
な
る

な
か
、北
川
村
で
も
同
様
の
状
況
と
な
り
、３
月

開
催
の
北
川
村
観
光
び
ら
き
も
中
止
と
な
っ
た
。

一
時
的
に
人
を
集
め
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
で
は

な
く
て
、年
間
を
通
じ
て
村
内
を
周
遊
し
て
い
た

だ
く
施
策
と
し
て
、慎
太
郎
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
が

企
画
さ
れ
た
。

　
作
成
部
数
　
令
和
２
年
度
　
5
0
0
部

　
　
　
　
　
　
令
和
３
年
度
　
5
0
0
部

　
受
付
期
間
　
令
和
３
年
８
月
末

　
発
行
数
　
　
7
5
2
冊

　
応
募
数
　
　
57
件

　
内
シ
ー
ル
10
枚
コ
ー
ス
　
34
件

　（
プ
レ
ゼ
ン
ト
金
額
1
、0
0
0
円
相
当
）

　
シ
ー
ル
13
枚
コ
ー
ス
　
23
件

　（
プ
レ
ゼ
ン
ト
金
額
5
、0
0
0
円
相
当
）

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
内
容
　
　
地
域
産
品

・
慎
太
郎
グ
ッ
ズ

（
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
、ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
）

・
池
田
柚
華
園（
ゆ
ず
ゼ
リ
ー
、ポ
ン
酢
）

・
ゆ
ず
王
国（
ゆ
ず
サ
イ
ダ
ー
）

・
小
島
山
菜
グ
ル
ー
プ（
ゆ
ず
味
噌
）　
等
々

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
商
品
の
調
達
に
つ
い
て
一
部
協

会
の
会
員
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
あ
っ
た
が
、途
中
で

地
域
に
還
元
で
き
る
よ
う
に
変
更
し
た
。ま
た
、

今
後
で
き
る
だ
け
地
域
に
還
元
し
て
い
く
よ
う

指
導
し
て
い
き
た
い
。

○
担
当
職
員
の
雇
用
形
態
と
業
務
内
容
に
つ
い
て
。

 

答

　村
長

　
以
前
は
、観
光
協
会
の
規
定
に
よ
り
雇
用
さ
れ

て
い
た
が
、観
光
協
会
が
任
意
団
体
で
あ
っ
た
た

め
、職
員
の
体
制
や
身
分
を
明
確
に
す
る
意
味
か

ら
、現
在
、（
株
）き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
の
規
定
に

基
づ
き
雇
用
さ
れ
た
職
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

　
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
村
と
し
ま
し
て

は
、そ
の
執
行
に
つ
い
て
指
導
す
る
べ
き
と
考

え
ま
す
。

　
野
友
地
区
競
争
力
強
化

　
農
地
整
備
事
業
に
つ
い
て

9
　
来
年
度
一
部
着
工
に
向
け
て
作
業
を
進
め

て
い
る
こ
と
と
思
う
が
現
在
の
進
捗
状
況
及
び

今
後
の
施
行
予
定
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
野
友
地
区
競
争
力
強
化
農
地
整
備
事
業
は
、事

業
主
体
が
高
知
県
、総
事
業
費
が
約
３
億
９
百
６

十
万
円
ほ
ど
、整
備
農
地
面
積
が
12
・
1
ha
の
計

画
で
、本
年
度
に
実
施
設
計
を
５
工
区
に
分
け
、

来
年
度
か
ら
着
工
、３
年
後
の
令
和
６
年
度
に
工

事
完
了
予
定
。

　
実
施
設
計
着
手
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、先
月
11
月

９
日
に
地
元
説
明
会
を
開
催
し
、事
業
参
加
者

（
地
権
者
及
び
耕
作
者
）30
名
の
う
ち
19
名
が
出

席
。説
明
会
で
は
、堤
防
計
画
自
体
が
一
時
取
り

止
め
に
な
っ
た
こ
と
や
、堤
防
の
延
長
が
上
流
部

ま
で
延
び
た
こ
と
な
ど
か
ら
、説
明
が
後
手
に
な

り
、多
数
の
意
見
や
質
問
が
あ
っ
た
。説
明
会
翌

日
か
ら
再
度
、事
業
参
加
者
に
対
し
戸
別
訪
問
に

よ
り
説
明
を
行
い
、年
度
内
の
実
施
設
計
に
向
け

て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

9
　
こ
の
件
に
関
し
担
当
者
も
交
代
が
あ
っ
て

い
る
が
、引
継
書
、打
ち
合
わ
せ
議
事
録
、交
渉
記

録
等
は
作
成
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

 

答

　村
長

　
議
事
録
は
で
き
て
い
る
も
の
と
、で
き
て
い
な

い
も
の
が
あ
り
、全
て
に
対
応
す
る
こ
と
が
難
し

か
っ
た
の
で
は
と
反
省
し
て
い
る
。

　
こ
の
事
業
は
圃
場
整
備
と
堤
防
計
画
が
連
動

し
て
開
始
さ
れ
て
い
る
。関
係
者
間
で
一
部
す
れ

違
い
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、堤
防
計
画

と
圃
場
整
備
に
つ
い
て
も
う
少
し
認
識
し
た
う

え
で
、対
処
が
必
要
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
堤

防
計
画
は
進
み
始
め
、圃
場
整
備
も
再
度
説
明
を

し
た
。何
と
か
地
域
が
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
な

結
果
に
結
び
つ
く
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

9
　
今
、和
田
地
区
は
整
備
が
進
ん
で
い
る
が
、

順
調
か
。２
期
モ
デ
ル
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
行
っ
て

も
ら
い
た
い
が
対
応
は
ど
う
か
。

 

答

　村
長

　
村
全
般
の
業
務
の
中
で
事
務
改
善
を
や
り
な

が
ら
今
整
理
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、今
後

遺
漏
の
な
い
よ
う
に
進
め
て
い
く
。ま
た
、和
田

の
圃
場
整
備
に
つ
い
て
も
協
議
の
中
で
、意
思
疎

通
を
図
り
な
が
ら
ご
理
解
い
た
だ
く
よ
う
、野
友

地
区
も
含
め
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
中
岡
慎
太
郎
館
の

　
指
定
管
理
に
つ
い
て

9
　
令
和
４
年
度
か
ら
館
の
運
営
をN

P
O

法
人

中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
に
指
定
管
理
す
る
旨

の
こ
と
で
あ
っ
た
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

 

答

　村
長

　
本
年
７
月
の
段
階
で
指
定
管
理
に
移
行
す
る

た
め
、具
体
的
な
プ
ラ
ン
の
策
定
を
指
示
。１
月

下
旬
ま
で
に
プ
ラ
ン
作
成
の
進
捗
状
況
な
ど
を

確
認
す
る
こ
と
で
調
整
。早
け
れ
ば
、令
和
４
年

度
、遅
く
と
も
５
年
度
に
は
、体
制
を
整
え
て
い

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

9
　
１
月
下
旬
を
目
処
に
早
け
れ
ば
令
和
４
年

度
か
ら
指
定
管
理
の
体
制
を
つ
く
る
こ
と
は
厳

し
い
の
で
は
な
い
か
。

 

答

　村
長

　
１
月
下
旬
ま
で
に
プ
ラ
ン
作
成
の
進
捗
状
況

の
確
認
を
し
て
、必
要
な
手
続
等
に
入
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

早
け
れ
ば
４
年
度
だ
が
、４
月
か
ら
移
行
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
。

 

答

　教
育
長

　
慎
太
郎
館
の
体
制
は
、正
職
員（
学
芸
員
）１
名
、

会
計
年
度
任
用
職
員
２
名
で
、日
々
２
人
の
体
制

を
維
持
し
よ
う
と
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で

対
応
し
て
お
り
、館
自
体
の
運
営
、学
芸
員
が
学

芸
業
務
に
集
中
で
き
な
い
よ
う
な
体
制
に
あ
る
。

龍
馬
伝
や
幕
末
維
新
博
な
ど
県
下
的
な
取
り
組

み
が
な
さ
れ
た
と
き
な
ど
に
外
的
要
因
で
情
報

発
信
を
す
る
機
会
が
生
ま
れ
な
い
と
、館
で
企
画

展
を
開
催
す
る
だ
け
で
は
非
常
に
集
客
が
難
し

い
。学
芸
業
務
に
し
て
も
、別
の
庶
務
に
時
間
を

と
ら
れ
、研
究
的
な
部
分
な
ど
が
で
き
る
体
制
に

な
い
と
こ
ろ
が
館
の
弱
さ
で
は
な
い
か
と
思
う
。

こ
れ
ら
の
面
を
補
う
意
味
で
も
、柏
木
を
核
に
し

て
活
動
し
て
る
顕
彰
会
と
ど
う
実
現
に
持
っ
て

い
く
の
か
一
緒
に
考
え
、指
定
管
理
に
移
行
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
現
状
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
る
。限
り
あ
る
職
員
体
制
の
中
で
、現
在

の
慎
太
郎
館
で
は
今
以
上
の
取
り
組
み
は
な
か

な
か
難
し
い
と
い
う
現
状
に
あ
る
。

　
買
い
物
弱
者
対
策
に
つ
い
て

9
　
今
後
、自
動
車
の
運
転
免
許
を
返
納
す
る
人

も
増
え
、来
年
３
月
に
は
野
友
の
Ｊ
Ａ
の
店
舗
が

閉
店
す
る
。日
常
の
買
い
物
が
困
難
と
な
る
人
々

に
対
し
て
の
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

 

答

　村
長

　
現
在
、食
料
品
な
ど
の
買
い
物
が
で
き
る
場
所

は
、役
場
周
辺
に
あ
る
個
人
商
店
が
２
店
舗
、村

民
会
館
近
く
の
Ｊ
Ａ
の
Ａ
コ
ー
プ
を
含
め
る
と

３
店
舗
が
あ
る
が
、Ａ
コ
ー
プ
は
来
年
３
月
で
閉

店
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。Ａ
コ
ー
プ
に
つ

い
て
は
野
友
南
部
の
高
齢
者
の
方
々
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
想
像
で
き
る
と
こ
ろ
。

　
こ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、現
時
点
で
は
把
握
で

き
て
い
な
い
の
で
、社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し

て
い
る
心
配
事
相
談
で
状
況
を
把
握
し
て
い
く
。

　
一
方
、本
村
の
よ
う
な
条
件
不
利
地
域
で
は
、

自
治
体
の
み
で
買
い
物
弱
者
対
策
を
根
本
的
に

解
決
す
る
の
は
非
常
に
困
難
な
状
況
で
あ
る
が
、

現
在
、あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
に
お

い
て
、集
い
や
外
出
支
援
、生
活
支
援
な
ど
総
合

的
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
お
り
、参
加
者
に
対

し
毎
年
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、買
い
物
支
援
を
実

施
し
た
り
、介
護
予
防
事
業「
ゆ
ず
の
木
」で
は
、

職
員
が
買
い
物
を
代
行
す
る
支
援
も
行
っ
て
い

る
。

　
さ
ら
に
、現
在
は
村
営
バ
ス
の
デ
マ
ン
ド
運
行

や
福
祉
的
バ
ス
で
運
行
の
利
便
性
も
向
上
し
て

い
る
の
で
、病
院
の
受
診
つ
い
で
に
買
い
物
を
し

て
い
る
方
も
い
る
。社
会
福
祉
協
議
会
と
も
協
力

を
し
、多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
工

夫
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

9
　
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
通
信
サ
ー
ビ
ス
が
充

実
し
て
い
る
と
思
う
が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

 

答

　村
長

　
国
は
本
年
９
月
に
デ
ジ
タ
ル
庁
を
発
足
し
、行

政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に「
誰
１

人
取
り
残
さ
な
い
、人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
」

を
進
め
て
い
る
。来
る
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
に
備
え
、

今
後
の
国
の
動
向
や
充
当
財
源
の
有
無
な
ど
を

注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
な

か
、村
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
つ
い
て
、

住
民
の
交
流
を
通
し
て
、遊
び
や
世
代
間
交
流
な

ど
で
自
由
に
触
れ
て
も
ら
え
る
よ
う「
ゆ
ず
の

花
」に
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し
て
お
り
、既
に
ネ
ッ

ト
注
文
で
、買
い
物
を
始
め
た
同
施
設
の
利
用
者

も
い
る
。今
後
も
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、継

続
し
て
い
き
た
い
。

・・ 
議
案
審
議 

・・

物
損
事
故
に
係
る
和
解
及
び
損
害
賠
償
額

の
決
定
の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
1
7
9
条
第
１
項
に
基
づ
き

報
告
し
、承
認
を
求
め
る
も
の

　
社
会
福
祉
法
人
北
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
が

運
転
す
る
送
迎
用
車
両
の
物
損
事
故
に
対
す
る

和
解
と
賠
償
額
の
決
定

　
全
員
賛
成（
承
認
）

土
地
改
良
事
業
の

施
工
地
域
変
更
に
つ
い
て

　
土
地
改
良
法
第
96
条
の
３
第
１
項
の
規
定
に

基
づ
き
、和
田
日
浦
地
区
に
お
け
る
土
地
改
良
事

業
の
施
行
地
域
を
変
更
す
る
も
の

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

村
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

　
道
路
法
第
８
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、小

島
地
区
の
国
道
4
9
3
号
の
移
管
を
県
か
ら
受
け

る
に
あ
た
り
、村
道
と
し
て
認
定
す
る
た
め
の
も
の

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
が
改

正
さ
れ
、個
人
番
号
カ
ー
ド
を
発
行
す
る
主
体
や
、

個
人
カ
ー
ド
の
再
交
付
に
係
る
手
数
料
の
徴
収

の
事
務
が
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の

　
全
員
賛
成（
原
案
同
意
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
に
伴
う

産
科
医
療
保
障
制
度
の
掛
金
の
見
直
し
と
併
せ

て
、出
産
一
時
金
の
額
を
見
直
す
も
の

　
賛
成
多
数（
原
案
同
意
）

令
和
３
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
３
号)

に
つ
い
て

　
第
２
期
北
川
モ
デ
ル
の
計
画
平
面
図
作
成

や
代
１
期
北
川
モ
デ
ル
の
鳥
獣
対
策
に
か
か
る

経
費
な
ど
を
補
正
し
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

2
1
、3
9
7
千
円
増
額
し
、予
算
総
額
を
2
、

4
1
8
、6
1
9
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

和田　和恵 議員 平岡　章秀 議員

浜渦　康雄 議員

・・ 

意
見
書 

・・

保
育
所
等
の
最
低
基
準（
職
員
配
置
・
面
積

基
準
）と
、保
育
士
の
処
遇
の
抜
本
的
な
改

善
を
求
め
る
意
見
書

　
全
員
賛
成（
可
決
）

　
提
出
先
：
内
閣
総
理
大
臣

　
財
務
大
臣

　
厚
生
労
働
大
臣

　
文
部
科
学
大
臣

　
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
少
子
化
対
策
）

　
衆
議
院
議
長

　
参
議
院
議
長

10
き
　  た
　  が
わ

11
き

た   
が   
わ



○
行
政
座
談
会
と
は
、村
か
ら
の
情
報
発
信
も
必

要
だ
と
思
う
が
、主
た
る
目
的
、趣
旨
は
な
に
か
。

 

答

　村
長

　
で
き
る
限
り
地
域
の
声
を
直
接
聞
き
た
い
と

い
っ
た
こ
と
が
根
本
的
に
あ
る
。今
、村
が
で
き

る
限
り
工
夫
し
て
や
っ
て
い
く
た
め
に
は
地
域

の
声
を
聞
き
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
筋

だ
と
考
え
て
い
る
。

○
来
年
度
以
降
も
継
続
開
催
さ
れ
る
と
思
う
が
、

今
年
度
の
反
省
や
課
題
は
ど
の
よ
う
に
改
善

し
て
い
く
の
か
。

 

答

　村
長

　
で
き
る
限
り
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
た

い
の
で
、要
望
や
質
問
に
対
し
て
真
摯
に
受
け
止

め
、村
の
取
り
組
み
に
対
し
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
聞
く
機
会
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
。

　
今
後
も
多
く
の
意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
る

座
談
会
に
し
て
い
き
た
い
。

　
北
川
村
観
光
協
会
の

　
事
業
予
算
に
つ
い
て

9
　
令
和
３
年
度
北
川
村
観
光
協
会
の
今
年
度

事
業
予
算
の
執
行
状
況
全
般
に
つ
い
て
問
う
。

○
今
年
度
事
業
計
画
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
。

　
①
支
出
の
部
　
リ
ー
ス
料

　
②
支
出
の
部
　
印
刷
製
本
費

　
③
支
出
の
部
　
リ
ョ
ー
マ
の
休
日
キ
ャ
ン
ペ
ー

　
　
　
　
　
　
　
ン
連
携
事
業

　
④
ゆ
ず
オ
ー
ナ
ー
制
度

　
令
和
３
年
12
月
定
例
議
会
は
、12
月
９
日
に
開

会
し
承
認
１
件
、土
地
改
良
事
業
の
施
行
地
域
変

更
に
つ
い
て
、村
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て
、ほ

か
条
例
改
正
、一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の

議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
10
日
に
は
、４
氏
が
５
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・ 

　

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
本
村
に
お
い
て
は
、村
民
の
皆
さ
ま
が
マ
ス
ク

の
着
用
や
手
指
消
毒
、室
内
の
換
気
な
ど
の
基
本

的
な
感
染
対
策
を
講
じ
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
こ
と
か
ら
、感
染
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
た
と
考
え
て
い
る
。

■
地
方
創
生
総
合
戦
略

　
村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会
は
、村
内
15
会
場

の
う
ち
11
会
場
で
開
催
し
、第
２
期
の「
北
川
村

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」の
基
本
政

策
で
あ
る
、生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
や
子
育

て
・
教
育
環
境
の
整
備
、生
活
基
盤
の
充
実
と
有

効
活
用
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
行
っ
た
。参
加

者
か
ら
は
、ゆ
ず
園
地
の
確
保
の
あ
り
方
、農
業

研
修
生
へ
の
支
援
、自
然
災
害
へ
の
不
安
や
対
応

方
法
、文
教
施
設
・
子
育
て
環
境
等
基
本
計
画
の

検
討
な
ど
に
関
す
る
意
見
、質
問
な
ど
が
あ
り
、

す
ぐ
に
対
応
で
き
る
こ
と
は
対
応
し
、予
算
措
置

が
必
要
な
事
案
は
来
年
度
の
予
算
編
成
を
通
じ

て
検
討
し
、こ
れ
ら
は
広
報
誌
や
来
年
度
の
座
談

会
で
報
告
す
る
。残
る
４
会
場
は
来
年
１
月
12
日

よ
り
再
開
す
る
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興

○「
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
」策
定
に
向
け
て
研

修
生
や
受
入
農
家
と
協
議
を
重
ね
、新
た
な

ル
ー
ル
の
も
と
研
修
を
実
施
し
、一
部
の
研
修

生
は
一
般
社
団
法
人
北
川
村
振
興
公
社
の
研

修
園
地
か
ら
の
出
荷
を
終
え
、研
修
終
了
後
１

年
目
の
収
入
額
の
参
考
値
を
把
握
で
き
た
こ

と
か
ら
、実
践
的
な
経
営
モ
デ
ル
と
園
地
配
分

モ
デ
ル
を
プ
ラ
ン
に
盛
り
込
む
べ
く
年
度
内

の
作
成
を
進
め
る
。

○「
地
区
存
続
プ
ラ
ン
」は「
北
部
地
区
地
域
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

若
い
担
い
手
に
継
承
さ
れ
た
ゆ
ず
園
地
で
の

収
穫
作
業
や
、ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し

て
苔
玉
の
生
産
を
開
始
。今
後
、ゆ
ず
園
地
の

再
生
、地
区
外
か
ら
の
人
材
受
入
の
継
続
、体

験
型
マ
ル
シ
ェ
の
開
催
な
ど
地
域
再
生
の
拠

点
づ
く
り
を
進
め
る
。

○
移
住
促
進
に
つ
い
て
は
、空
き
家
バ
ン
ク
へ
の

登
録
に
関
す
る
相
談
が
11
軒
あ
り
、５
軒
が
登

録
。改
修
中
の
小
島
の
移
住
促
進
住
宅
は
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
か
ら
使
用
資
材
の
調
達
が
遅
れ
、

来
年
１
月
末
完
成
予
定
。

■
圃
場
整
備

○
第
２
期
北
川
モ
デ
ル
は
、本
年
度
に
事
業
区
域

を
選
定
、来
年
９
月
ま
で
に
事
業
計
画
書
を
作

成
。国
へ
事
業
申
請
を
行
い
、採
択
後
令
和
５

年
度
に
実
施
計
画
を
作
成
、６
年
度
か
ら
の
着

工
に
取
り
組
む
。

○
野
友
地
区
圃
場
整
備
は
、地
元
説
明
会
を
実
施
。

地
権
者
や
耕
作
者
か
ら
意
見
や
質
問
が
あ
り
、

改
め
て
意
思
確
認
と
希
望
区
画
の
把
握
を
行

い
、実
施
設
計
に
反
映
し
て
い
く
。

■
生
活
基
盤
の
整
備

○
共
同
社
員
住
宅
の
造
成
工
事
は
、土
砂
の
搬
入

を
完
了
。住
宅
設
計
は
県
住
宅
供
給
公
社
で
進

め
て
お
り
、３
月
に
完
了
予
定
。

○
村
道
石
ノ
内
線
改
良
工
事
は
、主
な
工
事
を
完

了
。カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
の
安
全
施
設
の
整
備
が

今
月
下
旬
に
完
成
予
定
。

■
防
災
・
地
震
対
策

○
住
宅
の
耐
震
化
は
、耐
震
診
断
３
件
、耐
震
設

計
６
件
、耐
震
工
事
７
件
の
申
請
。

○
老
朽
住
宅
の
除
却
は
、相
談
11
件
、う
ち
申
請

５
件
で
２
件
の
事
業
が
完
了
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

○
特
定
健
診
の
受
診
率
は
、41
・
4
％（
10
月
末
現

在
、前
年
同
月
比
7
・
5
ポ
イ
ン
ト
増
）。

○
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
は
、13
会
場
で
実
施
。80

名
が
参
加
し
、健
康
状
態
の
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
結
果
を
も
と
に
地
域
の
現
状
把
握
に
つ

と
め
、関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、保
健
・
福
祉

事
業
の
拡
充
に
つ
な
げ
る
。

■
観
光
の
振
興

○
モ
ネ
の
庭
の
入
園
者
数
は
、

　
11
月
末
現
在
5
2
、9
9
4
人
。

　（
昨
年
同
期
4
4
、0
2
7
人
、約
＋
20
％
。

　
令
和
元
年
同
期
6
5
、7
2
1
人
、約
▲
19
％
）

○
北
川
村
温
泉
の
利
用
者
数
は
、

　
11
月
末
現
在
1
0
、0
3
5
人
。

　（
昨
年
同
期
8
、3
6
2
人
、約
＋
20
％
。

　
令
和
元
年
同
期
1
2
、5
4
3
人
、約
▲
20
％
）

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金

○
11
月
末
集
計
分
で
の
納
税
実
績
は
、

　
4
、5
1
5
件
、3
3
、5
4
5
千
円
。

　（
昨
年
同
期
4
、0
2
4
件
、3
1
、1
2
0
千
円
）

■
教
育
関
係

○
保
小
中
一
体
化

　
　「
北
川
村
文
教
施
設
・
子
育
て
環
境
等
整
備

事
業
基
本
計
画
検
討
委
員
会
」を
こ
れ
ま
で
５

回
開
催
。

　
　
基
本
計
画
の
策
定
に
お
い
て
は
、子
ど
も
や

教
職
員
、地
域
住
民
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、さ
ら
に
全
村
民
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、図
書
館
や
公
園
整
備

の
意
見
が
多
か
っ
た
他
、健
康
増
進
の
た
め
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
や
子
ど
も
達
が
社
会

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
空
間
整
備
が
必
要

と
の
意
見
が
あ
り
、こ
れ
ら
を
踏
ま
え
検
討
さ

れ
て
い
る
。

　
　
保
育
所
と
小
中
学
校
の
一
体
的
な
組
織
体

制
や
施
設
整
備
で
は
、北
川
村
な
ら
で
は
の
15

年
間
一
貫
し
た
子
育
て
教
育
を
推
進
す
べ
く
、

地
域
と
と
も
に
あ
る
一
体
的
な
施
設
整
備
の

検
討
に
加
え
、教
育
制
度
や
保
育
指
針
を
踏
ま

え
た
義
務
教
育
学
校
や
認
定
こ
ど
も
園
の
導

入
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

○
北
川
学
の
深
化

　
　
地
域
学
と
し
て
の
学
習
活
動
だ
け
で
は
な
く
、

探
究
心
や
想
像
力
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

の
向
上
、キ
ャ
リ
ア
形
成
な
ど
、自
分
の
未
来
を

切
り
開
く
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
を
育
む
た
め

の
礎
と
な
る
よ
う
、北
川
村
な
ら
で
は
の
教
育

環
境
を
構
築
し
て
い
く
。

○
中
岡
慎
太
郎
館
の
入
館
者
数
は
、

　
11
月
末
現
在
3
、1
6
8
人
。

　（
昨
年
同
期
2
、8
0
6
人
、約
＋
13
％
。

　
令
和
元
年
同
期
5
、1
5
0
人
、約
▲
38
％
）

■
中
芸
広
域
連
合
関
係

以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況（
12
月
１
日
時
点
）

工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

・・ 

一
般
質
問 

・・

　
令
和
３
年
度
実
施
の

　
行
政
座
談
会
に
つ
い
て

9
　
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
実
施
さ
れ
た
座
談
会
の

総
括
を
問
う
。

○
各
地
区
の
参
加
人
数
と
参
加
者
よ
り
出
さ
れ
た

意
見
の
な
か
で
検
討
さ
れ
る
も
の
は
あ
っ
た
の
か
。

 

答

　村
長

　
第
２
期
の
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
基
本
政
策
と
な
る「
生
活
で
き
る
産

業
の
構
築
」、「
子
育
て
環
境
、子
育
て
教
育
環
境

の
整
備
」、「
生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
」に

つ
い
て
情
報
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、ゆ
ず
園
地
の
確
保
の
在
り
方

や
、農
業
研
修
生
へ
の
支
援
に
対
す
る
意
見
と
要

望
を
は
じ
め
、自
然
災
害
へ
の
不
安
や
対
応
方
法
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
接
種
の
状
況
、

保
小
中
一
体
化
に
向
け
て
策
定
す
る
文
教
施
設
、

子
育
て
環
境
等
整
備
事
業
基
本
計
画
に
関
す
る

質
問
が
あ
っ
た
。

　
参
加
人
数
は
、15
会
場
の
う
ち
11
会
場
で
開
催

し
た
現
在
、77
名
。大
体
通
年
、人
口
の
１
割
弱
ぐ

ら
い
の
方
が
参
加
。

○
来
年
度
事
業
予
算
に
反
映
さ
れ
る
事
項
は

あ
っ
た
の
か
。出
さ
れ
た
意
見
や
質
問
の
な
か

で
返
答
が
必
要
な
こ
と
は
実
施
さ
れ
た
の
か
。

 

答

　村
長

　
座
談
会
で
出
た
意
見
要
望
に
対
し
、す
ぐ
対
応
で

き
る
も
の
は
対
応
し
、予
算
措
置
が
必
要
な
案
件
は
、

来
年
度
の
予
算
編
成
を
通
じ
て
検
討
し
て
い
く
。

　
具
体
的
な
例
を
挙
げ
る
と
、道
路
整
備
に
関
し

て
、島
地
区
、宗
ノ
上
地
区
で
は
村
道
の
改
修
、水

道
施
設
で
は
、西
谷
水
道
施
設
の
修
復
に
着
手
。

崎
山
集
会
所
の
洋
式
ト
イ
レ
の
改
修
等
は
来
年

度
予
算
で
対
応
を
検
討
。全
地
区
が
終
了
し
た
段

階
で
整
理
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

答

　村
長

　
観
光
協
会
か
ら
の
令
和
３
年
度
の
事
業
目
的

に
沿
っ
た
、要
望
申
請
を
受
け
、村
補
助
金
と
し

て
2
1
、9
2
1
千
円
の
交
付
を
決
定
し
て
い
る
。

　
今
年
度
の
予
算
執
行
状
況
は
、1
0
、3
3
4

千
円
で
執
行
率
47
％
。

○
慎
太
郎
パ
ス
ポ
ー
ト
の
運
用
状
況
と
プ
レ
ゼ

ン
ト
品
に
つ
い
て
。

 

答

　村
長

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、全
国
全
県
下
で
催
し
が
中
止
や
延
期
に
な
る

な
か
、北
川
村
で
も
同
様
の
状
況
と
な
り
、３
月

開
催
の
北
川
村
観
光
び
ら
き
も
中
止
と
な
っ
た
。

一
時
的
に
人
を
集
め
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
で
は

な
く
て
、年
間
を
通
じ
て
村
内
を
周
遊
し
て
い
た

だ
く
施
策
と
し
て
、慎
太
郎
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
が

企
画
さ
れ
た
。

　
作
成
部
数
　
令
和
２
年
度
　
5
0
0
部

　
　
　
　
　
　
令
和
３
年
度
　
5
0
0
部

　
受
付
期
間
　
令
和
３
年
８
月
末

　
発
行
数
　
　
7
5
2
冊

　
応
募
数
　
　
57
件

　
内
シ
ー
ル
10
枚
コ
ー
ス
　
34
件

　（
プ
レ
ゼ
ン
ト
金
額
1
、0
0
0
円
相
当
）

　
シ
ー
ル
13
枚
コ
ー
ス
　
23
件

　（
プ
レ
ゼ
ン
ト
金
額
5
、0
0
0
円
相
当
）

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
内
容
　
　
地
域
産
品

・
慎
太
郎
グ
ッ
ズ

（
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
、ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
）

・
池
田
柚
華
園（
ゆ
ず
ゼ
リ
ー
、ポ
ン
酢
）

・
ゆ
ず
王
国（
ゆ
ず
サ
イ
ダ
ー
）

・
小
島
山
菜
グ
ル
ー
プ（
ゆ
ず
味
噌
）　
等
々

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
商
品
の
調
達
に
つ
い
て
一
部
協

会
の
会
員
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
あ
っ
た
が
、途
中
で

地
域
に
還
元
で
き
る
よ
う
に
変
更
し
た
。ま
た
、

今
後
で
き
る
だ
け
地
域
に
還
元
し
て
い
く
よ
う

指
導
し
て
い
き
た
い
。

○
担
当
職
員
の
雇
用
形
態
と
業
務
内
容
に
つ
い
て
。

 

答

　村
長

　
以
前
は
、観
光
協
会
の
規
定
に
よ
り
雇
用
さ
れ

て
い
た
が
、観
光
協
会
が
任
意
団
体
で
あ
っ
た
た

め
、職
員
の
体
制
や
身
分
を
明
確
に
す
る
意
味
か

ら
、現
在
、（
株
）き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
の
規
定
に

基
づ
き
雇
用
さ
れ
た
職
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

　
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
村
と
し
ま
し
て

は
、そ
の
執
行
に
つ
い
て
指
導
す
る
べ
き
と
考

え
ま
す
。

　
野
友
地
区
競
争
力
強
化

　
農
地
整
備
事
業
に
つ
い
て

9
　
来
年
度
一
部
着
工
に
向
け
て
作
業
を
進
め

て
い
る
こ
と
と
思
う
が
現
在
の
進
捗
状
況
及
び

今
後
の
施
行
予
定
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
野
友
地
区
競
争
力
強
化
農
地
整
備
事
業
は
、事

業
主
体
が
高
知
県
、総
事
業
費
が
約
３
億
９
百
６

十
万
円
ほ
ど
、整
備
農
地
面
積
が
12
・
1
ha
の
計

画
で
、本
年
度
に
実
施
設
計
を
５
工
区
に
分
け
、

来
年
度
か
ら
着
工
、３
年
後
の
令
和
６
年
度
に
工

事
完
了
予
定
。

　
実
施
設
計
着
手
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、先
月
11
月

９
日
に
地
元
説
明
会
を
開
催
し
、事
業
参
加
者

（
地
権
者
及
び
耕
作
者
）30
名
の
う
ち
19
名
が
出

席
。説
明
会
で
は
、堤
防
計
画
自
体
が
一
時
取
り

止
め
に
な
っ
た
こ
と
や
、堤
防
の
延
長
が
上
流
部

ま
で
延
び
た
こ
と
な
ど
か
ら
、説
明
が
後
手
に
な

り
、多
数
の
意
見
や
質
問
が
あ
っ
た
。説
明
会
翌

日
か
ら
再
度
、事
業
参
加
者
に
対
し
戸
別
訪
問
に

よ
り
説
明
を
行
い
、年
度
内
の
実
施
設
計
に
向
け

て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

9
　
こ
の
件
に
関
し
担
当
者
も
交
代
が
あ
っ
て

い
る
が
、引
継
書
、打
ち
合
わ
せ
議
事
録
、交
渉
記

録
等
は
作
成
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

 

答

　村
長

　
議
事
録
は
で
き
て
い
る
も
の
と
、で
き
て
い
な

い
も
の
が
あ
り
、全
て
に
対
応
す
る
こ
と
が
難
し

か
っ
た
の
で
は
と
反
省
し
て
い
る
。

　
こ
の
事
業
は
圃
場
整
備
と
堤
防
計
画
が
連
動

し
て
開
始
さ
れ
て
い
る
。関
係
者
間
で
一
部
す
れ

違
い
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、堤
防
計
画

と
圃
場
整
備
に
つ
い
て
も
う
少
し
認
識
し
た
う

え
で
、対
処
が
必
要
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
堤

防
計
画
は
進
み
始
め
、圃
場
整
備
も
再
度
説
明
を

し
た
。何
と
か
地
域
が
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
な

結
果
に
結
び
つ
く
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

9
　
今
、和
田
地
区
は
整
備
が
進
ん
で
い
る
が
、

順
調
か
。２
期
モ
デ
ル
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
行
っ
て

も
ら
い
た
い
が
対
応
は
ど
う
か
。

 

答

　村
長

　
村
全
般
の
業
務
の
中
で
事
務
改
善
を
や
り
な

が
ら
今
整
理
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、今
後

遺
漏
の
な
い
よ
う
に
進
め
て
い
く
。ま
た
、和
田

の
圃
場
整
備
に
つ
い
て
も
協
議
の
中
で
、意
思
疎

通
を
図
り
な
が
ら
ご
理
解
い
た
だ
く
よ
う
、野
友

地
区
も
含
め
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
中
岡
慎
太
郎
館
の

　
指
定
管
理
に
つ
い
て

9
　
令
和
４
年
度
か
ら
館
の
運
営
をN
P
O

法
人

中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
に
指
定
管
理
す
る
旨

の
こ
と
で
あ
っ
た
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

 

答

　村
長

　
本
年
７
月
の
段
階
で
指
定
管
理
に
移
行
す
る

た
め
、具
体
的
な
プ
ラ
ン
の
策
定
を
指
示
。１
月

下
旬
ま
で
に
プ
ラ
ン
作
成
の
進
捗
状
況
な
ど
を

確
認
す
る
こ
と
で
調
整
。早
け
れ
ば
、令
和
４
年

度
、遅
く
と
も
５
年
度
に
は
、体
制
を
整
え
て
い

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

9
　
１
月
下
旬
を
目
処
に
早
け
れ
ば
令
和
４
年

度
か
ら
指
定
管
理
の
体
制
を
つ
く
る
こ
と
は
厳

し
い
の
で
は
な
い
か
。

 

答

　村
長

　
１
月
下
旬
ま
で
に
プ
ラ
ン
作
成
の
進
捗
状
況

の
確
認
を
し
て
、必
要
な
手
続
等
に
入
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

早
け
れ
ば
４
年
度
だ
が
、４
月
か
ら
移
行
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
。

 

答

　教
育
長

　
慎
太
郎
館
の
体
制
は
、正
職
員（
学
芸
員
）１
名
、

会
計
年
度
任
用
職
員
２
名
で
、日
々
２
人
の
体
制

を
維
持
し
よ
う
と
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で

対
応
し
て
お
り
、館
自
体
の
運
営
、学
芸
員
が
学

芸
業
務
に
集
中
で
き
な
い
よ
う
な
体
制
に
あ
る
。

龍
馬
伝
や
幕
末
維
新
博
な
ど
県
下
的
な
取
り
組

み
が
な
さ
れ
た
と
き
な
ど
に
外
的
要
因
で
情
報

発
信
を
す
る
機
会
が
生
ま
れ
な
い
と
、館
で
企
画

展
を
開
催
す
る
だ
け
で
は
非
常
に
集
客
が
難
し

い
。学
芸
業
務
に
し
て
も
、別
の
庶
務
に
時
間
を

と
ら
れ
、研
究
的
な
部
分
な
ど
が
で
き
る
体
制
に

な
い
と
こ
ろ
が
館
の
弱
さ
で
は
な
い
か
と
思
う
。

こ
れ
ら
の
面
を
補
う
意
味
で
も
、柏
木
を
核
に
し

て
活
動
し
て
る
顕
彰
会
と
ど
う
実
現
に
持
っ
て

い
く
の
か
一
緒
に
考
え
、指
定
管
理
に
移
行
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
現
状
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
る
。限
り
あ
る
職
員
体
制
の
中
で
、現
在

の
慎
太
郎
館
で
は
今
以
上
の
取
り
組
み
は
な
か

な
か
難
し
い
と
い
う
現
状
に
あ
る
。

　
買
い
物
弱
者
対
策
に
つ
い
て

9
　
今
後
、自
動
車
の
運
転
免
許
を
返
納
す
る
人

も
増
え
、来
年
３
月
に
は
野
友
の
Ｊ
Ａ
の
店
舗
が

閉
店
す
る
。日
常
の
買
い
物
が
困
難
と
な
る
人
々

に
対
し
て
の
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

 

答

　村
長

　
現
在
、食
料
品
な
ど
の
買
い
物
が
で
き
る
場
所

は
、役
場
周
辺
に
あ
る
個
人
商
店
が
２
店
舗
、村

民
会
館
近
く
の
Ｊ
Ａ
の
Ａ
コ
ー
プ
を
含
め
る
と

３
店
舗
が
あ
る
が
、Ａ
コ
ー
プ
は
来
年
３
月
で
閉

店
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。Ａ
コ
ー
プ
に
つ

い
て
は
野
友
南
部
の
高
齢
者
の
方
々
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
想
像
で
き
る
と
こ
ろ
。

　
こ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、現
時
点
で
は
把
握
で

き
て
い
な
い
の
で
、社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し

て
い
る
心
配
事
相
談
で
状
況
を
把
握
し
て
い
く
。

　
一
方
、本
村
の
よ
う
な
条
件
不
利
地
域
で
は
、

自
治
体
の
み
で
買
い
物
弱
者
対
策
を
根
本
的
に

解
決
す
る
の
は
非
常
に
困
難
な
状
況
で
あ
る
が
、

現
在
、あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
に
お

い
て
、集
い
や
外
出
支
援
、生
活
支
援
な
ど
総
合

的
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
お
り
、参
加
者
に
対

し
毎
年
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、買
い
物
支
援
を
実

施
し
た
り
、介
護
予
防
事
業「
ゆ
ず
の
木
」で
は
、

職
員
が
買
い
物
を
代
行
す
る
支
援
も
行
っ
て
い

る
。

　
さ
ら
に
、現
在
は
村
営
バ
ス
の
デ
マ
ン
ド
運
行

や
福
祉
的
バ
ス
で
運
行
の
利
便
性
も
向
上
し
て

い
る
の
で
、病
院
の
受
診
つ
い
で
に
買
い
物
を
し

て
い
る
方
も
い
る
。社
会
福
祉
協
議
会
と
も
協
力

を
し
、多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
工

夫
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

9
　
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
通
信
サ
ー
ビ
ス
が
充

実
し
て
い
る
と
思
う
が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

 

答

　村
長

　
国
は
本
年
９
月
に
デ
ジ
タ
ル
庁
を
発
足
し
、行

政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に「
誰
１

人
取
り
残
さ
な
い
、人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
」

を
進
め
て
い
る
。来
る
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
に
備
え
、

今
後
の
国
の
動
向
や
充
当
財
源
の
有
無
な
ど
を

注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
な

か
、村
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
つ
い
て
、

住
民
の
交
流
を
通
し
て
、遊
び
や
世
代
間
交
流
な

ど
で
自
由
に
触
れ
て
も
ら
え
る
よ
う「
ゆ
ず
の

花
」に
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し
て
お
り
、既
に
ネ
ッ

ト
注
文
で
、買
い
物
を
始
め
た
同
施
設
の
利
用
者

も
い
る
。今
後
も
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、継

続
し
て
い
き
た
い
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

物
損
事
故
に
係
る
和
解
及
び
損
害
賠
償
額

の
決
定
の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
1
7
9
条
第
１
項
に
基
づ
き

報
告
し
、承
認
を
求
め
る
も
の

　
社
会
福
祉
法
人
北
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
が

運
転
す
る
送
迎
用
車
両
の
物
損
事
故
に
対
す
る

和
解
と
賠
償
額
の
決
定

　
全
員
賛
成（
承
認
）

土
地
改
良
事
業
の

施
工
地
域
変
更
に
つ
い
て

　
土
地
改
良
法
第
96
条
の
３
第
１
項
の
規
定
に

基
づ
き
、和
田
日
浦
地
区
に
お
け
る
土
地
改
良
事

業
の
施
行
地
域
を
変
更
す
る
も
の

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

村
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

　
道
路
法
第
８
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、小

島
地
区
の
国
道
4
9
3
号
の
移
管
を
県
か
ら
受
け

る
に
あ
た
り
、村
道
と
し
て
認
定
す
る
た
め
の
も
の

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
が
改

正
さ
れ
、個
人
番
号
カ
ー
ド
を
発
行
す
る
主
体
や
、

個
人
カ
ー
ド
の
再
交
付
に
係
る
手
数
料
の
徴
収

の
事
務
が
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の

　
全
員
賛
成（
原
案
同
意
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
に
伴
う

産
科
医
療
保
障
制
度
の
掛
金
の
見
直
し
と
併
せ

て
、出
産
一
時
金
の
額
を
見
直
す
も
の

　
賛
成
多
数（
原
案
同
意
）

令
和
３
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
３
号)

に
つ
い
て

　
第
２
期
北
川
モ
デ
ル
の
計
画
平
面
図
作
成

や
代
１
期
北
川
モ
デ
ル
の
鳥
獣
対
策
に
か
か
る

経
費
な
ど
を
補
正
し
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

2
1
、3
9
7
千
円
増
額
し
、予
算
総
額
を
2
、

4
1
8
、6
1
9
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

和田　和恵 議員 平岡　章秀 議員

浜渦　康雄 議員

・・ 

意
見
書 

・・

保
育
所
等
の
最
低
基
準（
職
員
配
置
・
面
積

基
準
）と
、保
育
士
の
処
遇
の
抜
本
的
な
改

善
を
求
め
る
意
見
書

　
全
員
賛
成（
可
決
）

　
提
出
先
：
内
閣
総
理
大
臣

　
財
務
大
臣

　
厚
生
労
働
大
臣

　
文
部
科
学
大
臣

　
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
少
子
化
対
策
）

　
衆
議
院
議
長

　
参
議
院
議
長

10
き
　  た
　  が
わ

11
き

た   
が   
わ



第
３
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

第
２
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

第
２
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

中
芸
広
域
連
合
議
会
9
月
定
例

会（
安
田
町
／
中
芸
広
域
連
合
）

９
月
８
日（
水
）

９
月
９
日（
木
）

９
月
10
日（
金
）

９
月
28
日（
火
）

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

出張年金相談開設日程（南国）

南国年金事務所における年金相談時間は下記のとおりです。

○週末の相談
・3月12日（第2土曜日）9：30 ～ 16:00（通常の業務日より相談ブース数は若干少なくなっています）

○平日の年金相談
・月曜日（月曜日が休日の場合は翌開所日になります）8：30～19：00　・火曜日～金曜日　8：30～17：15

 3月 3日（木）10：00～12：00／13：00～15：00 安芸市総合社会福祉センター（2階中会議室）
 予約制（南国年金事務所へ申し込み）

 3月24日（木）11：00～12：00／13：00～15：00 室戸市役所　
 予約制（室戸市役所または南国年金事務所へ申し込み）

　20歳以上の方は原則として毎月、保険料を納めなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、申請により在学中の保険料が猶予される「学生納付特例制度」
があります。

　ただし、学生納付特例の承認を受けた期間があると、保険料を全額納付したときに比べ、将来受け取る年金額が
少なくなりますが、承認を受けた期間の保険料は10年以内であれば後から納めること（追納）もできます。
　詳しくは、住民課または日本年金機構のホームページをご確認ください。

年・金・だ・よ・り1000
5

100 10
50

年金相談の予約相談のお願い
　年金相談・お手続きの際は、予約相談をご利用ください。（０５７０－０５－４８９０（ナビダイヤル））
　《受付時間》 8：30～17：15（土日祝日及び年末年始を除く）

大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校(※)に在籍する学生
※学校教育法で規定されている修業年限が１年以上の課程のある学校
＜前年所得の目安＞128万円 ＋（ 扶養親族等の数 × 38万円）で計算した額以下

対象に
なる方

○
行
政
座
談
会
と
は
、村
か
ら
の
情
報
発
信
も
必

要
だ
と
思
う
が
、主
た
る
目
的
、趣
旨
は
な
に
か
。

 

答

　村
長

　
で
き
る
限
り
地
域
の
声
を
直
接
聞
き
た
い
と

い
っ
た
こ
と
が
根
本
的
に
あ
る
。今
、村
が
で
き

る
限
り
工
夫
し
て
や
っ
て
い
く
た
め
に
は
地
域

の
声
を
聞
き
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
筋

だ
と
考
え
て
い
る
。

○
来
年
度
以
降
も
継
続
開
催
さ
れ
る
と
思
う
が
、

今
年
度
の
反
省
や
課
題
は
ど
の
よ
う
に
改
善

し
て
い
く
の
か
。

 

答

　村
長

　
で
き
る
限
り
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
た

い
の
で
、要
望
や
質
問
に
対
し
て
真
摯
に
受
け
止

め
、村
の
取
り
組
み
に
対
し
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
聞
く
機
会
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
。

　
今
後
も
多
く
の
意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
る

座
談
会
に
し
て
い
き
た
い
。

　
北
川
村
観
光
協
会
の

　
事
業
予
算
に
つ
い
て

9
　
令
和
３
年
度
北
川
村
観
光
協
会
の
今
年
度

事
業
予
算
の
執
行
状
況
全
般
に
つ
い
て
問
う
。

○
今
年
度
事
業
計
画
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
。

　
①
支
出
の
部
　
リ
ー
ス
料

　
②
支
出
の
部
　
印
刷
製
本
費

　
③
支
出
の
部
　
リ
ョ
ー
マ
の
休
日
キ
ャ
ン
ペ
ー

　
　
　
　
　
　
　
ン
連
携
事
業

　
④
ゆ
ず
オ
ー
ナ
ー
制
度

　
令
和
３
年
12
月
定
例
議
会
は
、12
月
９
日
に
開

会
し
承
認
１
件
、土
地
改
良
事
業
の
施
行
地
域
変

更
に
つ
い
て
、村
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て
、ほ

か
条
例
改
正
、一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の

議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
10
日
に
は
、４
氏
が
５
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・ 

　

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
本
村
に
お
い
て
は
、村
民
の
皆
さ
ま
が
マ
ス
ク

の
着
用
や
手
指
消
毒
、室
内
の
換
気
な
ど
の
基
本

的
な
感
染
対
策
を
講
じ
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
こ
と
か
ら
、感
染
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
た
と
考
え
て
い
る
。

■
地
方
創
生
総
合
戦
略

　
村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会
は
、村
内
15
会
場

の
う
ち
11
会
場
で
開
催
し
、第
２
期
の「
北
川
村

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」の
基
本
政

策
で
あ
る
、生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
や
子
育

て
・
教
育
環
境
の
整
備
、生
活
基
盤
の
充
実
と
有

効
活
用
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
行
っ
た
。参
加

者
か
ら
は
、ゆ
ず
園
地
の
確
保
の
あ
り
方
、農
業

研
修
生
へ
の
支
援
、自
然
災
害
へ
の
不
安
や
対
応

方
法
、文
教
施
設
・
子
育
て
環
境
等
基
本
計
画
の

検
討
な
ど
に
関
す
る
意
見
、質
問
な
ど
が
あ
り
、

す
ぐ
に
対
応
で
き
る
こ
と
は
対
応
し
、予
算
措
置

が
必
要
な
事
案
は
来
年
度
の
予
算
編
成
を
通
じ

て
検
討
し
、こ
れ
ら
は
広
報
誌
や
来
年
度
の
座
談

会
で
報
告
す
る
。残
る
４
会
場
は
来
年
１
月
12
日

よ
り
再
開
す
る
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興

○「
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
」策
定
に
向
け
て
研

修
生
や
受
入
農
家
と
協
議
を
重
ね
、新
た
な

ル
ー
ル
の
も
と
研
修
を
実
施
し
、一
部
の
研
修

生
は
一
般
社
団
法
人
北
川
村
振
興
公
社
の
研

修
園
地
か
ら
の
出
荷
を
終
え
、研
修
終
了
後
１

年
目
の
収
入
額
の
参
考
値
を
把
握
で
き
た
こ

と
か
ら
、実
践
的
な
経
営
モ
デ
ル
と
園
地
配
分

モ
デ
ル
を
プ
ラ
ン
に
盛
り
込
む
べ
く
年
度
内

の
作
成
を
進
め
る
。

○「
地
区
存
続
プ
ラ
ン
」は「
北
部
地
区
地
域
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

若
い
担
い
手
に
継
承
さ
れ
た
ゆ
ず
園
地
で
の

収
穫
作
業
や
、ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し

て
苔
玉
の
生
産
を
開
始
。今
後
、ゆ
ず
園
地
の

再
生
、地
区
外
か
ら
の
人
材
受
入
の
継
続
、体

験
型
マ
ル
シ
ェ
の
開
催
な
ど
地
域
再
生
の
拠

点
づ
く
り
を
進
め
る
。

○
移
住
促
進
に
つ
い
て
は
、空
き
家
バ
ン
ク
へ
の

登
録
に
関
す
る
相
談
が
11
軒
あ
り
、５
軒
が
登

録
。改
修
中
の
小
島
の
移
住
促
進
住
宅
は
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
か
ら
使
用
資
材
の
調
達
が
遅
れ
、

来
年
１
月
末
完
成
予
定
。

■
圃
場
整
備

○
第
２
期
北
川
モ
デ
ル
は
、本
年
度
に
事
業
区
域

を
選
定
、来
年
９
月
ま
で
に
事
業
計
画
書
を
作

成
。国
へ
事
業
申
請
を
行
い
、採
択
後
令
和
５

年
度
に
実
施
計
画
を
作
成
、６
年
度
か
ら
の
着

工
に
取
り
組
む
。

○
野
友
地
区
圃
場
整
備
は
、地
元
説
明
会
を
実
施
。

地
権
者
や
耕
作
者
か
ら
意
見
や
質
問
が
あ
り
、

改
め
て
意
思
確
認
と
希
望
区
画
の
把
握
を
行

い
、実
施
設
計
に
反
映
し
て
い
く
。

■
生
活
基
盤
の
整
備

○
共
同
社
員
住
宅
の
造
成
工
事
は
、土
砂
の
搬
入

を
完
了
。住
宅
設
計
は
県
住
宅
供
給
公
社
で
進

め
て
お
り
、３
月
に
完
了
予
定
。

○
村
道
石
ノ
内
線
改
良
工
事
は
、主
な
工
事
を
完

了
。カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
の
安
全
施
設
の
整
備
が

今
月
下
旬
に
完
成
予
定
。

■
防
災
・
地
震
対
策

○
住
宅
の
耐
震
化
は
、耐
震
診
断
３
件
、耐
震
設

計
６
件
、耐
震
工
事
７
件
の
申
請
。

○
老
朽
住
宅
の
除
却
は
、相
談
11
件
、う
ち
申
請

５
件
で
２
件
の
事
業
が
完
了
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

○
特
定
健
診
の
受
診
率
は
、41
・
4
％（
10
月
末
現

在
、前
年
同
月
比
7
・
5
ポ
イ
ン
ト
増
）。

○
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
は
、13
会
場
で
実
施
。80

名
が
参
加
し
、健
康
状
態
の
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
結
果
を
も
と
に
地
域
の
現
状
把
握
に
つ

と
め
、関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、保
健
・
福
祉

事
業
の
拡
充
に
つ
な
げ
る
。

■
観
光
の
振
興

○
モ
ネ
の
庭
の
入
園
者
数
は
、

　
11
月
末
現
在
5
2
、9
9
4
人
。

　（
昨
年
同
期
4
4
、0
2
7
人
、約
＋
20
％
。

　
令
和
元
年
同
期
6
5
、7
2
1
人
、約
▲
19
％
）

○
北
川
村
温
泉
の
利
用
者
数
は
、

　
11
月
末
現
在
1
0
、0
3
5
人
。

　（
昨
年
同
期
8
、3
6
2
人
、約
＋
20
％
。

　
令
和
元
年
同
期
1
2
、5
4
3
人
、約
▲
20
％
）

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金

○
11
月
末
集
計
分
で
の
納
税
実
績
は
、

　
4
、5
1
5
件
、3
3
、5
4
5
千
円
。

　（
昨
年
同
期
4
、0
2
4
件
、3
1
、1
2
0
千
円
）

■
教
育
関
係

○
保
小
中
一
体
化

　
　「
北
川
村
文
教
施
設
・
子
育
て
環
境
等
整
備

事
業
基
本
計
画
検
討
委
員
会
」を
こ
れ
ま
で
５

回
開
催
。

　
　
基
本
計
画
の
策
定
に
お
い
て
は
、子
ど
も
や

教
職
員
、地
域
住
民
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、さ
ら
に
全
村
民
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、図
書
館
や
公
園
整
備

の
意
見
が
多
か
っ
た
他
、健
康
増
進
の
た
め
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
や
子
ど
も
達
が
社
会

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
空
間
整
備
が
必
要

と
の
意
見
が
あ
り
、こ
れ
ら
を
踏
ま
え
検
討
さ

れ
て
い
る
。

　
　
保
育
所
と
小
中
学
校
の
一
体
的
な
組
織
体

制
や
施
設
整
備
で
は
、北
川
村
な
ら
で
は
の
15

年
間
一
貫
し
た
子
育
て
教
育
を
推
進
す
べ
く
、

地
域
と
と
も
に
あ
る
一
体
的
な
施
設
整
備
の

検
討
に
加
え
、教
育
制
度
や
保
育
指
針
を
踏
ま

え
た
義
務
教
育
学
校
や
認
定
こ
ど
も
園
の
導

入
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

○
北
川
学
の
深
化

　
　
地
域
学
と
し
て
の
学
習
活
動
だ
け
で
は
な
く
、

探
究
心
や
想
像
力
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

の
向
上
、キ
ャ
リ
ア
形
成
な
ど
、自
分
の
未
来
を

切
り
開
く
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
を
育
む
た
め

の
礎
と
な
る
よ
う
、北
川
村
な
ら
で
は
の
教
育

環
境
を
構
築
し
て
い
く
。

○
中
岡
慎
太
郎
館
の
入
館
者
数
は
、

　
11
月
末
現
在
3
、1
6
8
人
。

　（
昨
年
同
期
2
、8
0
6
人
、約
＋
13
％
。

　
令
和
元
年
同
期
5
、1
5
0
人
、約
▲
38
％
）

■
中
芸
広
域
連
合
関
係

以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況（
12
月
１
日
時
点
）

工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

・・ 

一
般
質
問 

・・

　
令
和
３
年
度
実
施
の

　
行
政
座
談
会
に
つ
い
て

9
　
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
実
施
さ
れ
た
座
談
会
の

総
括
を
問
う
。

○
各
地
区
の
参
加
人
数
と
参
加
者
よ
り
出
さ
れ
た

意
見
の
な
か
で
検
討
さ
れ
る
も
の
は
あ
っ
た
の
か
。

 

答

　村
長

　
第
２
期
の
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
基
本
政
策
と
な
る「
生
活
で
き
る
産

業
の
構
築
」、「
子
育
て
環
境
、子
育
て
教
育
環
境

の
整
備
」、「
生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
」に

つ
い
て
情
報
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、ゆ
ず
園
地
の
確
保
の
在
り
方

や
、農
業
研
修
生
へ
の
支
援
に
対
す
る
意
見
と
要

望
を
は
じ
め
、自
然
災
害
へ
の
不
安
や
対
応
方
法
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
接
種
の
状
況
、

保
小
中
一
体
化
に
向
け
て
策
定
す
る
文
教
施
設
、

子
育
て
環
境
等
整
備
事
業
基
本
計
画
に
関
す
る

質
問
が
あ
っ
た
。

　
参
加
人
数
は
、15
会
場
の
う
ち
11
会
場
で
開
催

し
た
現
在
、77
名
。大
体
通
年
、人
口
の
１
割
弱
ぐ

ら
い
の
方
が
参
加
。

○
来
年
度
事
業
予
算
に
反
映
さ
れ
る
事
項
は

あ
っ
た
の
か
。出
さ
れ
た
意
見
や
質
問
の
な
か

で
返
答
が
必
要
な
こ
と
は
実
施
さ
れ
た
の
か
。

 

答

　村
長

　
座
談
会
で
出
た
意
見
要
望
に
対
し
、す
ぐ
対
応
で

き
る
も
の
は
対
応
し
、予
算
措
置
が
必
要
な
案
件
は
、

来
年
度
の
予
算
編
成
を
通
じ
て
検
討
し
て
い
く
。

　
具
体
的
な
例
を
挙
げ
る
と
、道
路
整
備
に
関
し

て
、島
地
区
、宗
ノ
上
地
区
で
は
村
道
の
改
修
、水

道
施
設
で
は
、西
谷
水
道
施
設
の
修
復
に
着
手
。

崎
山
集
会
所
の
洋
式
ト
イ
レ
の
改
修
等
は
来
年

度
予
算
で
対
応
を
検
討
。全
地
区
が
終
了
し
た
段

階
で
整
理
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

答

　村
長

　
観
光
協
会
か
ら
の
令
和
３
年
度
の
事
業
目
的

に
沿
っ
た
、要
望
申
請
を
受
け
、村
補
助
金
と
し

て
2
1
、9
2
1
千
円
の
交
付
を
決
定
し
て
い
る
。

　
今
年
度
の
予
算
執
行
状
況
は
、1
0
、3
3
4

千
円
で
執
行
率
47
％
。

○
慎
太
郎
パ
ス
ポ
ー
ト
の
運
用
状
況
と
プ
レ
ゼ

ン
ト
品
に
つ
い
て
。

 

答

　村
長

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、全
国
全
県
下
で
催
し
が
中
止
や
延
期
に
な
る

な
か
、北
川
村
で
も
同
様
の
状
況
と
な
り
、３
月

開
催
の
北
川
村
観
光
び
ら
き
も
中
止
と
な
っ
た
。

一
時
的
に
人
を
集
め
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
で
は

な
く
て
、年
間
を
通
じ
て
村
内
を
周
遊
し
て
い
た

だ
く
施
策
と
し
て
、慎
太
郎
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
が

企
画
さ
れ
た
。

　
作
成
部
数
　
令
和
２
年
度
　
5
0
0
部

　
　
　
　
　
　
令
和
３
年
度
　
5
0
0
部

　
受
付
期
間
　
令
和
３
年
８
月
末

　
発
行
数
　
　
7
5
2
冊

　
応
募
数
　
　
57
件

　
内
シ
ー
ル
10
枚
コ
ー
ス
　
34
件

　（
プ
レ
ゼ
ン
ト
金
額
1
、0
0
0
円
相
当
）

　
シ
ー
ル
13
枚
コ
ー
ス
　
23
件

　（
プ
レ
ゼ
ン
ト
金
額
5
、0
0
0
円
相
当
）

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
内
容
　
　
地
域
産
品

・
慎
太
郎
グ
ッ
ズ

（
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
、ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
）

・
池
田
柚
華
園（
ゆ
ず
ゼ
リ
ー
、ポ
ン
酢
）

・
ゆ
ず
王
国（
ゆ
ず
サ
イ
ダ
ー
）

・
小
島
山
菜
グ
ル
ー
プ（
ゆ
ず
味
噌
）　
等
々

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
商
品
の
調
達
に
つ
い
て
一
部
協

会
の
会
員
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
あ
っ
た
が
、途
中
で

地
域
に
還
元
で
き
る
よ
う
に
変
更
し
た
。ま
た
、

今
後
で
き
る
だ
け
地
域
に
還
元
し
て
い
く
よ
う

指
導
し
て
い
き
た
い
。

○
担
当
職
員
の
雇
用
形
態
と
業
務
内
容
に
つ
い
て
。

 

答

　村
長

　
以
前
は
、観
光
協
会
の
規
定
に
よ
り
雇
用
さ
れ

て
い
た
が
、観
光
協
会
が
任
意
団
体
で
あ
っ
た
た

め
、職
員
の
体
制
や
身
分
を
明
確
に
す
る
意
味
か

ら
、現
在
、（
株
）き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
の
規
定
に

基
づ
き
雇
用
さ
れ
た
職
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

　
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
村
と
し
ま
し
て

は
、そ
の
執
行
に
つ
い
て
指
導
す
る
べ
き
と
考

え
ま
す
。

　
野
友
地
区
競
争
力
強
化

　
農
地
整
備
事
業
に
つ
い
て

9
　
来
年
度
一
部
着
工
に
向
け
て
作
業
を
進
め

て
い
る
こ
と
と
思
う
が
現
在
の
進
捗
状
況
及
び

今
後
の
施
行
予
定
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
野
友
地
区
競
争
力
強
化
農
地
整
備
事
業
は
、事

業
主
体
が
高
知
県
、総
事
業
費
が
約
３
億
９
百
６

十
万
円
ほ
ど
、整
備
農
地
面
積
が
12
・
1
ha
の
計

画
で
、本
年
度
に
実
施
設
計
を
５
工
区
に
分
け
、

来
年
度
か
ら
着
工
、３
年
後
の
令
和
６
年
度
に
工

事
完
了
予
定
。

　
実
施
設
計
着
手
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、先
月
11
月

９
日
に
地
元
説
明
会
を
開
催
し
、事
業
参
加
者

（
地
権
者
及
び
耕
作
者
）30
名
の
う
ち
19
名
が
出

席
。説
明
会
で
は
、堤
防
計
画
自
体
が
一
時
取
り

止
め
に
な
っ
た
こ
と
や
、堤
防
の
延
長
が
上
流
部

ま
で
延
び
た
こ
と
な
ど
か
ら
、説
明
が
後
手
に
な

り
、多
数
の
意
見
や
質
問
が
あ
っ
た
。説
明
会
翌

日
か
ら
再
度
、事
業
参
加
者
に
対
し
戸
別
訪
問
に

よ
り
説
明
を
行
い
、年
度
内
の
実
施
設
計
に
向
け

て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

9
　
こ
の
件
に
関
し
担
当
者
も
交
代
が
あ
っ
て

い
る
が
、引
継
書
、打
ち
合
わ
せ
議
事
録
、交
渉
記

録
等
は
作
成
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

 

答

　村
長

　
議
事
録
は
で
き
て
い
る
も
の
と
、で
き
て
い
な

い
も
の
が
あ
り
、全
て
に
対
応
す
る
こ
と
が
難
し

か
っ
た
の
で
は
と
反
省
し
て
い
る
。

　
こ
の
事
業
は
圃
場
整
備
と
堤
防
計
画
が
連
動

し
て
開
始
さ
れ
て
い
る
。関
係
者
間
で
一
部
す
れ

違
い
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、堤
防
計
画

と
圃
場
整
備
に
つ
い
て
も
う
少
し
認
識
し
た
う

え
で
、対
処
が
必
要
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
堤

防
計
画
は
進
み
始
め
、圃
場
整
備
も
再
度
説
明
を

し
た
。何
と
か
地
域
が
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
な

結
果
に
結
び
つ
く
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

9
　
今
、和
田
地
区
は
整
備
が
進
ん
で
い
る
が
、

順
調
か
。２
期
モ
デ
ル
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
行
っ
て

も
ら
い
た
い
が
対
応
は
ど
う
か
。

 

答

　村
長

　
村
全
般
の
業
務
の
中
で
事
務
改
善
を
や
り
な

が
ら
今
整
理
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、今
後

遺
漏
の
な
い
よ
う
に
進
め
て
い
く
。ま
た
、和
田

の
圃
場
整
備
に
つ
い
て
も
協
議
の
中
で
、意
思
疎

通
を
図
り
な
が
ら
ご
理
解
い
た
だ
く
よ
う
、野
友

地
区
も
含
め
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
中
岡
慎
太
郎
館
の

　
指
定
管
理
に
つ
い
て

9
　
令
和
４
年
度
か
ら
館
の
運
営
をN

P
O

法
人

中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
に
指
定
管
理
す
る
旨

の
こ
と
で
あ
っ
た
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

 

答

　村
長

　
本
年
７
月
の
段
階
で
指
定
管
理
に
移
行
す
る

た
め
、具
体
的
な
プ
ラ
ン
の
策
定
を
指
示
。１
月

下
旬
ま
で
に
プ
ラ
ン
作
成
の
進
捗
状
況
な
ど
を

確
認
す
る
こ
と
で
調
整
。早
け
れ
ば
、令
和
４
年

度
、遅
く
と
も
５
年
度
に
は
、体
制
を
整
え
て
い

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

9
　
１
月
下
旬
を
目
処
に
早
け
れ
ば
令
和
４
年

度
か
ら
指
定
管
理
の
体
制
を
つ
く
る
こ
と
は
厳

し
い
の
で
は
な
い
か
。

 

答

　村
長

　
１
月
下
旬
ま
で
に
プ
ラ
ン
作
成
の
進
捗
状
況

の
確
認
を
し
て
、必
要
な
手
続
等
に
入
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

早
け
れ
ば
４
年
度
だ
が
、４
月
か
ら
移
行
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
。

 

答

　教
育
長

　
慎
太
郎
館
の
体
制
は
、正
職
員（
学
芸
員
）１
名
、

会
計
年
度
任
用
職
員
２
名
で
、日
々
２
人
の
体
制

を
維
持
し
よ
う
と
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で

対
応
し
て
お
り
、館
自
体
の
運
営
、学
芸
員
が
学

芸
業
務
に
集
中
で
き
な
い
よ
う
な
体
制
に
あ
る
。

龍
馬
伝
や
幕
末
維
新
博
な
ど
県
下
的
な
取
り
組

み
が
な
さ
れ
た
と
き
な
ど
に
外
的
要
因
で
情
報

発
信
を
す
る
機
会
が
生
ま
れ
な
い
と
、館
で
企
画

展
を
開
催
す
る
だ
け
で
は
非
常
に
集
客
が
難
し

い
。学
芸
業
務
に
し
て
も
、別
の
庶
務
に
時
間
を

と
ら
れ
、研
究
的
な
部
分
な
ど
が
で
き
る
体
制
に

な
い
と
こ
ろ
が
館
の
弱
さ
で
は
な
い
か
と
思
う
。

こ
れ
ら
の
面
を
補
う
意
味
で
も
、柏
木
を
核
に
し

て
活
動
し
て
る
顕
彰
会
と
ど
う
実
現
に
持
っ
て

い
く
の
か
一
緒
に
考
え
、指
定
管
理
に
移
行
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
現
状
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
る
。限
り
あ
る
職
員
体
制
の
中
で
、現
在

の
慎
太
郎
館
で
は
今
以
上
の
取
り
組
み
は
な
か

な
か
難
し
い
と
い
う
現
状
に
あ
る
。

　
買
い
物
弱
者
対
策
に
つ
い
て

9
　
今
後
、自
動
車
の
運
転
免
許
を
返
納
す
る
人

も
増
え
、来
年
３
月
に
は
野
友
の
Ｊ
Ａ
の
店
舗
が

閉
店
す
る
。日
常
の
買
い
物
が
困
難
と
な
る
人
々

に
対
し
て
の
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

 

答

　村
長

　
現
在
、食
料
品
な
ど
の
買
い
物
が
で
き
る
場
所

は
、役
場
周
辺
に
あ
る
個
人
商
店
が
２
店
舗
、村

民
会
館
近
く
の
Ｊ
Ａ
の
Ａ
コ
ー
プ
を
含
め
る
と

３
店
舗
が
あ
る
が
、Ａ
コ
ー
プ
は
来
年
３
月
で
閉

店
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。Ａ
コ
ー
プ
に
つ

い
て
は
野
友
南
部
の
高
齢
者
の
方
々
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
想
像
で
き
る
と
こ
ろ
。

　
こ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、現
時
点
で
は
把
握
で

き
て
い
な
い
の
で
、社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し

て
い
る
心
配
事
相
談
で
状
況
を
把
握
し
て
い
く
。

　
一
方
、本
村
の
よ
う
な
条
件
不
利
地
域
で
は
、

自
治
体
の
み
で
買
い
物
弱
者
対
策
を
根
本
的
に

解
決
す
る
の
は
非
常
に
困
難
な
状
況
で
あ
る
が
、

現
在
、あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
に
お

い
て
、集
い
や
外
出
支
援
、生
活
支
援
な
ど
総
合

的
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
お
り
、参
加
者
に
対

し
毎
年
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、買
い
物
支
援
を
実

施
し
た
り
、介
護
予
防
事
業「
ゆ
ず
の
木
」で
は
、

職
員
が
買
い
物
を
代
行
す
る
支
援
も
行
っ
て
い

る
。

　
さ
ら
に
、現
在
は
村
営
バ
ス
の
デ
マ
ン
ド
運
行

や
福
祉
的
バ
ス
で
運
行
の
利
便
性
も
向
上
し
て

い
る
の
で
、病
院
の
受
診
つ
い
で
に
買
い
物
を
し

て
い
る
方
も
い
る
。社
会
福
祉
協
議
会
と
も
協
力

を
し
、多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
工

夫
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

9
　
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
通
信
サ
ー
ビ
ス
が
充

実
し
て
い
る
と
思
う
が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

 

答

　村
長

　
国
は
本
年
９
月
に
デ
ジ
タ
ル
庁
を
発
足
し
、行

政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に「
誰
１

人
取
り
残
さ
な
い
、人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
」

を
進
め
て
い
る
。来
る
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
に
備
え
、

今
後
の
国
の
動
向
や
充
当
財
源
の
有
無
な
ど
を

注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
な

か
、村
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
つ
い
て
、

住
民
の
交
流
を
通
し
て
、遊
び
や
世
代
間
交
流
な

ど
で
自
由
に
触
れ
て
も
ら
え
る
よ
う「
ゆ
ず
の

花
」に
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し
て
お
り
、既
に
ネ
ッ

ト
注
文
で
、買
い
物
を
始
め
た
同
施
設
の
利
用
者

も
い
る
。今
後
も
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、継

続
し
て
い
き
た
い
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

物
損
事
故
に
係
る
和
解
及
び
損
害
賠
償
額

の
決
定
の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
1
7
9
条
第
１
項
に
基
づ
き

報
告
し
、承
認
を
求
め
る
も
の

　
社
会
福
祉
法
人
北
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
が

運
転
す
る
送
迎
用
車
両
の
物
損
事
故
に
対
す
る

和
解
と
賠
償
額
の
決
定

　
全
員
賛
成（
承
認
）

土
地
改
良
事
業
の

施
工
地
域
変
更
に
つ
い
て

　
土
地
改
良
法
第
96
条
の
３
第
１
項
の
規
定
に

基
づ
き
、和
田
日
浦
地
区
に
お
け
る
土
地
改
良
事

業
の
施
行
地
域
を
変
更
す
る
も
の

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

村
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

　
道
路
法
第
８
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、小

島
地
区
の
国
道
4
9
3
号
の
移
管
を
県
か
ら
受
け

る
に
あ
た
り
、村
道
と
し
て
認
定
す
る
た
め
の
も
の

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
が
改

正
さ
れ
、個
人
番
号
カ
ー
ド
を
発
行
す
る
主
体
や
、

個
人
カ
ー
ド
の
再
交
付
に
係
る
手
数
料
の
徴
収

の
事
務
が
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の

　
全
員
賛
成（
原
案
同
意
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
に
伴
う

産
科
医
療
保
障
制
度
の
掛
金
の
見
直
し
と
併
せ

て
、出
産
一
時
金
の
額
を
見
直
す
も
の

　
賛
成
多
数（
原
案
同
意
）

令
和
３
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
３
号)

に
つ
い
て

　
第
２
期
北
川
モ
デ
ル
の
計
画
平
面
図
作
成

や
代
１
期
北
川
モ
デ
ル
の
鳥
獣
対
策
に
か
か
る

経
費
な
ど
を
補
正
し
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

2
1
、3
9
7
千
円
増
額
し
、予
算
総
額
を
2
、

4
1
8
、6
1
9
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域
連
合
議

会
第
39
回
定
例
会
事
前
説
明

（
北
川
村
庁
舎
）

高
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
第
35
回
定
例
会
事
前
説

明（
北
川
村
庁
舎
）

令
和
３
年
第
１
回
安
芸
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
臨
時
会（
安
芸

市
／
安
芸
広
域
メ
ル
ト
セ
ン

タ
ー
）

令
和
３
年
第
２
回
安
芸
広
域
市

町
村
圏
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

組
合
議
会
定
例
会（
奈
半
利
町
／

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
光
園
）

こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域
連
合
議

会
第
39
回
定
例
会（
高
知
市
／
高

知
県
自
治
会
館
）

高
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
第
35
回
定
例
会

（
高
知
市
／
高
知
県
自
治
会
館
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
正
副

会
長
会（
高
知
市
／
高
知
県
自
治

会
館
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
理
事

会（
高
知
市
／
高
知
県
自
治
会

館
）

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー（
高
知
市
／
高

知
県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会（
北

川
村
庁
舎
）

高
知
県
戦
没
者
追
悼
式 

（
高
知

市
／
高
知
県
立
県
民
文
化
ホ
ー

ル
）　

北
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
評
議

９
月
29
日（
水
）

10
月
８
日（
金
）

10
月
11
日（
月
）

10
月
12
日（
火
）

10
月
20
日（
水
）

10
月
26
日（
火
）

10
月
29
日（
金
）

11
月
１
日（
月
）

員
会（
北
川
村
）

農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
農
地

整
備
事
業
に
関
す
る
要
望
活
動

（
東
京
都
）

四
国
直
轄（
吉
野
川
・
重
信
川
・
奈

半
利
川
）砂
防
事
業
促
進
期
成
同

盟
会
四
国
地
方
整
備
局
要
望
活

動（
高
松
市
）

中
岡
慎
太
郎
墓
前
祭（
北
川
村
）

高
知
県
政
１
５
０
年
記
念
式
典

（
高
知
市
／
高
知
県
立
県
民
文
化

ホ
ー
ル
）

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会（
東
京

都
）

主
要
地
方
道
安
田
東
洋
・
魚
梁
瀬

公
園
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

土
木
部
長
要
望（
高
知
市
／
高
知

県
庁
）

令
和
３
年
第
３
回
安
芸
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
議
会
定
例
会

（
安
芸
市
／
安
芸
広
域
メ
ル
ト
セ

ン
タ
ー
）

全
員
協
議
会（
北
川
村
庁
舎
）

議
会
運
営
委
員
会（
北
川
村
庁

舎
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
正
副

会
長
会（
高
知
市
／
高
知
県
自
治

会
館
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
理
事

会（
高
知
市
／
高
知
県
自
治
会

館
）

脱
炭
素
移
行
・
再
エ
ネ
推
進
交
付

金
事
業
に
関
す
る
要
望
活
動（
東

京
都
）

11
月
４
日（
木
）

〜
６
日（
土
）

　
　
　
　
　
　

11
月
16
日（
火
）

11
月
17
日（
水
）

11
月
23
日（
火
）

11
月
25
日（
木
）

〜
26
日（
金
）

11
月
29
日（
月
）

11
月
30
日（
火
）

12
月
１
日（
水
）

12
月
２
日（
木
）

12
月
３
日（
金
）

12
月
６
日（
月
）

〜
７
日（
火
）

・・ 

意
見
書 

・・

保
育
所
等
の
最
低
基
準（
職
員
配
置
・
面
積

基
準
）と
、保
育
士
の
処
遇
の
抜
本
的
な
改

善
を
求
め
る
意
見
書

　
全
員
賛
成（
可
決
）

　
提
出
先
：
内
閣
総
理
大
臣

　
財
務
大
臣

　
厚
生
労
働
大
臣

　
文
部
科
学
大
臣

　
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
少
子
化
対
策
）

　
衆
議
院
議
長

　
参
議
院
議
長

令
和
3
年
９
月
議
会

以
降
の
議
長
会
務
報
告

日本遺産
第3号認定
登録番号51

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会
～中芸地域の日本遺産魅力発信便り vol.53～

お問い合わせ：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局（中芸広域体育館内）

Mail:yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
HP：http://yuzuroad.jp/ 「ゆずとりんてつ」で検索

☎0887-30-1865

　「日本遺産ゆずと林鉄」の構成文化財を学び、５町村連携のガイドを養成する
講座が開催されています。当初は昨年9月スタートでしたが、新型コロナウイ
ルス感染症等の影響により12月から始まりました。現在まで3回の講座が終
了しています。来年度も引き続きガイド養成講座を実施する予定です。

■令和3年度日本遺産ガイド養成講座

　「ゆず林鉄EXPO2022」が令和4年2月6日
（日）～20日（日）（オーテピア高知図書館）、2月
13日（日）～20日（日）（高知城歴史博物館）で開
催されます。今回は新型コロナウイルス感染症等
のためにイベント行事等は縮小され展示のみの
開催となっています。

■ゆず林鉄EXPO2022

12
き
　  た
　  が
わ

13
き

た   
が   
わ



第
３
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

第
２
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

第
２
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

中
芸
広
域
連
合
議
会
9
月
定
例

会（
安
田
町
／
中
芸
広
域
連
合
）

９
月
８
日（
水
）

９
月
９
日（
木
）

９
月
10
日（
金
）

９
月
28
日（
火
）

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

出張年金相談開設日程（南国）

南国年金事務所における年金相談時間は下記のとおりです。

○週末の相談
・3月12日（第2土曜日）9：30 ～ 16:00（通常の業務日より相談ブース数は若干少なくなっています）

○平日の年金相談
・月曜日（月曜日が休日の場合は翌開所日になります）8：30～19：00　・火曜日～金曜日　8：30～17：15

 3月 3日（木）10：00～12：00／13：00～15：00 安芸市総合社会福祉センター（2階中会議室）
 予約制（南国年金事務所へ申し込み）

 3月24日（木）11：00～12：00／13：00～15：00 室戸市役所　
 予約制（室戸市役所または南国年金事務所へ申し込み）

　20歳以上の方は原則として毎月、保険料を納めなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、申請により在学中の保険料が猶予される「学生納付特例制度」
があります。

　ただし、学生納付特例の承認を受けた期間があると、保険料を全額納付したときに比べ、将来受け取る年金額が
少なくなりますが、承認を受けた期間の保険料は10年以内であれば後から納めること（追納）もできます。
　詳しくは、住民課または日本年金機構のホームページをご確認ください。

年・金・だ・よ・り1000
5

100 10
50

年金相談の予約相談のお願い
　年金相談・お手続きの際は、予約相談をご利用ください。（０５７０－０５－４８９０（ナビダイヤル））
　《受付時間》 8：30～17：15（土日祝日及び年末年始を除く）

大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校(※)に在籍する学生
※学校教育法で規定されている修業年限が１年以上の課程のある学校
＜前年所得の目安＞128万円 ＋（ 扶養親族等の数 × 38万円）で計算した額以下

対象に
なる方

○
行
政
座
談
会
と
は
、村
か
ら
の
情
報
発
信
も
必

要
だ
と
思
う
が
、主
た
る
目
的
、趣
旨
は
な
に
か
。

 

答

　村
長

　
で
き
る
限
り
地
域
の
声
を
直
接
聞
き
た
い
と

い
っ
た
こ
と
が
根
本
的
に
あ
る
。今
、村
が
で
き

る
限
り
工
夫
し
て
や
っ
て
い
く
た
め
に
は
地
域

の
声
を
聞
き
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
筋

だ
と
考
え
て
い
る
。

○
来
年
度
以
降
も
継
続
開
催
さ
れ
る
と
思
う
が
、

今
年
度
の
反
省
や
課
題
は
ど
の
よ
う
に
改
善

し
て
い
く
の
か
。

 

答

　村
長

　
で
き
る
限
り
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
た

い
の
で
、要
望
や
質
問
に
対
し
て
真
摯
に
受
け
止

め
、村
の
取
り
組
み
に
対
し
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
聞
く
機
会
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
。

　
今
後
も
多
く
の
意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
る

座
談
会
に
し
て
い
き
た
い
。

　
北
川
村
観
光
協
会
の

　
事
業
予
算
に
つ
い
て

9
　
令
和
３
年
度
北
川
村
観
光
協
会
の
今
年
度

事
業
予
算
の
執
行
状
況
全
般
に
つ
い
て
問
う
。

○
今
年
度
事
業
計
画
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
。

　
①
支
出
の
部
　
リ
ー
ス
料

　
②
支
出
の
部
　
印
刷
製
本
費

　
③
支
出
の
部
　
リ
ョ
ー
マ
の
休
日
キ
ャ
ン
ペ
ー

　
　
　
　
　
　
　
ン
連
携
事
業

　
④
ゆ
ず
オ
ー
ナ
ー
制
度

　
令
和
３
年
12
月
定
例
議
会
は
、12
月
９
日
に
開

会
し
承
認
１
件
、土
地
改
良
事
業
の
施
行
地
域
変

更
に
つ
い
て
、村
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て
、ほ

か
条
例
改
正
、一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の

議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
10
日
に
は
、４
氏
が
５
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・ 

　

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
本
村
に
お
い
て
は
、村
民
の
皆
さ
ま
が
マ
ス
ク

の
着
用
や
手
指
消
毒
、室
内
の
換
気
な
ど
の
基
本

的
な
感
染
対
策
を
講
じ
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
こ
と
か
ら
、感
染
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
た
と
考
え
て
い
る
。

■
地
方
創
生
総
合
戦
略

　
村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会
は
、村
内
15
会
場

の
う
ち
11
会
場
で
開
催
し
、第
２
期
の「
北
川
村

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」の
基
本
政

策
で
あ
る
、生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
や
子
育

て
・
教
育
環
境
の
整
備
、生
活
基
盤
の
充
実
と
有

効
活
用
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
行
っ
た
。参
加

者
か
ら
は
、ゆ
ず
園
地
の
確
保
の
あ
り
方
、農
業

研
修
生
へ
の
支
援
、自
然
災
害
へ
の
不
安
や
対
応

方
法
、文
教
施
設
・
子
育
て
環
境
等
基
本
計
画
の

検
討
な
ど
に
関
す
る
意
見
、質
問
な
ど
が
あ
り
、

す
ぐ
に
対
応
で
き
る
こ
と
は
対
応
し
、予
算
措
置

が
必
要
な
事
案
は
来
年
度
の
予
算
編
成
を
通
じ

て
検
討
し
、こ
れ
ら
は
広
報
誌
や
来
年
度
の
座
談

会
で
報
告
す
る
。残
る
４
会
場
は
来
年
１
月
12
日

よ
り
再
開
す
る
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興

○「
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
」策
定
に
向
け
て
研

修
生
や
受
入
農
家
と
協
議
を
重
ね
、新
た
な

ル
ー
ル
の
も
と
研
修
を
実
施
し
、一
部
の
研
修

生
は
一
般
社
団
法
人
北
川
村
振
興
公
社
の
研

修
園
地
か
ら
の
出
荷
を
終
え
、研
修
終
了
後
１

年
目
の
収
入
額
の
参
考
値
を
把
握
で
き
た
こ

と
か
ら
、実
践
的
な
経
営
モ
デ
ル
と
園
地
配
分

モ
デ
ル
を
プ
ラ
ン
に
盛
り
込
む
べ
く
年
度
内

の
作
成
を
進
め
る
。

○「
地
区
存
続
プ
ラ
ン
」は「
北
部
地
区
地
域
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

若
い
担
い
手
に
継
承
さ
れ
た
ゆ
ず
園
地
で
の

収
穫
作
業
や
、ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し

て
苔
玉
の
生
産
を
開
始
。今
後
、ゆ
ず
園
地
の

再
生
、地
区
外
か
ら
の
人
材
受
入
の
継
続
、体

験
型
マ
ル
シ
ェ
の
開
催
な
ど
地
域
再
生
の
拠

点
づ
く
り
を
進
め
る
。

○
移
住
促
進
に
つ
い
て
は
、空
き
家
バ
ン
ク
へ
の

登
録
に
関
す
る
相
談
が
11
軒
あ
り
、５
軒
が
登

録
。改
修
中
の
小
島
の
移
住
促
進
住
宅
は
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
か
ら
使
用
資
材
の
調
達
が
遅
れ
、

来
年
１
月
末
完
成
予
定
。

■
圃
場
整
備

○
第
２
期
北
川
モ
デ
ル
は
、本
年
度
に
事
業
区
域

を
選
定
、来
年
９
月
ま
で
に
事
業
計
画
書
を
作

成
。国
へ
事
業
申
請
を
行
い
、採
択
後
令
和
５

年
度
に
実
施
計
画
を
作
成
、６
年
度
か
ら
の
着

工
に
取
り
組
む
。

○
野
友
地
区
圃
場
整
備
は
、地
元
説
明
会
を
実
施
。

地
権
者
や
耕
作
者
か
ら
意
見
や
質
問
が
あ
り
、

改
め
て
意
思
確
認
と
希
望
区
画
の
把
握
を
行

い
、実
施
設
計
に
反
映
し
て
い
く
。

■
生
活
基
盤
の
整
備

○
共
同
社
員
住
宅
の
造
成
工
事
は
、土
砂
の
搬
入

を
完
了
。住
宅
設
計
は
県
住
宅
供
給
公
社
で
進

め
て
お
り
、３
月
に
完
了
予
定
。

○
村
道
石
ノ
内
線
改
良
工
事
は
、主
な
工
事
を
完

了
。カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
の
安
全
施
設
の
整
備
が

今
月
下
旬
に
完
成
予
定
。

■
防
災
・
地
震
対
策

○
住
宅
の
耐
震
化
は
、耐
震
診
断
３
件
、耐
震
設

計
６
件
、耐
震
工
事
７
件
の
申
請
。

○
老
朽
住
宅
の
除
却
は
、相
談
11
件
、う
ち
申
請

５
件
で
２
件
の
事
業
が
完
了
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

○
特
定
健
診
の
受
診
率
は
、41
・
4
％（
10
月
末
現

在
、前
年
同
月
比
7
・
5
ポ
イ
ン
ト
増
）。

○
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
は
、13
会
場
で
実
施
。80

名
が
参
加
し
、健
康
状
態
の
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
結
果
を
も
と
に
地
域
の
現
状
把
握
に
つ

と
め
、関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、保
健
・
福
祉

事
業
の
拡
充
に
つ
な
げ
る
。

■
観
光
の
振
興

○
モ
ネ
の
庭
の
入
園
者
数
は
、

　
11
月
末
現
在
5
2
、9
9
4
人
。

　（
昨
年
同
期
4
4
、0
2
7
人
、約
＋
20
％
。

　
令
和
元
年
同
期
6
5
、7
2
1
人
、約
▲
19
％
）

○
北
川
村
温
泉
の
利
用
者
数
は
、

　
11
月
末
現
在
1
0
、0
3
5
人
。

　（
昨
年
同
期
8
、3
6
2
人
、約
＋
20
％
。

　
令
和
元
年
同
期
1
2
、5
4
3
人
、約
▲
20
％
）

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金

○
11
月
末
集
計
分
で
の
納
税
実
績
は
、

　
4
、5
1
5
件
、3
3
、5
4
5
千
円
。

　（
昨
年
同
期
4
、0
2
4
件
、3
1
、1
2
0
千
円
）

■
教
育
関
係

○
保
小
中
一
体
化

　
　「
北
川
村
文
教
施
設
・
子
育
て
環
境
等
整
備

事
業
基
本
計
画
検
討
委
員
会
」を
こ
れ
ま
で
５

回
開
催
。

　
　
基
本
計
画
の
策
定
に
お
い
て
は
、子
ど
も
や

教
職
員
、地
域
住
民
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、さ
ら
に
全
村
民
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、図
書
館
や
公
園
整
備

の
意
見
が
多
か
っ
た
他
、健
康
増
進
の
た
め
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
や
子
ど
も
達
が
社
会

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
空
間
整
備
が
必
要

と
の
意
見
が
あ
り
、こ
れ
ら
を
踏
ま
え
検
討
さ

れ
て
い
る
。

　
　
保
育
所
と
小
中
学
校
の
一
体
的
な
組
織
体

制
や
施
設
整
備
で
は
、北
川
村
な
ら
で
は
の
15

年
間
一
貫
し
た
子
育
て
教
育
を
推
進
す
べ
く
、

地
域
と
と
も
に
あ
る
一
体
的
な
施
設
整
備
の

検
討
に
加
え
、教
育
制
度
や
保
育
指
針
を
踏
ま

え
た
義
務
教
育
学
校
や
認
定
こ
ど
も
園
の
導

入
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

○
北
川
学
の
深
化

　
　
地
域
学
と
し
て
の
学
習
活
動
だ
け
で
は
な
く
、

探
究
心
や
想
像
力
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

の
向
上
、キ
ャ
リ
ア
形
成
な
ど
、自
分
の
未
来
を

切
り
開
く
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
を
育
む
た
め

の
礎
と
な
る
よ
う
、北
川
村
な
ら
で
は
の
教
育

環
境
を
構
築
し
て
い
く
。

○
中
岡
慎
太
郎
館
の
入
館
者
数
は
、

　
11
月
末
現
在
3
、1
6
8
人
。

　（
昨
年
同
期
2
、8
0
6
人
、約
＋
13
％
。

　
令
和
元
年
同
期
5
、1
5
0
人
、約
▲
38
％
）

■
中
芸
広
域
連
合
関
係

以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況（
12
月
１
日
時
点
）

工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

・・ 

一
般
質
問 

・・

　
令
和
３
年
度
実
施
の

　
行
政
座
談
会
に
つ
い
て

9
　
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
実
施
さ
れ
た
座
談
会
の

総
括
を
問
う
。

○
各
地
区
の
参
加
人
数
と
参
加
者
よ
り
出
さ
れ
た

意
見
の
な
か
で
検
討
さ
れ
る
も
の
は
あ
っ
た
の
か
。

 

答

　村
長

　
第
２
期
の
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
基
本
政
策
と
な
る「
生
活
で
き
る
産

業
の
構
築
」、「
子
育
て
環
境
、子
育
て
教
育
環
境

の
整
備
」、「
生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
」に

つ
い
て
情
報
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、ゆ
ず
園
地
の
確
保
の
在
り
方

や
、農
業
研
修
生
へ
の
支
援
に
対
す
る
意
見
と
要

望
を
は
じ
め
、自
然
災
害
へ
の
不
安
や
対
応
方
法
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
接
種
の
状
況
、

保
小
中
一
体
化
に
向
け
て
策
定
す
る
文
教
施
設
、

子
育
て
環
境
等
整
備
事
業
基
本
計
画
に
関
す
る

質
問
が
あ
っ
た
。

　
参
加
人
数
は
、15
会
場
の
う
ち
11
会
場
で
開
催

し
た
現
在
、77
名
。大
体
通
年
、人
口
の
１
割
弱
ぐ

ら
い
の
方
が
参
加
。

○
来
年
度
事
業
予
算
に
反
映
さ
れ
る
事
項
は

あ
っ
た
の
か
。出
さ
れ
た
意
見
や
質
問
の
な
か

で
返
答
が
必
要
な
こ
と
は
実
施
さ
れ
た
の
か
。

 

答

　村
長

　
座
談
会
で
出
た
意
見
要
望
に
対
し
、す
ぐ
対
応
で

き
る
も
の
は
対
応
し
、予
算
措
置
が
必
要
な
案
件
は
、

来
年
度
の
予
算
編
成
を
通
じ
て
検
討
し
て
い
く
。

　
具
体
的
な
例
を
挙
げ
る
と
、道
路
整
備
に
関
し

て
、島
地
区
、宗
ノ
上
地
区
で
は
村
道
の
改
修
、水

道
施
設
で
は
、西
谷
水
道
施
設
の
修
復
に
着
手
。

崎
山
集
会
所
の
洋
式
ト
イ
レ
の
改
修
等
は
来
年

度
予
算
で
対
応
を
検
討
。全
地
区
が
終
了
し
た
段

階
で
整
理
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

答

　村
長

　
観
光
協
会
か
ら
の
令
和
３
年
度
の
事
業
目
的

に
沿
っ
た
、要
望
申
請
を
受
け
、村
補
助
金
と
し

て
2
1
、9
2
1
千
円
の
交
付
を
決
定
し
て
い
る
。

　
今
年
度
の
予
算
執
行
状
況
は
、1
0
、3
3
4

千
円
で
執
行
率
47
％
。

○
慎
太
郎
パ
ス
ポ
ー
ト
の
運
用
状
況
と
プ
レ
ゼ

ン
ト
品
に
つ
い
て
。

 

答

　村
長

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、全
国
全
県
下
で
催
し
が
中
止
や
延
期
に
な
る

な
か
、北
川
村
で
も
同
様
の
状
況
と
な
り
、３
月

開
催
の
北
川
村
観
光
び
ら
き
も
中
止
と
な
っ
た
。

一
時
的
に
人
を
集
め
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
で
は

な
く
て
、年
間
を
通
じ
て
村
内
を
周
遊
し
て
い
た

だ
く
施
策
と
し
て
、慎
太
郎
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
が

企
画
さ
れ
た
。

　
作
成
部
数
　
令
和
２
年
度
　
5
0
0
部

　
　
　
　
　
　
令
和
３
年
度
　
5
0
0
部

　
受
付
期
間
　
令
和
３
年
８
月
末

　
発
行
数
　
　
7
5
2
冊

　
応
募
数
　
　
57
件

　
内
シ
ー
ル
10
枚
コ
ー
ス
　
34
件

　（
プ
レ
ゼ
ン
ト
金
額
1
、0
0
0
円
相
当
）

　
シ
ー
ル
13
枚
コ
ー
ス
　
23
件

　（
プ
レ
ゼ
ン
ト
金
額
5
、0
0
0
円
相
当
）

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
内
容
　
　
地
域
産
品

・
慎
太
郎
グ
ッ
ズ

（
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
、ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
）

・
池
田
柚
華
園（
ゆ
ず
ゼ
リ
ー
、ポ
ン
酢
）

・
ゆ
ず
王
国（
ゆ
ず
サ
イ
ダ
ー
）

・
小
島
山
菜
グ
ル
ー
プ（
ゆ
ず
味
噌
）　
等
々

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
商
品
の
調
達
に
つ
い
て
一
部
協

会
の
会
員
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
あ
っ
た
が
、途
中
で

地
域
に
還
元
で
き
る
よ
う
に
変
更
し
た
。ま
た
、

今
後
で
き
る
だ
け
地
域
に
還
元
し
て
い
く
よ
う

指
導
し
て
い
き
た
い
。

○
担
当
職
員
の
雇
用
形
態
と
業
務
内
容
に
つ
い
て
。

 

答

　村
長

　
以
前
は
、観
光
協
会
の
規
定
に
よ
り
雇
用
さ
れ

て
い
た
が
、観
光
協
会
が
任
意
団
体
で
あ
っ
た
た

め
、職
員
の
体
制
や
身
分
を
明
確
に
す
る
意
味
か

ら
、現
在
、（
株
）き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
の
規
定
に

基
づ
き
雇
用
さ
れ
た
職
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

　
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
村
と
し
ま
し
て

は
、そ
の
執
行
に
つ
い
て
指
導
す
る
べ
き
と
考

え
ま
す
。

　
野
友
地
区
競
争
力
強
化

　
農
地
整
備
事
業
に
つ
い
て

9
　
来
年
度
一
部
着
工
に
向
け
て
作
業
を
進
め

て
い
る
こ
と
と
思
う
が
現
在
の
進
捗
状
況
及
び

今
後
の
施
行
予
定
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
野
友
地
区
競
争
力
強
化
農
地
整
備
事
業
は
、事

業
主
体
が
高
知
県
、総
事
業
費
が
約
３
億
９
百
６

十
万
円
ほ
ど
、整
備
農
地
面
積
が
12
・
1
ha
の
計

画
で
、本
年
度
に
実
施
設
計
を
５
工
区
に
分
け
、

来
年
度
か
ら
着
工
、３
年
後
の
令
和
６
年
度
に
工

事
完
了
予
定
。

　
実
施
設
計
着
手
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、先
月
11
月

９
日
に
地
元
説
明
会
を
開
催
し
、事
業
参
加
者

（
地
権
者
及
び
耕
作
者
）30
名
の
う
ち
19
名
が
出

席
。説
明
会
で
は
、堤
防
計
画
自
体
が
一
時
取
り

止
め
に
な
っ
た
こ
と
や
、堤
防
の
延
長
が
上
流
部

ま
で
延
び
た
こ
と
な
ど
か
ら
、説
明
が
後
手
に
な

り
、多
数
の
意
見
や
質
問
が
あ
っ
た
。説
明
会
翌

日
か
ら
再
度
、事
業
参
加
者
に
対
し
戸
別
訪
問
に

よ
り
説
明
を
行
い
、年
度
内
の
実
施
設
計
に
向
け

て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

9
　
こ
の
件
に
関
し
担
当
者
も
交
代
が
あ
っ
て

い
る
が
、引
継
書
、打
ち
合
わ
せ
議
事
録
、交
渉
記

録
等
は
作
成
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

 

答

　村
長

　
議
事
録
は
で
き
て
い
る
も
の
と
、で
き
て
い
な

い
も
の
が
あ
り
、全
て
に
対
応
す
る
こ
と
が
難
し

か
っ
た
の
で
は
と
反
省
し
て
い
る
。

　
こ
の
事
業
は
圃
場
整
備
と
堤
防
計
画
が
連
動

し
て
開
始
さ
れ
て
い
る
。関
係
者
間
で
一
部
す
れ

違
い
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、堤
防
計
画

と
圃
場
整
備
に
つ
い
て
も
う
少
し
認
識
し
た
う

え
で
、対
処
が
必
要
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
堤

防
計
画
は
進
み
始
め
、圃
場
整
備
も
再
度
説
明
を

し
た
。何
と
か
地
域
が
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
な

結
果
に
結
び
つ
く
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

9
　
今
、和
田
地
区
は
整
備
が
進
ん
で
い
る
が
、

順
調
か
。２
期
モ
デ
ル
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
行
っ
て

も
ら
い
た
い
が
対
応
は
ど
う
か
。

 

答

　村
長

　
村
全
般
の
業
務
の
中
で
事
務
改
善
を
や
り
な

が
ら
今
整
理
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、今
後

遺
漏
の
な
い
よ
う
に
進
め
て
い
く
。ま
た
、和
田

の
圃
場
整
備
に
つ
い
て
も
協
議
の
中
で
、意
思
疎

通
を
図
り
な
が
ら
ご
理
解
い
た
だ
く
よ
う
、野
友

地
区
も
含
め
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
中
岡
慎
太
郎
館
の

　
指
定
管
理
に
つ
い
て

9
　
令
和
４
年
度
か
ら
館
の
運
営
をN

P
O

法
人

中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
に
指
定
管
理
す
る
旨

の
こ
と
で
あ
っ
た
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

 

答

　村
長

　
本
年
７
月
の
段
階
で
指
定
管
理
に
移
行
す
る

た
め
、具
体
的
な
プ
ラ
ン
の
策
定
を
指
示
。１
月

下
旬
ま
で
に
プ
ラ
ン
作
成
の
進
捗
状
況
な
ど
を

確
認
す
る
こ
と
で
調
整
。早
け
れ
ば
、令
和
４
年

度
、遅
く
と
も
５
年
度
に
は
、体
制
を
整
え
て
い

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

9
　
１
月
下
旬
を
目
処
に
早
け
れ
ば
令
和
４
年

度
か
ら
指
定
管
理
の
体
制
を
つ
く
る
こ
と
は
厳

し
い
の
で
は
な
い
か
。

 

答

　村
長

　
１
月
下
旬
ま
で
に
プ
ラ
ン
作
成
の
進
捗
状
況

の
確
認
を
し
て
、必
要
な
手
続
等
に
入
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

早
け
れ
ば
４
年
度
だ
が
、４
月
か
ら
移
行
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
。

 

答

　教
育
長

　
慎
太
郎
館
の
体
制
は
、正
職
員（
学
芸
員
）１
名
、

会
計
年
度
任
用
職
員
２
名
で
、日
々
２
人
の
体
制

を
維
持
し
よ
う
と
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で

対
応
し
て
お
り
、館
自
体
の
運
営
、学
芸
員
が
学

芸
業
務
に
集
中
で
き
な
い
よ
う
な
体
制
に
あ
る
。

龍
馬
伝
や
幕
末
維
新
博
な
ど
県
下
的
な
取
り
組

み
が
な
さ
れ
た
と
き
な
ど
に
外
的
要
因
で
情
報

発
信
を
す
る
機
会
が
生
ま
れ
な
い
と
、館
で
企
画

展
を
開
催
す
る
だ
け
で
は
非
常
に
集
客
が
難
し

い
。学
芸
業
務
に
し
て
も
、別
の
庶
務
に
時
間
を

と
ら
れ
、研
究
的
な
部
分
な
ど
が
で
き
る
体
制
に

な
い
と
こ
ろ
が
館
の
弱
さ
で
は
な
い
か
と
思
う
。

こ
れ
ら
の
面
を
補
う
意
味
で
も
、柏
木
を
核
に
し

て
活
動
し
て
る
顕
彰
会
と
ど
う
実
現
に
持
っ
て

い
く
の
か
一
緒
に
考
え
、指
定
管
理
に
移
行
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
現
状
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
る
。限
り
あ
る
職
員
体
制
の
中
で
、現
在

の
慎
太
郎
館
で
は
今
以
上
の
取
り
組
み
は
な
か

な
か
難
し
い
と
い
う
現
状
に
あ
る
。

　
買
い
物
弱
者
対
策
に
つ
い
て

9
　
今
後
、自
動
車
の
運
転
免
許
を
返
納
す
る
人

も
増
え
、来
年
３
月
に
は
野
友
の
Ｊ
Ａ
の
店
舗
が

閉
店
す
る
。日
常
の
買
い
物
が
困
難
と
な
る
人
々

に
対
し
て
の
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

 

答

　村
長

　
現
在
、食
料
品
な
ど
の
買
い
物
が
で
き
る
場
所

は
、役
場
周
辺
に
あ
る
個
人
商
店
が
２
店
舗
、村

民
会
館
近
く
の
Ｊ
Ａ
の
Ａ
コ
ー
プ
を
含
め
る
と

３
店
舗
が
あ
る
が
、Ａ
コ
ー
プ
は
来
年
３
月
で
閉

店
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。Ａ
コ
ー
プ
に
つ

い
て
は
野
友
南
部
の
高
齢
者
の
方
々
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
想
像
で
き
る
と
こ
ろ
。

　
こ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、現
時
点
で
は
把
握
で

き
て
い
な
い
の
で
、社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し

て
い
る
心
配
事
相
談
で
状
況
を
把
握
し
て
い
く
。

　
一
方
、本
村
の
よ
う
な
条
件
不
利
地
域
で
は
、

自
治
体
の
み
で
買
い
物
弱
者
対
策
を
根
本
的
に

解
決
す
る
の
は
非
常
に
困
難
な
状
況
で
あ
る
が
、

現
在
、あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
に
お

い
て
、集
い
や
外
出
支
援
、生
活
支
援
な
ど
総
合

的
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
お
り
、参
加
者
に
対

し
毎
年
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、買
い
物
支
援
を
実

施
し
た
り
、介
護
予
防
事
業「
ゆ
ず
の
木
」で
は
、

職
員
が
買
い
物
を
代
行
す
る
支
援
も
行
っ
て
い

る
。

　
さ
ら
に
、現
在
は
村
営
バ
ス
の
デ
マ
ン
ド
運
行

や
福
祉
的
バ
ス
で
運
行
の
利
便
性
も
向
上
し
て

い
る
の
で
、病
院
の
受
診
つ
い
で
に
買
い
物
を
し

て
い
る
方
も
い
る
。社
会
福
祉
協
議
会
と
も
協
力

を
し
、多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
工

夫
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

9
　
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
通
信
サ
ー
ビ
ス
が
充

実
し
て
い
る
と
思
う
が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

 

答

　村
長

　
国
は
本
年
９
月
に
デ
ジ
タ
ル
庁
を
発
足
し
、行

政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に「
誰
１

人
取
り
残
さ
な
い
、人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
」

を
進
め
て
い
る
。来
る
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
に
備
え
、

今
後
の
国
の
動
向
や
充
当
財
源
の
有
無
な
ど
を

注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
な

か
、村
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
つ
い
て
、

住
民
の
交
流
を
通
し
て
、遊
び
や
世
代
間
交
流
な

ど
で
自
由
に
触
れ
て
も
ら
え
る
よ
う「
ゆ
ず
の

花
」に
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し
て
お
り
、既
に
ネ
ッ

ト
注
文
で
、買
い
物
を
始
め
た
同
施
設
の
利
用
者

も
い
る
。今
後
も
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、継

続
し
て
い
き
た
い
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

物
損
事
故
に
係
る
和
解
及
び
損
害
賠
償
額

の
決
定
の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
1
7
9
条
第
１
項
に
基
づ
き

報
告
し
、承
認
を
求
め
る
も
の

　
社
会
福
祉
法
人
北
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
が

運
転
す
る
送
迎
用
車
両
の
物
損
事
故
に
対
す
る

和
解
と
賠
償
額
の
決
定

　
全
員
賛
成（
承
認
）

土
地
改
良
事
業
の

施
工
地
域
変
更
に
つ
い
て

　
土
地
改
良
法
第
96
条
の
３
第
１
項
の
規
定
に

基
づ
き
、和
田
日
浦
地
区
に
お
け
る
土
地
改
良
事

業
の
施
行
地
域
を
変
更
す
る
も
の

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

村
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

　
道
路
法
第
８
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、小

島
地
区
の
国
道
4
9
3
号
の
移
管
を
県
か
ら
受
け

る
に
あ
た
り
、村
道
と
し
て
認
定
す
る
た
め
の
も
の

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
が
改

正
さ
れ
、個
人
番
号
カ
ー
ド
を
発
行
す
る
主
体
や
、

個
人
カ
ー
ド
の
再
交
付
に
係
る
手
数
料
の
徴
収

の
事
務
が
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の

　
全
員
賛
成（
原
案
同
意
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
に
伴
う

産
科
医
療
保
障
制
度
の
掛
金
の
見
直
し
と
併
せ

て
、出
産
一
時
金
の
額
を
見
直
す
も
の

　
賛
成
多
数（
原
案
同
意
）

令
和
３
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
３
号)

に
つ
い
て

　
第
２
期
北
川
モ
デ
ル
の
計
画
平
面
図
作
成

や
代
１
期
北
川
モ
デ
ル
の
鳥
獣
対
策
に
か
か
る

経
費
な
ど
を
補
正
し
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

2
1
、3
9
7
千
円
増
額
し
、予
算
総
額
を
2
、

4
1
8
、6
1
9
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域
連
合
議

会
第
39
回
定
例
会
事
前
説
明

（
北
川
村
庁
舎
）

高
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
第
35
回
定
例
会
事
前
説

明（
北
川
村
庁
舎
）

令
和
３
年
第
１
回
安
芸
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
臨
時
会（
安
芸

市
／
安
芸
広
域
メ
ル
ト
セ
ン

タ
ー
）

令
和
３
年
第
２
回
安
芸
広
域
市

町
村
圏
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

組
合
議
会
定
例
会（
奈
半
利
町
／

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
光
園
）

こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域
連
合
議

会
第
39
回
定
例
会（
高
知
市
／
高

知
県
自
治
会
館
）

高
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
第
35
回
定
例
会

（
高
知
市
／
高
知
県
自
治
会
館
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
正
副

会
長
会（
高
知
市
／
高
知
県
自
治

会
館
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
理
事

会（
高
知
市
／
高
知
県
自
治
会

館
）

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー（
高
知
市
／
高

知
県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会（
北

川
村
庁
舎
）

高
知
県
戦
没
者
追
悼
式 

（
高
知

市
／
高
知
県
立
県
民
文
化
ホ
ー

ル
）　

北
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
評
議

９
月
29
日（
水
）

10
月
８
日（
金
）

10
月
11
日（
月
）

10
月
12
日（
火
）

10
月
20
日（
水
）

10
月
26
日（
火
）

10
月
29
日（
金
）

11
月
１
日（
月
）

員
会（
北
川
村
）

農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
農
地

整
備
事
業
に
関
す
る
要
望
活
動

（
東
京
都
）

四
国
直
轄（
吉
野
川
・
重
信
川
・
奈

半
利
川
）砂
防
事
業
促
進
期
成
同

盟
会
四
国
地
方
整
備
局
要
望
活

動（
高
松
市
）

中
岡
慎
太
郎
墓
前
祭（
北
川
村
）

高
知
県
政
１
５
０
年
記
念
式
典

（
高
知
市
／
高
知
県
立
県
民
文
化

ホ
ー
ル
）

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会（
東
京

都
）

主
要
地
方
道
安
田
東
洋
・
魚
梁
瀬

公
園
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

土
木
部
長
要
望（
高
知
市
／
高
知

県
庁
）

令
和
３
年
第
３
回
安
芸
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
議
会
定
例
会

（
安
芸
市
／
安
芸
広
域
メ
ル
ト
セ

ン
タ
ー
）

全
員
協
議
会（
北
川
村
庁
舎
）

議
会
運
営
委
員
会（
北
川
村
庁

舎
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
正
副

会
長
会（
高
知
市
／
高
知
県
自
治

会
館
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
理
事

会（
高
知
市
／
高
知
県
自
治
会

館
）

脱
炭
素
移
行
・
再
エ
ネ
推
進
交
付

金
事
業
に
関
す
る
要
望
活
動（
東

京
都
）

11
月
４
日（
木
）

〜
６
日（
土
）

　
　
　
　
　
　

11
月
16
日（
火
）

11
月
17
日（
水
）

11
月
23
日（
火
）

11
月
25
日（
木
）

〜
26
日（
金
）

11
月
29
日（
月
）

11
月
30
日（
火
）

12
月
１
日（
水
）

12
月
２
日（
木
）

12
月
３
日（
金
）

12
月
６
日（
月
）

〜
７
日（
火
）

・・ 

意
見
書 

・・

保
育
所
等
の
最
低
基
準（
職
員
配
置
・
面
積

基
準
）と
、保
育
士
の
処
遇
の
抜
本
的
な
改

善
を
求
め
る
意
見
書

　
全
員
賛
成（
可
決
）

　
提
出
先
：
内
閣
総
理
大
臣

　
財
務
大
臣

　
厚
生
労
働
大
臣

　
文
部
科
学
大
臣

　
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
少
子
化
対
策
）

　
衆
議
院
議
長

　
参
議
院
議
長

令
和
3
年
９
月
議
会

以
降
の
議
長
会
務
報
告

日本遺産
第3号認定
登録番号51

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会
～中芸地域の日本遺産魅力発信便り vol.53～

お問い合わせ：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局（中芸広域体育館内）

Mail:yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
HP：http://yuzuroad.jp/ 「ゆずとりんてつ」で検索

☎0887-30-1865

　「日本遺産ゆずと林鉄」の構成文化財を学び、５町村連携のガイドを養成する
講座が開催されています。当初は昨年9月スタートでしたが、新型コロナウイ
ルス感染症等の影響により12月から始まりました。現在まで3回の講座が終
了しています。来年度も引き続きガイド養成講座を実施する予定です。

■令和3年度日本遺産ガイド養成講座

　「ゆず林鉄EXPO2022」が令和4年2月6日
（日）～20日（日）（オーテピア高知図書館）、2月
13日（日）～20日（日）（高知城歴史博物館）で開
催されます。今回は新型コロナウイルス感染症等
のためにイベント行事等は縮小され展示のみの
開催となっています。

■ゆず林鉄EXPO2022

12
き
　  た
　  が
わ

13
き

た   
が   
わ



～がん検診を受けていますか？～3月

保健だより

　全国で一番多い死因は悪性新生物（がん）です。村でも
同じく悪性新生物（がん）が一番多い死因となっています。

●北川村の死因の1位はがんです
　H20 ～ H29 人口動態統計より

　北川村国保では、腫瘍（がんなど）の医療費の増加が見ら
れています。しかし内訳をみると、がんに罹る方の増加はみ
られません。がんで重症化される方が増えているようです。

●がんの医療費が年々増加しています
　（北川村国保）

毎年、食生活改善推進協議会（食改さん）
の皆さんが、あったかふれあいセンターの
集いに参加されている方などに栄養バラン
スのとれた食事を振る舞いながら、主に低
栄養予防について周知・啓発を行っている
伝達研修についてご紹介します。
食改さんは事前研修として、中芸広域連
合の浜田栄養士に協力いただきながら
バランスのとれた食事を調理します。

今年度は野友地区及び野川地区で研修を開催しましたが、新型コロナウイルス感染拡大の影響で残念ながら
料理を作ることができず、講話のみの研修となりました。
講話では町田会長から、高齢や独居などの理由から、メニューが固定化している方が多い印象があるので、肉を
食べた次の日は魚を食べたり、山の物を食べた次の日は海の物を食べるなど工夫していろいろな物を食べてほし
いといった内容や、いつもと違った食材を食べる機会をもってほしい、加えて味が濃いものを食べすぎたり、食べる
前に調味料をかけすぎると脳梗塞などの生活習慣病になりやすくなるので注意が必要であるとの説明があり、
参加された方は熱心に耳を傾けていました。

講話後はフレイルチェックの時間を設定し、参加者のフレイル状態を確認しました。
フレイルチェックは昨年6月にも実施しており、その時から改善が見られました。
フレイル予防は運動、栄養、社会活動が大切と言われています。村民のみなさんも集いや体操、食についての
事業に参加してみませんか？

教育委員会・住民課北川村食育だより

田野病院　循環器科の三宅です。今回は弁膜症(べんまくしょう)のお話です。
草刈正雄さんのCMがテレビで流れ、病院にはポスターも貼られている「加齢のフリして
やってくる」は言い得て妙で、非常に納得のいくフレーズです。心臓での血流を一方通行に
流すために存在する“心臓弁”の機能不全である心臓弁膜症。これは通常ゆっくり進行する
ため、病気であることや症状に慣れてしまいがちで、病気と認識しにくい特徴を有します。
初期段階では激烈な症状が出ないことが多く、よくある症状は動いた時の息切れで、まさに「歳のせい」と思ってし
まいがちな病気です。外来に来られた患者さんの中には無症状です、と言われる方も時々おられますが、良く尋ね
てみると「しんどいこと」を無意識に避けているだけであることもあります。しかし、血の流れが滞っているわけです
から、他の臓器に影響（肺や肝臓が影響を受けやすい臓器になります）を与え、それが大きくなると、その痛んだ臓
器の治療も必要になったり、取り返しのつかないことになる可能性があります。
この文を読んでいる方は、生活をよく振り返ってみてください。ここ2～3年で「できていたこと」ができなくなっ
ていたり、体を動かした際の「しんどさ」が強かったり、息が切れることを自覚しているのならば、心臓専門医（循環
器内科や心臓内科など）を受診してください。聴診で心雑音を確認するだけで概ね診断ができますし、体に負担の
ないエコー検査で確定診断が可能です。70歳以上の方であれば、軽度の弁膜症はある方が普通ですので、健康診
断のつもりで一度検査をしておくのもいいと思います。
今は治療の選択肢も多くなってきていますが、進行してしまってからでは、その選択肢も限られてしまいます。
心臓の病気というと怖い気がして現実から目を背けがちになりますが、早期診断・早期治療がおすすめです。
怖がらずにまず一度受診。　　　　　　　　　　　　　田野病院　循環器内科　心臓血管外科　三宅　陽一郎

それ、歳のせいですか？？病気だったりして！！

～高齢者のための低栄養・
　　　認知症予防伝達研修～

野友保健センターの研修 野川交流センターの研修

※「フレイル」とは介護が必要とまではいかないが、加齢や疾患によって心身が老い衰えてきた状態のこと。早くから対策を講じれば、健康な
状態へ回復したり、要介護状態に至る可能性を減少させることができる。

　近年、がんに罹る方が増加しています。がんと聞くと恐ろしく感じますが、がんは早期発見・早期治療により治る
病気でもあります。
　中芸地区で受けられる「がん検診」は症状が出る前の早期のがんを発見し、適切な治療を受けていただくことを
目的としています。がん検診で全てのがんを見つけられるわけではありませんが、実際に今年度にがん検診を受け
られた村民の方が、適切な治療を受けることができました。
　定期的にがん検診を受けることは生活習慣の見直しとともに、重要な予防活動の一つです。

肺 が ん 検 診
胃 が ん 健 診
　 　 　 　 　
大 腸 が ん 検 診
乳 が ん 検 診
子 宮 が ん 検 診
前立腺がん検診

胸部レントゲン検査。40歳以上対象。
（バリウム検査）：バリウムを使用したレントゲン撮影。40歳以上対象。
（胃内視鏡検査）：胃カメラ検査。50～69歳対象。（2年に1回）
便に血液が混じっていないかを調べる。40歳以上対象。
レントゲン撮影。40歳以上の女性対象。（2年に1回）
視診・内診・細胞診。20歳以上の女性対象。（2年に1回）
血液検査で腫瘍マーカーを測定。50歳以上の男性対象。（安田・馬路の会場では受診できません）

無料で受けられるがん検診（中芸地区の集団健診で受けられます）
3月中旬から、
令和4年度の

「検診カレンダー」及び
「健診調査票」を全戸配布します。
対象の方は4月15日（金）までに

ご提出ください。
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野 友 介 護 予 防 教 室
加 茂 介 護 予 防 教 室
久 府 付 介 護 予 防 教 室
柏木・崎山介護予防教室
野 川 さ く ら 会
長 山 せ せ ら ぎ 会
宗 ノ 上 介 護 予 防 教 室
中 部 け ん こう ク ラ ブ
小 川 ふ れ ん ど
島 バ ラ 会
ぺ ち ゃ く ち ゃ 会
親 子 ふ れ あ い 広 場
ゆ ず み ど り

3月3日(木)・3月10日(木)・3月17日(木)・3月24日(木)・3月31日(木)
3月4日(金)・3月11日(金)・3月18日(金)・3月25日(金)

3月2日(水)・3月9日(水)・3月16日(水)・3月23日(水)・3月30日（水）
3月3日(水)・3月10日(木)・3月17日(木)・3月24日(木)・3月31日(木)

3月2日(水)・3月9日(水)・3月16日(水)・3月23日(水)・3月30日（水）
3月1日(火)・3月8日(火)・3月15日(火)・3月22日(火)・3月29日(火)
3月3日(木)・3月10日(木)・3月17日(木)・3月24日(木)・3月31日(木)

3月4日(金)・3月11日(金)・3月18日(金)・3月25日(金)
3月15日(火)
3月17日(木)
3月2日(水)
毎週火曜日
毎週火曜日
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